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１
８
　

寄
馨
堂
書

馨
堂
足
下
。
自
分
手
於
西
嶺
以
来
。
一
日
三
秋
。
思
望
曷
巳
。
不
佞
以
今
月
八
日
。
自
赤
關
揚
帆
。
至
于
内
裡
。
是
日
也
。
天
晴
風
順
。

舟
行
甚
疾
。
舟
及
海
心
。
風
俄
起
。
波
濤
如
山
。
時
々
飛
散
。
入
舟
中
。
瀕
人
衣
。
人
皆
以
笠
捍
之
。
既
而
風
彌
甚
濤
彌
大
。
如

龍

之
鬪
。
如

之
走
。
舟
動
揺
不
定
。
舟
中
之
人
。
面
無
人
色
。
甚
則
至
于
為
嘔
吐
。
同
遊
杏
所
。
亦
以
衣
袖
掩
面
。
不
能
開
眼
。
而

予
獨
體
中
清
爽
。
意
氣
自
若
。
東
望
周
洋
。
西
眺
玄
海
。
前
観
二
豊
之
諸
山
。
後
顧
長
州
之
諸
山
。
吟
懐
豁
如
。
神
氣
雄
壮
。
快
甚
。

于
平
生
不
好
登
舟
。
々
々
則
未
及
數
十
武
。
目
眩
發
嘔
。
如
醉
如
酲
。
而
今
日
與
平
生
大
異
如
此
。
實
可
怪
矣
。
蓋
海
若
風
伯
。
示
此

奇
怪
變
幻
俾
。
予
文
章
長
進
者
非
耶
。
但
憾
不
與
足
下
同
観
焉
耳
。
既
而
舟
達
于
大
裡
。
則
日
既
夕
矣
。
倉
皇
趣
小
倉
而
宿
焉
。
其
翌

發
小
倉
。
趣
赤
間
。
途
中
見
山
下
松
柏
陰
林
。
其
下
蓋
有
孝
子
正
助
墓
云
。
予
平
生
聞
忠
臣
孝
子
之
事
。
感
激
不
能
自
己
。
但
憾
日
暮

程
遠
不
得
往
弔
耳
。
翌
日
発
赤
間
。
過
香
椎
八
幡
祠
。
々
前
有
長
松
臨
高
岸
。
至
松
下
憩
焉
。
則
紫
溟
在
眼
。
風
恬
波
静
。
瑠
璃
一
碧
。

茫
々
乎
不
見
際
涯
。
有
青
松
白
沙
。
横
截
蒼
海
者
一
百
里
有
奇
。
不
問
而
知
其
為
海
之
中
道
。
假
使
足
下
目
之
。
必
有
佳
作
。
不
佞
不

得
詩
。
負
勝
景
者
不
少
。
迂
途
趣
名
島
。
得
見
所
謂
帆
檣
石
者
。
石
大
二
圍
。
長
可
五
丈
。
斷
為
八
。
處
々
有
鐵
箍
痕
。
傳
神
后
征
韓
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時
之
帆

化
石
矣
。
予
雖
不
知
其
然
乎
否
。
決
非
人
為
之
所
能
也
。
聞
又

化
石
者
。
時
潮
盈
不
得
見
焉
。
乃
趣
箱
崎
。
過
十
里
松
者
。

云
是
豐
公
在
名
護
屋
時
。
千
利
休
烹
茶
松
下
。
以
進
豐
公
。
因
名
焉
。
乃
賦
詩
云
。
休
叟
遺
芳
春
翠
濃
。
林
間
吟
到
夕
陽
春
。
豐
家
己

遂
茶
烟
滅
。
千
古
唯
看
十
里
松
。
十
二
日
発
覇
家
臺
。
過
都
府
樓
遺
趾
。
石
礎
數
十
猶
存
。
樓
之
傑
搆
可
想
焉
。
拾
殘
瓦
數
枚
。
懐
古

愴
然
者
久
之
。
既
而
過
観
音
寺
。
堂
宇
巳
傾
仄
。
猶
有
木
像
三
座
存
焉
。
鏐
金
零
落
。
出
寺
。
謁
菅
右
府
廟
。
々
宇
嶷
々
然
。
金
碧
奪

目
。
廟
下
飛
來
梅
。
老
幹
槎

。
花
開
如
雪
。
古
香
馥
郁
。
樹
下
低
徊
久
之
。
怱
聞
観
音
寺
鐘
聲
殷
々
報
夕
。
因
憶
相
公
都
府
楼
唯
看

瓦
色
一
聯
。
反
復
吟
之
。
不
覺

然
泣
下
。
嗚
乎
公
之
在
謫
居
也
。
柴
荊
寂
寥
。
寺
在
近
而
獨
聞
鐘
聲
。
樓
在
近
而
唯
看
瓦
色
。
其
幽

鬱
可
知
矣
。
而
今
則
柴
荊
變
嶷
々
之
高
堂
。
府
樓
化
為
田
畝
。
物
之
變
態
如
此
。
遂
賦
詩
一
章
而
去
。
十
有
五
日
。
入
熊
城
。
十
有
八

日
。
寓
于

邨
書
屋
。
諸
生
四
十
餘
人
。
勸
學
不
懈
。
弦
誦
之
聲
。
琅
々
徹
壁
。
自
昧
爽
至
夜
半
而
止
。
諸
生
之
刻
苦
。
雖
出
于
天
性

乎
。
抑
亦
先
生
之
教
導
所
使
然
也
。
名
下
果
虚
士
云
。
足
下
之
好
山
水
也
。
與
不
佞
同
。
足
下
之
好
文
章
也
。
亦
與
不
佞
同
。
但
憾
此

遊
之
與
足
下
同
之
耳
。
故
欲
具
記
所
經
之
名
山
勝
水
及
古
趾
奇
事
。
使
足
下
如
親
遊
其
地
。
然
筆
拙
不
能
寫
其
萬
一
。
若
夫
耶
馬
渓
霧

州
温
仙
等
諸
名
山
。
不
佞
未
得
遊
其
地
。
他
日
若
得
遊
焉
。
則
記
而
寄
之
耳
。
餘
期
後
雁
。
伏
以
自
愛
。

以
下
四
篇
寓
木
門
時
之
作
時
年
二
十
八
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釈
文

け
い
ど
う

馨
堂
に
書
し
て
寄
す

け
い
ど
う

馨
堂

そ
っ
か

足
下
。

せ
い
れ
い

西
嶺
手
を
分
け
て
よ
り
。
一
日
三
秋
の
思
い
望
み
て

な曷
ん
ぞ
巳
に
今
月
八
日
を
以
て

へ
つ諂

ら
ず
。

あ
か
ぜ
き

赤
關
よ
り

帆
を
揚
て
こ
こ
に

だ
い
り

内
裡
に
至
る
。
是
れ
日
天
晴
れ
て
風

し
た
が

順
い
て

し
ゅ
う
こ
う

舟
行
甚
だ

は
や疾

し
。
舟
は
海
心
に
及
び
て
風

に
わ俄

か
に
起

り
波
濤
は
山
の
如
く
。
時
々
飛
散
し
て
舟
中
に
入
り
人
衣
に

せ
ま瀕

り
人
皆
笠
を
以
て
之
れ
を

ふ
せ捍

ぐ
。
既
に
し
て
風

わ
た彌

り
り

そ
の

な
み濤
い
よ
い
よ

彌

大
き
く
。

き
ゅ
う
り
ゅ
う

龍
の

た
た
か

鬪
い
の
如
く

げ
ん

た

こ
れ
走
る
が
如
し
。
舟
の
動
揺
定
ら
ず
。
舟
中
の
人
面
に
人
色

無
し
。
甚
だ
し
く
則
ち
こ
こ
に
至
り
て

お
う
と

嘔
吐
を
為
す
。

と
も同

に
遊
ぶ

き
ょ
う
し
ょ

杏
所
は
。
亦
た
面
を
掩
い
衣
の
袖
を
以
て
眼
を
開

く
も
能
わ
ず
し
て
。
予
は
獨
り
體
中

せ
い
そ
う

清
爽
意
氣
自
若
東
に

し
ゅ
う
よ
う

周
洋
を
望
み
西
に

げ
ん
か
い

玄
海
を
眺
め
る
。
前
に

に
ほ
う

二
豊
の
諸
山
を

観
る
。

う
し
ろ

後
に

ち
ょ
う
し
ゅ
う

長
州

の
諸
山
を
顧
み
る
。

ぎ
ん吟
か
い懐
か
つ豁
じ
ょ如

。
し
ん
き

神
氣

ゆ
う
そ
う

雄
壮
快
甚
だ
し
く
も
。
平
生

と
う
し
ゅ
う

登
舟
を
好
ま
ず
。

と
う
し
ゅ
う

登
舟

則
ち
數
十
武
に
も
及
ば
ず
し
て
。
目
は
眩
み

お
う嘔

を
發
し
醉
う
が
如
く

さ酲
め
る
が
如
く
。
今
日
は
平
生
と
大
き
く
異
ろ
此

の
如
く
。
實
に
怪
し
む
可
し
。

け
だ蓋

し
て
海
は

ふ
う
は
く

風
伯
の

ご
と若

し
。
此
の

き
か
い

奇
怪
を
示
し
て

げ
ん
ひ

幻
俾
に
變
る
。
予
文
章
を
長
く
進
め

る
は

じ
や邪

に
非
ら
ず
。
足
下
と

と
も同

に
か
ん観

せ
ざ
る
せ
ざ
る
を
を

う
ら憾

み
既
に
舟
は
こ
こ

だ
い
り

大
裡
に
達
す
。
日
は
既
に
夕
に

そ
う
こ
う

倉
皇
小
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倉
に
趣
き
て
宿
る
。
其
の
翌
小
倉
を
發
ち
。

あ
か
ま

赤
間
に
趣
き
途
中
山
下
松
柏
の
陰
林
を
見
る
。

お
も謂

う
に
其
の
下
孝
子
正
助

の
墓
を
有
す
る
か
な
。
予
は
平
生
忠
臣
孝
子
の
事
を
聞
い
て
感
激
自
己
に
能
は
ず
。
但
し

う
ら憾

み
は
日
暮
れ
て

み
ち
の
り

程

遠
く

弔
に
往
く
を
得
ず
。
翌
日

あ
か
ま

赤
間
を
発
ち
て

か
し
い
は
ち
ま
ん

香
椎
八
幡

し祠
を

よ過
ぎ
る
。
祠
前
長
松
有
り
て
高
岸
に
臨
み
松
下
に
至
り
て
憩

う
。
則
ち

し
め
い

紫
溟
眼
に

さ
っ仕

す
る
風
は

や
す恬

ら
か
波
は
静
か
に

る
り

瑠
璃

い
っ
ぺ
き

一
碧

ぼ
う
ぼ
う

茫
々
と
し
て

さ
い
が
い

際
涯
を
見
ず
。
青
松

は
く
さ

白
沙
に
有
り
て
。

そ
う
か
い

蒼
海
を

た截
ち
て
横
た
わ
る
一
百
里
も
有
り

め
ず
ら

奇
し
き
あ
り
。
問
は
ず
し
て
其
の
海
の
中
道
を
為
す
を
知
る
。
假
に
足
下

こ
れ
目
に
し
て
必
ず
佳
作
を
有
す
詩
を
得
ず
。

お
も
ね

佞
ず
勝
景
を
負
う
て
名
島
に
趣
き
。
帆
の

し
ょ
う
せ
き

檣
石
謂
う
所
を
見
る
を
得

る
。
石
は
大
き
く

ふ
た
ま
わ
り

二
圍
長
さ
五
丈
ば
か
り
斷
ち
て
八
つ
に
為
す
。
處
々

て
っ
こ

鐵
箍

こ
ん痕

有
り
。
傳
う

じ
ん
こ
う

神
后

せ
い
か
ん

征
韓
時
の

は
ん
し
ょ
う

帆
檣
石

に
化
し
た
か
。
予
は
其
れ
然
り
か
否
や
は
知
ら
ず
と
雖
も
。
決
め
て
人
の
為
す
所
に
非
ら
ず

は
た
ら

能
く
と
こ
ろ
な
り
。
聞

く
こ
と
は
又
た

か
い

の
化
石
は
時
に
潮
が

み盈
ち
て
見
得
ず
。
そ
こ
で
箱
崎
に
趣
き
十
里
の
松
を
過
ぎ
る
。
云
う
是
れ

ほ
う
こ
う

豐
公

な
ご
や

名
護
屋
に
在
り
し
時
。

せ
ん
の
り
き
ゅ
う

千
利
休
茶
を

に烹
る
松
下
に
似
た
る
。

ほ
う
こ
う

豐
公
に
進
ぜ
し
て
。
因
っ
て
名
す
。
乃
ち
詩
を
賦
し
て

云
う
。

休
叟
遺
芳
春
翠
濃

き
ゅ
う
そ
う

休
叟
の

い遺
ほ
う芳

　
し
ゅ
ん
す
い

春
翠
　

こ
ま濃

や
か
な
り
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林
間
吟
到
夕
陽
春

り
ん
か
ん

林
間
　

ぎ
ん吟

じ
て

い
た到

れ
ば

せ
き
よ
う

夕
陽
の

う
す
ず

春
く

豐
家
己
滅
遂
茶
烟

ほ
う
け

豐
家
　

す
で己

に
と遂

げ
て

さ茶
え
ん烟

　
め
っ滅

し
。

千
古
唯
看
十
里
松

せ
ん
こ

千
古
　
唯
だ
十
里
の
松
を
看
る

　

「
七
言
絶
句
上
平
声
二
冬
韻
」

十
二
日

は
か
た

覇
家
臺
（
博
多
）

を
発
ち
て
。

と
ふ
ろ
う

都
府
樓
の

い
し

遺
趾
を
過
ぎ
る
。
石
礎
數
十
猶
お

あ存
り
て
。

ろ
う樓

の
け
っ
こ
う

傑
搆
想
う
可
し
。

ざ
ん
が

殘
瓦

數
枚
を
拾
う
。
古
く

そ
う
ぜ
ん

愴
然
之
れ
久
し
く
を
懐
う
。
既
に
観
音
寺
を
過
ぎ
て

ど
う
う

堂
宇
巳
に

け
い
そ
く

傾
仄
猶
お
木
像
三
座
存
す
る
有
り
。

り
ゅ
う
き
ん

鏐
金

れ
い
ら
く

零
落
し
て
寺
を
出
で
て
。

す
が
う
ふ
び
ょ
う

菅
右
府
廟
を

ま
み謁

え
る
。

び
ょ
う
う

廟
宇

ぎ
ぎ
ぜ
ん

嶷
々
然

こ
ん
ぺ
き

金
碧
目
を
奪
う
。

び
ょ
う
か

廟
下

ひ
ら
い

飛
來
の
梅

ろ
う
か
ん

老
幹

さ
が

槎

花

開
い
て
雪
の
如
し
。

こ
こ
う

古
香

ふ
く
い
く

馥
郁
樹
下

て
い
か
い

低
徊
す
る
こ
と
之
れ
久
し
く
。
怱
ち
観
音
寺
の
鐘
聲

い
ん
い
ん

殷
々

ゆ
う
べ

夕
を

し
ら報

せ
る
。

そ
う
こ
う

相
公

と
ふ
ろ
う

都
府
樓
唯
が
瓦
色

い
ち
れ
ん

一
聯
を
看
る
反
復
之
れ
を
吟
じ
て
覺
え
ず

げ
ん
ぜ
ん然

泣
き
下
る
。
嗚
乎
公
の

た
く謫
き
ょ居

に
在
り
し
の
。

し
け
い

柴
荊

せ
き
り
ょ
う

寂
寥
寺
は
近
く
に
在
り
獨
り
鐘
聲
を
聞
く
。
樓
は
近
く
に
在
り
て
唯
だ
瓦
色
を
看
る
其
の

ゆ
う
う
つ

幽
鬱
知
る
可
し
。
そ
し
て

今
則
ち

し
け
い

柴
荊
が
變
り
て

ぎ
ぎ

嶷
々
の
高
堂
に
為
り
。

ふ
ろ
う

府
樓
化
し
て

で
ん
ぱ

田
畝
に
な
る
。
物
の
變
態
此
の
如
し
。
遂
に
一
章
詩
を
賦
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し
て
去
る
。
十
有
五
日
。

ゆ
う
じ
ょ
う

熊
城
に
入
る
。
十
有
八
日
。
こ
こ

い
そ
ん邨
し
ょ
お
く

書
屋
に

よ寓
る
。

し
ょ
せ
い

諸
生
四
十
餘
人

か
ん
が
く

勸
學

お
こ懈

た
ら
ず
。

げ
ん
し
ょ
う

弦
誦

の
聲

ろ
う
ろ
う

琅
々
壁
に
徹
る
。

ま
い
そ
う

昧
爽
よ
り
夜
半
に
至
り
て
止
む
。

し
ょ
せ
い

諸
生
の

こ
っ
く

刻
苦
こ
れ

て
ん
せ
い

天
性
よ
り
出
ず
と
雖
も
。

そ
も抑

そ
も
亦
た
先

生
の
教
導

し使
む
所
然
り
な
り
。
名
を
下
し
て

き
ょ
し

虚
士
無
し
を
果
た
す
云
う
。

足
下
之
れ
山
水
好
し
同
じ
く

で
い佞

わ
ず
。
足
下
は
之
れ
文
章
に
好
し
亦
た

で
い佞

わ
ず
と
も
。
た
だ
足
下
と

と
も同

に
此
の
遊
せ
ざ

る
を

う
ら憾

む
こ
と
さ

故
ら

つ
ぶ
さ

具
に
記
せ
ん
と
欲
す
。

こ
の
名
山
勝
水
及
び

こ
し

古
趾
の

き
じ

奇
事
を

ふ經
る
所
足
下
其
の
地
に
親
し
く
遊
ぶ
如
く
を

し使
む
。
然
し
筆
拙
其
の
萬
一
を
寫
す

を
能
わ
ず
。
若
し
夫
れ

や
ば
け
い

耶
馬
渓

き
り
し
ま

霧
州

う
ん
ぜ
ん

温
仙
等
諸
名
山

で
い佞

わ
ず
未
だ
其
の
地
に
遊
ぶ
を
得
ず
。
他
日
若
し
遊
ぶ
を
得
ん
。

記
し
て
之
れ
を
寄
す
。

こ
う
が
ん

後
雁
で
餘
り
を
記
す
。
伏
し
て
以
て
自
愛
。

以
下
四
篇

も
く
も
ん

木
門
に

ぐ
う寓

す
時
之
れ
を
作
る
時
年
二
十
八

語
釈
　
　

け
い
ど
う

馨
堂
＝
大
草

け
い
ど
う

馨
堂
、
南
部
五
竹
の
学
友
、
養
老
館
で
五
竹
、
東
澤
写
と
共
に
藩
校
の
三
博
士
と
称
せ
ら
れ
た
。

そ
っ
か

足
下
＝
足
の
下
、
人
に
対
す
る
敬
称
、
あ
な
た
、
き

み
、
貴
下
。

せ
い
れ
い

西
嶺
＝
西
方
之
意
、
中
国
五
山
。

か
つ曷

＝
な
に
、
な
ん
ぞ
、
い
つ
か
。

み巳
＝
さ
だ
ま
る
。

あ
か
ぜ
き

赤
關
＝
山
口
県
下
関
市
、
赤
間
関
。

だ
い
り

内
裡
＝
天
子
の
宮
殿
。

ひ
ん瀕

＝
汀
、
辺
、
す

れ
す
れ
に
近
ず
く
。

か
ん捍

＝
防
ぐ
、
守
る
。

び彌
＝
わ
た
る
、
時
の
経
過
。

き
ゅ
う

＝
み
ず
ち
、

す
い
り
ゅ
う

水
龍
。

と
う鬪

＝
闘
う
。

げ
ん

＝
大
ス
ッ
ポ
ン
。

た

＝
鰐
の
一
種
。

お
う
と

嘔
吐
＝
吐
き
出
す
。

き
ょ
う
し
ょ

杏
所
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＝
み
や
け

宮
宅

き
ょ
う
し
ょ

杏
所
医
者
で
南
部
五
竹
の
西
遊
に
同
行
し
た
人
。

せ
い
そ
う

清
爽
＝
清
ら
か
で
爽
や
か
。

し
ゅ
う
よ
う

周
洋
＝
周
防
灘
。

げ
ん
か
い

玄
海
＝
玄
界
灘
。

に
ほ
う

二
豊
＝
豊
前
と
豊
後
。

ち
ょ
う
し
ゅ
う

長
州

＝
周
防
と
長
門
の
二

州
、
山
口
県
。

か
い懐

＝
想
う
懐
か
し
む
、

ふ
と
こ
ろ

懐

。
か
つ豁

＝
開
け
る
、
広
い
、
広
々
と
し
た
さ
ま
。

か
い
か
つ

懐
豁
＝
心
が
広
い
、
度
量
が
大
き
い
、

ふ
と
こ
ろ

懐

が
大
き
い
。

は
つ
お
う

發
嘔
＝
嘔
吐
す
る
。

て
い酲

＝
酩

酊
。

け
だ
し

蓋
＝
思
う
に
、
な
ん
ぞ
。

ふ
う
は
く

風
伯
＝
風
の
神
。

き
か
い

奇
怪
＝
怪
し
い
、
不
思
議
。

へ
ん
げ
ん

變
幻
＝
幻
の
よ
う
に
、
忽
ち
現
れ
忽
ち
消
え
る
こ
と
、
変
化
の
早
い
こ
と
。

ひ俾
＝
し
も
べ
、
睨
む
、

横
目
で
見
る
、
従
う
、
せ
し
む
。

か
ん憾

遺
憾
、
残
念
に
思
う
。

だ
い
り

大
裡
＝

だ
い
り

内
裡
と
同
意
。

そ
う
こ
う

倉
皇
＝
慌
て
る
さ
ま
、
あ
た
ふ
た
す
る
さ
ま
。

あ
か
ま

赤
間
＝
福
岡
県
宗
像
市
赤
間
。

か
し
い
は
ち
ま
ん

香
椎
八
幡
＝
福

岡
市
東
区
、
戦
の
神
。

し祠
＝

ほ
こ
ら

祠
。

て
ん恬

＝
安
ら
か
、
物
事
に
甘
ん
じ
て
心
が
さ
ば
さ
ば
と
し
て
い
る
、
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
、
へ
い
き
な
さ
ま
、
静
か
な
さ
ま
。

る
り

瑠
璃
＝
紺
青
色
の

美
玉
、
七
寶
の
一
つ
。

い
っ
ぺ
き

一
碧
＝
青
一
色
。

さ
い
が
い

際
涯
＝
果
て
、
限
り
、
限
界
。

ぼ
う
ぼ
う

茫
々
＝
広
々
と
果
て
し
な
い
さ
ま
、
ぼ
う
っ
と
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
。

は
く
さ

白
沙
＝
白
い

す
な沙

。
そ
う
か
い

蒼
海
＝
青
い

海
。

さ
い截

＝
切
る
。

と
う

途
迂
＝
途
中
で
迂
回
す
る
。

は
ん
し
ょ
う

帆
檣
＝
帆
柱
。

て
っ
こ

鐵
箍
＝
鉄
の
た
が
。

し
ん
こ
う

神
后
＝
神
功
皇
后
。

せ
い
か
ん

征
韓
＝
韓
国
を
征
伐
。

し
ょ
う

＝
櫂
、
舵
、
櫓
、
舟
を
漕
ぎ
奨
め
る
道
具
。

え
い盈

＝
集
め
る
、
孕
む
。

ほ
う
こ
う

豐
公
＝
豊
臣
秀
吉
。

な
ご
や

名
護
屋
＝
秀
吉
朝
鮮
出
兵
の
前
線
基
地
、
佐
賀
県
。

せ
ん
の
り
き
ゅ
う

千
利
休
＝
茶
の
宗
匠
。

ほ
う烹

＝
煮
る
、
煎
じ
る
。

き
ゅ
う
そ
う

休
叟
＝

せ
ん
の
り
き
ゅ
う

千
利
休
、
翁
、
老
人
。

い
ほ
う

遺
芳
＝
死
後
に
立
派
な
物
を
残
す
、
名
声
、
詩
文
、
書
画
な
ど
を
言
う
。

し
ゅ
ん
す
い

春
翠
＝
春
の
翠
。

ほ
う
け

豐
家
＝
豊
臣
家
。

さ
い
ん

茶
い
ん烟

＝
茶
煙
り
、

け
む
り

烟
。

せ
ん
こ

千
古
＝
千
年
の
古
く
か
ら
、
大
昔
よ
り
。

は
か
た

覇
家
臺
＝
博
多
、
砦
、
城
。

と
ふ
ろ
う

都
府
樓
＝
都
よ
り
の
出
先
機
関
の
建
物
。

い
し

遺
趾
＝
遺
さ
れ
た
跡
。

ろ
う樓

＝
楼
閣
、
建
物
。

け
っ
こ
う

傑
搆
＝
傑
作
な
構
え
、
立
派
な
構
え
。

か
い
こ

懐
古
＝
昔
を
偲
ぶ
、
懐

か
し
む
、
想
う
。

そ
う
ぜ
ん

愴
然
＝
せ
つ
な
く
悲
し
む
さ
ま
。

ど
う
う

堂
宇
＝
堂
の
軒
。

け
い
し
ょ
く

傾
仄
＝
傾
く
。

り
ゅ
う
き
ん

鏐
金
＝
艶
の
あ
る
金
色
。

れ
い
ら
く

零
落
＝
落
ち
ぶ
れ
、
剥
げ
落
ち
る
。

か
ん
う
ふ
び
ょ
う

菅
右
府
廟
＝
右
大
臣
菅
原

道
真
公
の
廟
。

え
つ謁

＝
訪
れ
る
、
ま
み
え
る
、
身
分
の
高
い
人
に
会
う
、
拝
謁
。

び
ょ
う
う

廟
宇
＝
廟
の
軒
。

ぎ
ぎ
ぜ
ん

嶷
々
然
＝
高
く
抜
き
ん
で
る
さ
ま
、
じ
っ
と
そ
そ
り
立
つ
さ
ま
。

こ
ん
ぺ
き

金
碧
＝
金
色
と

青
色
。

び
ょ
う
か

廟
下
＝
廟
の
下
。

ひ
ら
い

飛
來
＝

と
ん
で
来
る
。

ろ
う
か
ん

老
幹
＝
老
樹
の
幹
。

さ
が

槎

＝
ギ
ザ
ギ
ザ
の
枝
が
細
か
く
入
り
乱
れ
突
き
出
る
さ
ま
。

こ
こ
う

古
香
＝
昔
の
香
り
。

ふ
く
い
く

馥
郁
＝
香
り
の
高
く

立
ち
込
め
る
さ
ま
。て

い
か
い

低
徊
＝
立
ち
去
り
難
く
あ
ち
こ
ち
と
歩
く
さ
ま
。い

ん
い
ん

殷
々
＝
雷
や
車
の
音
の
轟
く
さ
ま
、
に
ん
が
心
で
泣
き
わ
め
く
声
の
大
き
い
さ
ま
、
憂
え
る
さ
ま
。そ

う
こ
う

相
公
＝
　
　

い
ち
れ
ん

一
聯
＝
一
連
の
。

お
く憶

＝
記
憶
、
想
い
起
こ
す
。

げ
ん
ぜ
ん然

＝
涙
を
は
ら
は
ら
と
な
が
す
さ
ま
。

き
ゅ
う
か

泣
下
＝
涙
を
流
す
。

た
く謫

＝
責
め
る
、
咎
め
る
、
左
遷
す
る
、
官
位
を
提
げ
て
遠
く
に
送
る
。

た
く
き
ょ

謫
居
＝
左
遷
さ
れ
た
そ
の
住
ま
い
。

さ
い
け
い

柴
荊
＝
柴
や
荊
。

せ
き
り
ょ
う

寂
寥
＝
寂
し
い
、
奥
深
く
て
広
く
寂
し
い
。

ぎ
ぎ

嶷
々
＝
高
く
聳
え
る
さ
ま
。

ふ
ろ
う

府
樓
＝
役
所
の
建
物
。

で
ん
き
ゅ
う

田
畝
＝
田
や
畝
。

ゆ
う
う
つ

幽
鬱

＝
奥
深
く
鬱
蒼
。

ゆ
う
じ
ょ
う

熊
城
＝
熊
本
城
下
、
市
街
。

い
そ
ん邨

＝
木
下

い
そ
ん邨

、
熊
本
藩
士
、
藩
校
時
習
館
訓
導
、
五
竹
の
師
。

し
ょ
お
く

書
屋
＝
学
舎
。

ぐ
う寓

＝
寄
寓
す
る
、
仮
の
住
ま
い
。

し
ょ
せ
い

諸
生
＝
諸
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学
生
。

か
ん
が
く

勸
學
＝
学
問
を
励
ま
し
奨
め
る
。

か
い懈

＝
怠
る
、
怠
け
る
。

げ
ん
し
ょ
う

弦
誦
＝
張
っ
た
大
き
な
声
で
読
む
。

ろ
う
ろ
う

琅
々
＝
金
属
や
玉
が
互
い
に
触
れ
て
鳴
る
音
の
さ
ま
、
鳥
の
清
ら
か
な
囀

り
。

ば
い
そ
う

昧
爽
＝
朝
の
暗
い
う
ち
。

こ
っ
く

刻
苦
＝
非
常
な
努
力
を
す
る
。

て
ん
せ
い

天
性
＝
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
分
。

き
ょ
し

虚
士
＝
空
虚
の
士
、
う
わ
べ
だ
け
の
人
。

こ
し

古
趾
＝
古
の
跡
。

き
じ

奇
事
＝
珍
し
い
事
、

不
思
議
な
事
。

ぐ
き

具
記
＝
具
体
的
に
記
す
。

こ
う
が
ん

後
雁
＝
雁
は
後
に
必
ず
帰
っ
て
来
る
。

も
く
も
ん

木
門
＝
木
下

い
そ
ん邨

の
門
。
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１
９
　

遊
蘇
山
記

火
之
後
州
。
多
崇
山
峻
嶺
。
而
阿
蘇
為
第
一
。
阿
蘇
在
熊
城
東
北
。
六
十
里
而
遠
。
山
蓋
生
硫
黄
。
故
山
上
常
燃
。
出
白
烟
。
々
出
處

有
池
。
曰
御
池
。
々
々
而
下
。
里
許
。
有
堂
。
曰
本
堂
。
距
蘇
山
東
北
。
九
里
。
為
宮
地
駅
。
々
中
有
祠
廟
。
曰
阿
蘇
宮
。
比
堂
。
極

廣
大
。
彫
鏤
之
美
。
精
緻
可
驚
。
祀
健
盤
龍
命
。
司
祠
者
。
曰
大
宮
祠
。
々
々
之
先
。
為
速
瓶
玉
命
。
崇
仁
之
時
。
為
阿
蘇
國
造
。
速

瓶
玉
即
健
盤
龍
之
子
也
。
子
孫
世
掌
其
職
。
以
至
于
今
。
戦
国
時
。
阿
蘇
氏
多
蓄
兵
馬
。
雄
長
一
方
。
故
其
家
。
藏
古
帝
王
詔
宣
。
及

古
名
將
書
牘
。
極
多
。
又
藏
一
寳
刀
。
號
螢
丸
。
其
所
最
秘
云
。
余
之
在
後
肥
。
欲
遊
阿
蘇
且
観
詔
宣
寳
刀
之
類
者
久
矣
。
一
日
。
聞

木
先
生
。
與
宮
司
善
。
謀
諸
先
生
。
々
々
告
其
意
宮
司
。
々
々
諾
。
於
是
。
戌
午
四
月
三
日
。
與
友
人
某
々
同
。
遊
阿
蘇
。
是
日
大
霧
。

出
府
城
東
門
。
霧
小
霽
。
自
城
至
大
津
。
老
杉
夾
路
。
森
々
成
列
。
午
後
踰
二
重
嶺
。
々
高
而
嶮
。
左
右
山
皆
童
。
青
草
葺
々
然
。
多

放
馬
牛
。
或
立
。
或
眠
。
或
乳
。
或
噛
草
。
自
得
閑
舒
。
可
畫
。
踰
嶺
下
者
。
數
十
歩
。
流
汗
成
珠
。
不
堪
熱
。
乃
脱
衣
。
着
單
衣
。

據
石
而
臥
。
則
蘇
山
當
面
前
。
白
烟
瓢
空
。
臥
而
看
之
。
自
有
太
上
隱
者
之
趣
。
乃
出
紙
筆
。
摸
山
而
去
。
日
夕
至
内
牧
犬
塚
某
家
。

宿
焉
。
某
設
酒
飯
。
侍
之
甚
優
。
酒
間
談
及
。
近
村
民
得
一
蟲
類
蛇
。
四
足
而
爪
。
重

而
重
齒
。
莫
知
其
為
何
物
。
或
曰
龍
子
也
。
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飲
及
夜
半
而
寝
。
四
日
。
起
。
則
日
己
三
竿
矣
。
巳
時
。
辭
犬
塚
。
至
宮
地
。
途
中
遇
雨
。
及
阿
蘇
宮
。
則
雨
止
。
而
雲
未
霽
。
祠
前

有
鷄
。
成
群
。
皆
雄
。
云
以
雌

來
放
之
。
皆
化
為
雄
。
謁
神
畢
。
過
宮
司
宅
。
其
門
扉
朽
柱

。
殆
欲
倒
。
其
堂
至
廣
。

楹
撓

。

堊
壁
頽
壞
。
屋
茅
亦
處
々
陥
凹
。
上
生
青
松
數
十
株
。
其
零
落
可
知
焉
。
敲
扉
。
則
一
老
翁
出
迎
。
延
余
坐
。
々
定
。
奴
捧
茗
而
出
。

少
頃
。
有
一
人
。
捧
兩
函
而
來
。
置
之
几
上
。
几
下
展
苫
。
曰
觀
焉
。
余
近
苫
。
老
翁
開
一
函
。
則
多
南
朝
以
來
詔
宣
。
中
有
題
後
奈

良
帝
宸
翰
者
。
尤
高
古
。
書
以
假
名
。
字
體
婀
娜
。
而
辭
柔
婉
。
極
似
出
于
椒
房
妃
嬪
之
手
。
蓋
帝
託
椒
房
。
以
詔
宮
司
也
。
又
開
一

函
。
則
將
軍
教
書
。
居
多
。
菊
池
大
友
。
応
酬
之
書
。
亦
頗
多
。
又
有
稱
足
利
尊
氏
髻
文
者
。
絹
素
。
方
二
寸
。
書
以
細
楷
。
書
麗
而

辭
簡
。
蓋
密
納
諸
髻
中
以
來
。
以
募
兵
者
也
。
其
餘
。
蠧
書
充
棟
。
不
遑
寓
目
。
余
請
觀
寳
刀
。
曰
天
陰
則
禁
觀
。
待
晴
而
可
。
乃
辭

而
出
。
宿
宮
地
旅
舎
。
五
日
大
雨
。
既
不
得
登
蘇
山
。
又
不
得
觀
寳
刀
。
坐
雨
岑
寂
殊
甚
。
某
々
曰
。
晴
不
可
期
。
吾
則
趣
矢
部
。
乃

辭
去
。
余
與
仁
郷
。
留
待
晴
。
午
後
。
命
酒
。
相
對
覓
句
。
至
夕
而
止
。
六
日
雨
晴
。
觀
寳
刀
。
々
長
三
尺
三
寸
五
分
。
入
柄
處
。
一

尺
一
寸
有
奇
。
廣
一
寸
余
。
厚
三
分
餘
。
左
右
鏤
刀
形
。
下
起
入
柄
處
之
半
。
上
至
距
鋒
一
寸
。
又
距
刀
形
一
分
。
循
刀
形
鏤
一
小
渠
。

右
旁
鏤
梵
字
一
劔
一
。
左
旁
鏤
如
護
摩
者
二
。
長
三
寸
許
。
入
柄
者
一
分
許
。
刀
質
帯
紫
色
。
而
刃
白
。
刃
文
如
蕨
芽
。
自
鋒
下
四
寸

許
。
刃
小
缺
。
相
傳
。
其
先
惟
澄
。
用
之
于
多
々
良
之
戰
。
奮
勇
大
戰
。
刃
缺
者
數
處
。
少
頃
見
有
螢
來
止
缺
處
。
異
而
擧
扇
撲
之
。
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一
螢
随
手
堕
地
。
視
之
乃
刃
之
缺
者
也
。
餘
則
皆
合
如
故
。
由
是
得
螢
之
名
。
或
曰
。
其
堕
而
在
地
者
。

々
如
螢
。
故
名
焉
。
其
入

柄
處
。
銘
曰
。
永
仁
五
年
三
月
一
日
來
國
俊
。
實
希
有
神
物
也
。
觀
畢
辭
而
去
。
過
防
中
。
訪
山
内
某
。
々
煮
鶏
卵
。
暖
酒
。
炊
飯
。

食
之
。
食
畢
。
登
蘇
山
。
々
多
黄
精
續
随
子
獨
活
。
其
他
。
異
弁
奇
草
。
挟
路
而
生
。
余
朦
本
草
。
不
能
盡
知
也
。
山
復
有
石
呼
硯
者
。

長
可
六
尺
。
廣
稱
之
。
上
有
一
孔
。
如
硯
。
又
聞
有
呼
皿
者
。
状
似
皿
。
逢
一
老
夫
。
問
其
所
在
。
曰
既
過
之
矣
。
忽
見
四
山
俄
頃
起

雲
。
蓊
々
然
至
脚
下
。
余
笑
謂
仁
郷
曰
。
我
與
子
共
登
白
雲
。
以
仙
乎
。
相
顧
而
笑
。
此
至
本
堂
。
日
己
西
昃
。
堂
下
有
茶
店
。
々
主

尼
余
曰
。
自
此
以
上
。
國
法
禁
酉
後
登
擧
。
乃
下
。
趣
湯
谷
。
路
行
山
背
。
絶
無
人
跡
。
日
巳
暮
矣
。
凄
然
神
悲
。
忽
聞
空
際
。

然

有
聲
。
驚
視
之
。
有
怪
禽
。
頡
頑
空
中
。
須
叟

霄
而
去
。
路
旁
有
獨
活
。
極
肥
大
。
共
抜
之
。
得
數
莖
。
既
而
至
一
廣
豁
處
。
多
放

牛
馬
。
仁
郷
曰
人
家
將
近
。
行
數
十
歩
。
果
有
黄
茅
数
屋
。
有
渓
底
。
即
湯
谷
也
。
谷
出
温
泉
。
浴
焉
者
頗
多
。
余
乞
宿
。
即
主
人
引

至
一
茅
樓
。
進
以
飯
羹
。
焦
臭
不
食
。
樓
屋
破
壁
壊
。
座
見
星
辰
。
渓
風
入
坐
。
寒
甚
。
乃
沽
酒
。
切
所
得
獨
活
。
和
酢
食
之
。
味
甚

香
美
。
飲
畢
就
睡
。
夜
半
酒
醒
夢
驚
。
杜
鵑
聲
繞
屋
不
巳
。
卿
思
泉
湧
。
不
能
複
寝
。
耿
々
達
曙
。
七
日
。
早
晨
再
登
阿
蘇
。
是
日
大

霧
罩
山
。
纔
辨
蹊
路
。
己
時
至
本
堂
。
霧
漸
霽
。
自
堂
自
上
。
山
不
生
一
草
。
石
皆
焦
赭
。
行
數
百
歩
。
霧
復
起
。
及
至
御
池
。
霧
愈

深
。
忽
聞
人
語
在
近
。
而
不
見
其
人
。
少
頃
見
二
老
夫
來
。
甲
語
乙
曰
。
吾
登
此
者
數
矣
。
池
中
或
現
五
色
水
。
或
沸
。
或
躍
。
或
燃
。
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或
生
烟
。
或
發
聲
如
雷
。
今
日
霧
深
皆
付
不
見
。
可
憾
耳
。
言
訖
即
下
。
余
亦
下
。
至
茶
店
。
喫
午
飯
。
畢
。
霧
忽
霽
。
又
上
。
霧
又

生
。
然
不
甚
深
。
髣
髴
辨
池
水
々
深
不
測
。
周
廻
里
許
。
絶
壁
万
仞
。
臨
之
。
神
悸
股
栗
。
若
一
失
足
。
則
生
堕
于
焦
熱
地
獄
。
眞
可

懼
矣
。
余
再
登
。
而
五
色
之
水
。
則
不
能
見
也
。
乃
賦
一
詩
而
下
。
十
數
歩
而
霧
復
霽
。
顧
見
白
烟
生
池
上
。
油
々
然
。
余
謂
仁
郷
曰
。

雲
霧
變
幻
。
不
常
亦
太
甚
。
乃
高
吟
貧
交
行
而
下
。
取
路
於
本
堂
右
。
路
甚
険
。
未
時
。
至
一
温
泉
。
名
地
獄
。
浴
者
極
多
。
余
亦
浴

焉
。
温
泉
上
。
數
十
歩
。
有
大
屋
八
九
。
設
鐵
釜
數
百
。
煎
礬
。
余
乞
得
兩
大

。
屋
上
岩
石
間
。
處
々
噴
烟
。
就
而
視
之
硫
黄
之
氣

薫
蒸
而
上
也
。
熱
不
可
近
焉
。
硫
氣
着
石
。
成
黄
色
。
石
旁
多
硫
黄
。
可
拾
。

渓
流
。
味
酸
渋
。
帯
礬
氣
。
不
可
飲
也
。
温
泉
旁
有

茅
屋
。
乃
往
而
宿
。
焉
。
八
日
天
晴
。
發
地
獄
。
取
道
於
其
右
。
至
滴
珠
。
亦
有
温
泉
焉
。
茅
屋
四
五
間
。
在
渓
間
。
有
小
瀑
布
。
懸

于
林
木
之
間
。

然
而
鳴
。
清
涼
可
掬
。
至
黒
川
。
過
石
矼
。
數
十
歩
。
有
瀑
布
。
名
曰
數
鹿
流
。
絶
壁
蒼
崖
。
左
右
相
圍
。
上
有
樹

木
。
鬱
然
叢
生
。
瀑
布
懸
其
間
。
霏
々
噴
雪
。
其
聲
如
雷
。
轟
轟
然
而
下
。

成
碧
潭
。
濺
沫
散
亂
其
上
。
白
碧
相
映
。
奇
不
可
状
。

余
至
樹
陰
。
藉
草
而
坐
。
取
腰
間
所
插
龍
笛
弄
之
。
聲
震
林
木
。
響
破
蒼
崖
。
瀑
笛
相
和
。
如
淵
龍
一
吟
雲
起
雷
奔
。
曲

。
不
忍
去
。

憩
焉
者
久
之
。
午
後
至
大
津
。
喫
蕎
麦
麺
。
飲
濁
酒
。
出
驛
顧
。
見
來
路
。
則
蘇
山
隠
見
於
行
杉
之
間
。
依
々
如
送
余
者
。
余
亦
綣
々
。

駐

指
之
。
謂
仁
郷
曰
。
是
我
與
子
。
昨
日
所
遊
。
而
今
則
髣
髴
見
之
於
天
際
。
我
與
子
。
各
千
里
異
郷
之
人
也
。
此
遊
。
豈
可
復
哉
。
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我
與
子
。
各
歸
其
國
。
間
居
獨
處
時
。
憶
起
此
遊
。
則
蘇
山
千
里
。
君
千
里
。
我
亦
千
里
。
我
欲
見
君
。
不
可
復
見
。
君
欲
見
我
。
不

可
復
見
。
我
與
子
。
欲
見
蘇
山
。
亦
不
可
復
見
。
當
此
時
。
其
感
慨
何
如
哉
。
昔
羊
叔
子
。
常
遊
硯
山
。
百
姓
為
建
碑
焉
。
望
者
皆
堕

涙
。
今
我
與
子
。
此
遊
雖
不
可
常
。
亦
將
記
此
遊
以
示
君
。
々
歸
郷
之
後
。
展
吾
記
而
対
之
。
悲
昔
遊
之
不
可
復
。
感
少
年
之
若
夢
。

歎
老
之
將
至
。
涙

然
將
堕
之
。
豈
翅
堕
涙
之
碑
而
巳
哉
。
遂
作
遊
蘇
山
記
。
以
示
仁
郷
。
于
時
戊
午
四
月
八
日
。
也

釈
文

阿
そ
ざ
ん

蘇
山
に
遊
ぶ
を
記
す

火
の

ご
し
ゅ
う

後
州
「
肥
後
の

く
に州

」
す
う
ざ
ん

崇
山

し
ゅ
ん
れ
い

峻
嶺
多
く
、

そ
ざ
ん

蘇
山
は
第
一
を
為
す
、

あ
そ

阿
蘇
は

ゆ
う
じ
ょ
う

熊
城
（
熊
本
）

の
東
北
に
在
り
て
、
六
十
里
遠

く
山
は

い
お
う

硫
黄
生
じ
故
に
山
上
は
常
に
燃
え
、

は
く
え
ん

白
烟
出
で
て

け
む
り

烟
出
る
處
に
池
が
有
り
御
池
と
い
う
、
御
池
を
下
る
と

さ
と里
も
と許

に
堂
が
有
り
本
堂
と
い
う
、

そ
ざ
ん

蘇
山
の
東
北
を

は
な距

れ
て
九
里
宮
地
駅
（
宿
場
）

を
為
す
。
駅
中
に

し
び
ょ
う

祠
廟
（
神
社
）

が
有
り
て
、

あ
そ

阿
蘇

宮
と
曰
う
。
堂
に
比
べ
て
極
め
て

こ
う廣
だ
い大

で
ち
ょ
う
ろ
う

彫
鏤
の
美

せ
い
ち

精
緻
（
緻
密
で
細
や
か
）

は
驚
く
可
し
で
あ
る
。

た
け
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

健
盤
龍
命

を
ま
つ祀

り
祠
を
司
る
は

だ
い
ぐ
う
し

大
宮
祠
、

ぐ
う
し

宮
祠
の
先
は

は
や
み
か
た
ま
の
み
こ
と

速
瓶
玉
命

を
為
し
、

す
じ
ん

崇
仁
の
時
に

あ
そ

阿
蘇
の

く
に
の
み
や
っ
こ

國
造

を
為
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し
、

は
や
み
か
た
ま

速
瓶
玉
は
即
ち

た
け
い
わ
た
つ

健
盤
龍
の
子
な
り
。
子
孫
世
に
其
の
職
を

つ
か
さ
ど

掌

る
以
て
る
現
在
に
至
る
。
戦
国
の
時

あ
そ

阿
蘇
氏
多
く

兵
馬
を
蓄
え
て
長
く
一
方
に
雄
し
、
故
に
其
の
家
古
く
帝
王

し
ょ
う
せ
ん

詔
宣
を

ぞ
う藏

す
に
及
び
、
古
の
名
將
の

し
ょ
と
く

書
牘
極
め
て
多
く
、

又
一

ほ
う
と
う

寳
刀
を

ぞ
う藏

す
、

ほ
た
る
ま
る

螢
丸
と

ご
う號

す
、
其
れ
最
も
秘
に
云
う
所
、
余
は
之
れ

ひ
ご

後
肥
に
在
り

あ
そ

阿
蘇
に
遊
ば
ん
と
欲
し
、
且

つ
し
ょ
う
せ
ん

詔
宣

ほ
う
と
う

寳
刀
類
は
久
し
く
観
る
、
一
日
木
先
生
に
聞
き

ぐ
う
し

宮
祠
と
善
く
諸
先
生
と

は
か謀

ら
い
、
諸
先
生
其
の
意
を

ぐ
う
じ

宮
司
に

告
げ

ぐ
う
じ

宮
司

う
べ
な

諾
う
（
承
諾
、
承
知
）

是
れ

ぼ
ご

戌
午
「
一
八
五
八
」

四
月
三
日
、
友
人
の
某
々
と

と
も同

に
あ
そ

阿
蘇
に
遊
ぶ
な
り
。
是
の
日
大
霧

な
り

ふ
じ
ょ
う

府
城
東
門
を
出
る
、
霧
は

す
こ小

し
は霽

れ
て
城
よ
り
大
津
に
至
る
。

ろ
う
さ
ん

老
杉
路
を

は
さ夾

み
り
ん
り
ん

森
々
列
を
成
し
て
、
午
後
二
重
嶺

を
こ踰

ゆ
二
重
嶺
は
嶺
高
く

け
わ嶮

し
く
、
左
右
青
草

じ
ょ
う
じ
ょ
う

葺
々
（
生
い
茂
る
）

多
く

ば
ぎ
ゅ
う

馬
牛
を
放
し
、
或
は
立
っ
て
或
は
眠
り
、
或
は

乳
或
は
草
を
噛
む
、
自
か
ら

か
ん
じ
ょ

閑
舒
を
得
る
畫
に

よ可
し
、
嶺
を

こ踰
え
て
下
る
こ
と
數
十
歩
、
流
汗
珠
を
成
し
熱
さ
に
堪
え

ず
、
衣
を
脱
し
て

ひ
と
え

單
衣
を
着
て
石
に
據
り
て
臥
す
。

蘇
山
前
に
當
り
て

は
く
え
ん

白
烟
空
に

ひ
る
が

飄
え
る
を
臥
し
て
こ
れ
を
看
る
。
自
か
ら

だ
じ
ょ
う

太
上

い
ん
じ
ゃ

隱
者
の
趣
を
有
す
、
そ
こ
で
紙
筆
を
出

し
て
山
を

う
つ摸

し
て
去
る
。

に
ち
せ
き

日
夕
（
夕
方
）

内
牧
犬
塚
某
家
に
至
り
て
宿
る
。
某
酒
飯
を
設
け
て
之
れ
に

は
べ侍

ら
せ
る
甚
だ
優

な
る
酒
間
談
に
及
び
て
近
く
の
村
民
が
一

ち
ゅ
う
じ
ゃ
る
い

蟲
蛇
類
を
得
る
。
四
足
に
し
て
爪

じ
ゅ
う
ぎ
ん

重

じ
ゅ
う
し

重
齒
、
そ
れ
何
物
を
為
す
か
知
る
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な
か莫

れ
。
或
は
曰
う
龍
の
子
な
り
や
、
飲
み
夜
半
に
及
び

や
す寝

む
。
四
日
起
き
て
み
れ
ば
日
は
己
に

さ
ん
か
ん

三
竿
（
竿
三
つ
の
高
さ
、
八
時
頃
）

時
に
犬
塚
を
辭
し
て
宮
地
に
至
る
。
途
中
雨
に
遇
い
阿
蘇
宮
に
及
ん
で
雨
は
止
む
も
、
雲
未
だ

は霽
れ
ず
祠
前
に
鷄
有
り

て
、
群
を
成
し
皆

お
す雄

に
し
て

し
け
い

雌

來
り
て
、
こ
こ
に
放
せ
ば
皆
化
し
て

お
す雄

に
為
す
と
云
う
。
神
に

え
つ謁

し
て
宮
司
宅
を

よ
ぎ過

る
。
其
の
門
扉
は
朽
ち
て

な
が

い
柱
は
殆
ど
倒
れ
ん
と
し
て
い
る
。
其
の
堂
は
至
っ
て
廣
く
。

の
き

や
は
し
ら

楹
と
う
そ
く

撓

あ
へ
き

堊
壁
（
白
壁
）

た
い
か
い

頽
壞
し
、

お
く
ぼ
う

屋
茅
亦
た

し
ょ
し
ょ

處
々

か
ん
ぼ
つ

陥
凹
の
上
青
松
數
十
株
を
生
ず
る
も
、
其
の

へ
い
ら
く

零
落
知
る
可
し
。
扉
を

た
た敲

く
と
一
老
翁
出
で
通

じ
余
を
延
い
て
坐
し
、
坐
定
ま
り
て

や
っ
こ

奴
め
い茗

（
遅
取
り
の
茶
）

を
さ
さ捧

げ
て
出
で
、

し
ば
ら
く

少
頃
一
人
で
待
つ
と
、

り
ょ
う
か
ん

兩
函
を
捧
げ
て
來

た
り
、
こ
れ
を

き
じ
ょ
う

几
上
に
置
き

き
か

几
下
の

と
ま苫

に
ひ
ろ展

げ
て
曰
う
、
觀
れ
、
余

と
ま苫

に
近
ず
く
と
老
翁
は

い
っ
か
ん

一
函
を
開
く

な
ん
ち
ょ
う

南
朝
以
來

の
し
ょ
う
せ
ん

詔
宣
多
く
、
中
に

ご
な
ら
て
い

後
奈
良
帝

し
ん
か
ん

宸
翰
と
題
す
る
有
り
て
、
尤
も

こ
う
こ

高
古
の
も
の

し
ょ書

は
か
な

假
名
を
以
て
、

じ
た
い

字
體
は

あ
な

婀
娜
（
し
な
や

か
で
美
し
い
）

じ
ゅ
う
え
ん

柔
婉
（
素
直
で
淑
や
か
）
極
め
て

し
ょ
う
ぼ
う

椒
房

き
ひ
ん

妃
嬪
の
手
を
出
で
以
て
、
帝
が

し
ょ
う
ぼ
う

椒
房
に

た
く託

す
宮
司
の

み
こ
と
の
り

詔

な
り
。
又

い
っ
か
ん

一
函

を
開
く
と
將
軍
教
書
多
く

し
め居

て
、

き
く
ち

菊
池

お
お
と
も

大
友

お
う
し
ゅ
う

応
酬
の
書
亦
た

す
こ頗

る
多
く
、
又
た

あ
し
か
が

足
利

た
か
う
じ

尊
氏
の

け
い
ぶ
ん

髻
文
と
稱
す
も
の
あ
り
。

け
ん
そ

絹
素
方
二
寸

さ
い
か
い

細
楷
で

し
ょ書

は
う
る
わ

麗
し
く
し
て

じ辭
は

か
ん簡
し
ょ
け
い

諸
髻
中
に
密
納
以
來
以
て
兵
を

つ
の募

り
、
。
其
の
餘

と蠧
し
ょ書
じ
ゅ
う
と
う

充
棟
（
虫
の
喰
っ

た
書
物
が
沢
山
あ
る
）

寓
目
（
注
目
し
て
読
む
）

に
こ
う遑

ず
。（
時
間
と
暇
が
な
い
）
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余
は

ほ
う
と
う

寳
刀
を
觀
る
を
請
う
と
、

て
ん
い
ん

天
陰
の
時
は
觀
る
を
禁
ず
。
晴
を
待
て
可
し
と
云
う
の
で
、

じ辭
し
て
宮
地
の
旅
舎
に
宿

る
。
五
日
大
雨
な
り
蘇
山
に
登
る
を
得
ず
、
又

ほ
う
と
う

寳
刀
を
觀
る
を
こ
と
も
得
ず
、
雨
に
坐
し
て

し
ん
じ
ゃ
く

岑
寂
殊
に
甚
だ
し
く
、

某
々
は
曰
う
晴
れ
を
期
す
可
ら
ず
、
吾
れ
矢
部
に
趣
き

じ辭
去
し
て
、
仁
郷
に
留
ま
り
て
晴
れ
を
待
つ
、
午
後
酒
を
命
じ

て
相
對
し
て

く
べ
き

句
覓
し
て
夕
に
至
り
雨
は
止
む
、
六
日
晴
れ
て

ほ
う
と
う

寳
刀
を
觀
る
。
刀
の
長
さ
三
尺
三
寸
五
分
柄
に
入
る
處
一

尺
一
寸
奇
有
り
、
廣
さ
一
寸
余
り
厚
さ
三
分
餘
り
左
右
に
刀
形
を

ち
り
ば
め

鏤

て
あ
り
、
下
の
柄
に
入
る
處
の
半
ば
を
起
す
上

に
鋒
一
寸

へ
だ距

て
て
至
る
。
又
刀
形
一
分
を
距
て
て
、
刀
形
を

め
ぐ循

り
て
一

し
ょ
う

小
き
ょ渠

を
ほ鏤

り
右
旁
に

ふ
う
じ

梵
字
一
劔
一

ほ鏤
り
、
左

旁
に

ご
ま

護
摩
の
如
く
の

ほ鏤
り
が
二
つ
、
長
さ
三
寸
ば
か
り
柄
に
入
る
一
分
ば
か
り
、
刀
質
紫
色
を
帯
び
て

刃
は
白
く
し
て
、

じ
ん
も
ん

刃
文

け
つ
が

蕨
芽
の
如
く

き
っ
さ
き

鋒

よ
り
下
四
寸
ば
か
り
刃
が
小
さ
く
欠
け
相
傳
う
。
其
の
先
は

こ
れ
ず
み

惟
澄
が
之
れ
を

戰
に
用
い
、
勇
を
奮
い
大
戰
し
刃
缺
は
數
處
、
こ
れ
を

た
た
ら

多
々
良
の
戰
に
用
い
、

し
ば
ら
く

少
頃
し
て
螢
が
來
り

か
け缺

し
處
に
止
る
有

る
を
見
る
。
異
に
し
て
扇
を
擧
げ
て
之
れ
を

う撲
つ
、
一
螢
手
に

し
た
が

随
い
て
地
に

お堕
つ
、
之
れ
を
視
て

す
な
わ

乃
ち
刃
の
缺
は
、

皆
合
す
故
の
如
く
是
れ
を
由
に
螢
の
名
を
得
て
或
る
は
曰
う
。
其
の

お堕
ち
て
地
に
在
る
は

け
い
け
い々

（
光
り
輝
く
）

螢
の
如
く
故

に
名
す
。
其
の
柄
に
入
る
處
の
銘
に
、
永
仁
五
年
三
月
一
日

ら
い
く
に
と
し

來
國
俊
實
希
有
神
物
な
り
。
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觀
て

じ辭
し
て
去
り
て
防
中
を
過
ぎ
、
山
内
の
某
を

と訪
う
、
某
は
鶏
卵
を
煮
て
酒
を
暖
め
、
飯
を
炊
く
之
れ
を
食
す
、
食

し
て
蘇
山
に
登
る
。
山
に

こ
う
せ
い

黄
精
（
薬
草
）

に
續
き
随
い
て
子

ど
く
か
つ

獨
活
（
山
う
ど
）

多
く
、
其
の
他

い
べ
ん

異
弁

き
そ
う

奇
草
路
を
挟
ん
で
生
じ
、

余
本
草
（
薬
草
）

に
く
ら朦

く
こ
と
ご
と

尽

く
知
る
に
能
は
ず
、
山
に

ま復
た
硯
と
呼
ぶ
石
有
り
て
、
長
さ
六
尺
廣
く
之
れ
稱
す
べ
し
。

上
に
一
孔
有
り
硯
の
如
く
、
又
皿
と
呼
ぶ
有
る
を
聞
く
、

か
た
ち

状
は
皿
に
似
て
い
る
、
一
老
夫
に
逢
い
其
の
在
る
所
を
問

う
と
、
既
に
之
れ
を
過
ぎ
て
い
る
と
云
う
。
忽
ち
（
次
第
に
）

見
る

し
ざ
ん

四
山

か
け
い

俄
頃
（
俄
に
、
急
に
）

雲
起
り
て
、

お
う
お
う
ぜ
ん

蓊
々
然
（
盛
ん
に
）

と

脚
下
に
至
る
。
余
は
笑
っ
て
仁
郷
に
謂
う
、

が
し

我
子
（
我
と
君
）

と
共
に
白
雲
に
登
り
仙
人
か
な
。
相
顧
み
て
笑
う
、
本
堂
に

至
り
て
み
れ
ば
日
は
己
に

せ
い
し
ょ
く

西
昃
（
西
に
傾
く
）
堂
下
茶
店
有
り
、
店
主
余
に
近
ず
き
て
「
此
れ
よ
り
以
上
國
法
で

と
り
ご

酉
後
の

と
う
き
ょ

登
擧

す
る
こ
と
を
禁
ず
」
曰
う
の
で
下
り
て
湯
谷
に
趣
く
、
路
は
山
背
を
行
く
も
。
人
跡
は
絶
え
て
無
く
日
は
巳
に
暮
れ
、

せ
い
ぜ
ん

凄
然

こ
こ
ろ

神
悲
し
く
忽
と
し
て
、

く
う
さ
い

空
際
に

か
く
ぜ
ん然

（
物
が
割
れ
た
り
裂
け
る
よ
う
な
音
）

の
聲
有
る
を
聞
く
驚
き
視
れ
ば

か
い
き
ん

怪
禽
有
り
。

か
た
く
な

頑

に
く
う
ち
ゅ
う

空
中
に

き
つ頡

す
（
飛
び
上
が
る
）

し
ゅ
す

須
叟
（
少
し
の
間
）

ご
う
し
ょ
う

霄
（
空
に
飛
ぶ
）

し
て
去
る
、

ろ
ぼ
う

路
旁
に

ど
く
か
つ

獨
活
有
り
極
め
て

ひ
ば
い

肥
大
共
に
之
れ

を
抜
き
數
莖
を
得
て
一

こ
う
か
つ

廣
豁
（
廣
い
所
）

の
處
に
至
る
。
牛
馬
を
多
く
放
し
て
る
、
仁
郷
は
人
家
が
近
し
と
曰
う
、
數
十
歩

行
く
と
果
せ
る
か
な

こ
う
ぼ
う

黄
茅
（
藁
葺
き
の
家
）

す
う
お
く

数
屋
有
り
、

け
い
て
い

渓
底
に
有
り
即
ち
湯
谷
な
り
。
谷
に
温
泉
が
出
る
。
浴
す
る
者
は
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頗
る
多
く
、
余
は
宿
を
乞
う
、
主
人
は
引
い
て
一

ぽ
う茅
ろ
う樓

に
至
り
、

は
ん
か
ん

飯
羹
（
飯
と
汁
）

を
進
ん
ぜ
る
も
焦
げ
臭
く
食
せ
ず
。

ろ
う
お
く

樓
屋

の
壊
れ
破
壁
に
座
し
て

せ
い
し
ん

星
辰
を
見
る
。

け
い
ふ
う

渓
風
坐
に
入
り
て
寒
さ
甚
だ
し
く
、
そ
こ
で
酒
を

か沽
い
得
た
る
所
の

ど
く
か
つ

獨
活
を
切

っ
て
、
酢
に
和
し
て
之
れ
を
食
す
。
味
は
甚
だ
香
り
美
し
く
飲
ん
で
睡
り
に
就
く
、
夜
半
酒

さ醒
め
て
夢
に
驚
く
、

と
け
ん

杜
鵑

（
ほ
と
と
ぎ
す

不
如
帰
）
の
聲
屋
を

め
ぐ繞

り
て

い巳
せ
ず
（
絶
望
）
。
卿
思
（
二
人
で
思
う
）
泉
湧

ま複
た
寝
る
に
能
は
ず
。

こ
う
こ
う

耿
々
（
安
ら
か
な
ら
ず
）
と
し
て

あ
け
ぼ
の

曙

に
達
す
。
七
日

そ
う
し
ん

早
晨
再
び
阿
蘇
に
登
る
。
是
の
日
大
霧
山
に

こ
め罩

る
、

わ
ず纔

か
に

け
い
ろ

蹊
路
を

わ
け辨

て
、
時
己
に
本
堂
に
至
る
。
霧

よ
う
や

漸
く

は霽
れ
て
堂
よ
り
上
の
山
に
一
草
も
生
せ
ず
。
石
は
皆

し
ょ
う
し
ょ

焦
赭
（
焼
け
た
）

行
く
こ
と
數
百
歩
霧

ま復
た
起
り
て
、
御
池
に

至
る
に
及
び
霧
は

い
よ
い

愈
よ
深
く
、
忽
ち
（
漸
く
）

人
語
近
く
に
在
る
を
聞
く
も
、
其
の
人
を
見
ず
し
て

し
ば
ら
く

少
頃
し
て
二
老
夫
來

る
を
見
る
。
甲
は
乙
に
語
り
曰
う
「
吾
れ
此
れ
に
登
る
は

し
ば
し
ば

數

な
り
、
池
中
五
色
の
水
現
れ
或
は
沸
き
、
或
は
躍
り
或

は
燃
え
或
は

け
む烟

り
を
生
じ
て
、
或
は
聲
を
發
し
て
雷
の
如
く
、
今
日
は
霧
深
く
昏
く
て
見
え
ず
に

う
ら憾

む
可
し
」
と
言
い

お訖
え
て
下
り
ゆ
く
、
余
も
亦
た
下
り
て
茶
店
に
至
り

ご
は
ん

午
飯
を

き
っ喫

す
。
霧
は
忽
ち

は霽
れ
て
又
た
上
る
、
霧
は
又
た
生
じ
て

然
る
に
甚
だ
は
深
く
せ
ず
、

ほ
う
ふ
つ

髣
髴
（
ぼ
ん
や
り
と
）

ち
す
い

池
水
を

わ辨
け
る
水
深
く
し
て
測
れ
ず
、
周
廻
す
る
こ
と
一
里
ば
か
り
、 ぜ

っ
ぺ
き

絶
壁

ば
ん
じ
ん

万
仞
之
れ
に
臨
み

こ
こ
ろ

神
お
そ悸

れ
て

す
り
つ

股
栗
（
怖
さ
で
肌
に
粟
が
生
じ
る
）

若
し
一
つ
足
を
失
す
れ
ば
、
生
き
て

し
ょ
う
ね
つ

焦
熱
の

じ
ご
く

地
獄
に

お堕
つ
、



115

眞
に

お
そ懼

る
可
し
。
余
は
再
び
登
り
て
五
色
の
水
を
見
る
を
ま
た
能
は
ず
（
出
来
ず
）

そ
こ
で
一
詩
を
賦
し
て
下
る
。
十
數
歩

を
し
て
霧
は
復
た

は霽
れ
て
、
顧
り
見
る
と

は
く
え
ん

白
烟
池
上
に
生
ず
、

ゆ
ゆ
ぜ
ん

油
々
然
（
水
が
緩
や
か
に
）

な
り
。
余
は
仁
郷
に

い謂
う
「
雲
霧

へ
ん
げ
ん

變
幻
常
な
ら
ず
亦
た
太
さ
甚
だ
し
」
と
高
く

ひ
ん
こ
う

貧
交
行
（
杜
甫
の
詩
）

を
吟
じ
て
下
る
。
路
は
本
堂
右
に
取
る
路
甚
だ
険
し
く
、

み
ど
き

未
時
（
午
後
二
時
前
後
）

一
温
泉
に
至
る
。
地
獄
を
名
し
浴
者
極
め
て
多
く
、
余
亦
た
浴
し
て
温
泉
を
上
り
て
數
十
歩
大
屋
八

九
有
り
。

て
つ
か
ま

鐵
釜
數
百
を
設
け
て

せ
ん煎
ば
ん礬

（
明
礬
作
り
）

余
二
つ
の

だ
い
か
い

大

（
大
き
な
石
の
塊
）

を
乞
い
得
て
、
屋
上
の
岩
石
間
の
到
る
所

か
ら

け
む烟

り
の

ふ噴
く
、
蒸
に
就
い
て
之
れ
を
視
る
、

い
お
う

硫
黄
の
氣

く
ん
じ
ょ
う

薫
蒸
し
て
上
る
、
熱
く
近
ず
く
可
ら
ず
、

り
ゅ
う
き

硫
氣
石
に
着

い
て
黄
色
を
成
す
。
石
の
旁
ら

い硫
お
う黄

多
く
拾
っ
て
、
渓
流
に

す
す

い
で
味
を
み
る
酸
渋
く
、

ば
ん
き

礬
氣
（
硫
黄
を
含
む
）

を
帯
び
て

飲
む
可
ら
ず
。
温
泉
の
旁
ら
に

ぼ
う
お
く

茅
屋
有
り
て
そ
こ
で
往
の
宿
、
八
日
天
気
晴
れ
て
地
獄
を
發
つ
、
道
は
其
の
右
に
取
り

て
、

て
き
し
ゅ

滴
珠
に
至
る
と
亦
た
温
泉
有
り
。

ぼ
う
お
く

茅
屋
四
五
間

け
い渓
か
ん間

に
在
り

し
ょ
う
ば
く
ふ

小
瀑
布
（
滝
）

有
り
、
林
木
の
間
に

か
か懸

り
て

し
ょ
う
ぜ
ん

然
と

し
て
鳴
る
、

せ
い
り
ょ
う

清
涼

く掬
む
可
し
、
黒
川
に
至
り

せ
き
こ
う

石
矼
を
過
ぎ
、
數
十
歩
行
く
と
ま
た

ば
く
ふ

瀑
布
有
り
。
名
し
て

す
う
か
り
ゅ
う

數
鹿
流
と
曰

う
、

ぜ
っ
ぺ
き

絶
壁

そ
う
が
い

蒼
崖
左
右
相
圍
み
上
に
樹
木
有
り
、

う
つ
ぜ
ん

鬱
然
と

そ
う
せ
い

叢
生
し

ば
く
ふ

瀑
布
其
の
間
に

か
か懸

る
。

ひ
ひ

霏
々
（
雨
や
雪
が
激
し
く
降
る
さ
ま
）

雪

を
噴
き
、
其
の
聲
雷
の
如
く

ご
う
ご
う
ぜ
ん

轟
轟
然
と
し
て
下
り
、

わ
い

（
滝
壺
）

は
へ
き
た
ん

碧
潭
を
成
し

せ
ん
ま
つ

濺
沫
（
泡
や
飛
沫
）

散
じ
て

み
だ亂

れ
は
く
へ
き

白
碧
相
映
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じ
て
奇
（
美
）

な
り
、
余

じ
ゅ
い
ん

樹
陰
に
至
り
草
を

し
き
も
の

藉

に
し
て
坐
し
、

よ
う
か
ん

腰
間
に

さ插
し
て
あ
る

り
ゅ
う
て
き

龍
笛
を
取
り
て
之
れ
を

も
て
あ
そ

弄

ぶ
、

聲
は
林
木
に
震
え
て
響
き

そ
う
が
い

蒼
崖
を
破
り
て
、

ば
く
て
き

瀑
笛
に

あ
い
わ

相
和
し
て

え
ん
り
ゅ
う

淵
龍
の
如
く

い
ち
ぎ
ん

一
吟

ら
い雷

起
り
曲
に

は
し奔

り
や

む
、
去
る
を

忍
び
ず
憩
う
は
之
れ
久
し
く
、
午
後
大
津
に
至
り

き
ょ
う
ば
く

蕎
麦

め
ん麺

を
き
っ喫

し
て

だ
く
し
ゅ

濁
酒
を
飲
み
、
驛
を
出
て
顧
り
來
た
路
を
見
れ

ば
、
蘇
山
を
見
る
も
杉
の
間
に
隠
れ
依
々
（
離
れ
難
く
）

余
を
送
る
が
如
し
。
余
亦
た

け
ん
け
ん

綣
々
（
懇
ろ
に
）

つ
え

を
と
ど駐

め
て
之
れ
を
指

し
て
仁
郷
に

お
も謂

う
。
我
は
子
（
仁
郷
の
こ
と
）
と
も
に
、
昨
日
遊
ぶ
所
を
今

ほ
う
ふ
つ

髣
髴
と
し
て

て
ん
さ
い

天
際
を
見
た
。
我
子
と
と
も
に
各

せ
ん
り

千
里

の
い
き
ょ
う

異
郷
の
人
で
此
の
よ
う
な
遊
は
再
び
有
る
だ
ろ
う
か
、
我
子
と
と
も
に
各
其
の
國
に
歸
り
間
居
獨
處
の
時
、
此
の
遊

び
を
憶
い
起
し
、
蘇
山
千
里
君
千
里
、
我
亦
た
千
里
（
千
里
は
極
め
て
遠
い
の
意
）

我
れ
君
を
見
た
い
と
思
う
が
復
た
見
る
こ
と

は
で
き
ま
い
。
君
も
我
を
見
た
い
と
思
う
て
も
復
た
見
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
我
子
と
と
も
に
蘇
山
を
た
い
と
思
う
な

ら
、
そ
の
時
に
當
り
其
の

か
ん
が
い

感
慨
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
昔

よ
う
し
ゅ
く
し

羊
叔
子
は
常
に

け
ん
ざ
ん

硯
山
に
遊
び

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓

ひ碑
を
建
て
る
を
為
す
。
皆

涙
を

お堕
と
す
を
望
む
、
今
我
子
と
此
の
遊
ぶ
を
常
に
は

よ
し可

と
せ
ず
と
雖
も
、
亦
た
將
に
此
の
遊
び
を
せ
ん
と
す
記
し
て

以
て
君
に
示
す
。
君
郷
に
歸
り
て
の
後
に
吾
れ
に
記
し
て
之
れ
に
対
し
て

の
べ展

ら
れ
よ
う
。
昔

ゆ
う遊

復
た

よ
し可

と
せ
ず
を
悲
し

み
、
少
年
の
夢
の

ご
と若

く
感
ず
老
の
將
に
至
ら
ん
こ
と
す
を
歎
き
、
涙

さ
ん
ぜ
ん然

將
に
こ
れ

お堕
ち
る
。
「

つ
ば
さ

翅
の

お堕
つ
涙
に

ひ碑
す
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る
お
の
れ

己
か
な
」
遂
に
蘇
山
に
遊
ぶ
を

な作
す
を

き記
し
以
て
仁
郷
に
示
す
。

時
ぼ
ご

戊
午
四
月
八
日

語
釈
　
　

そ
ざ
ん

蘇
山
に
遊
す

き記
＝
阿
蘇
山
に
登
る
の
記
。

ご
し
ゅ
う

後
州
＝
肥
後
。

そ
う
ざ
ん

崇
山
＝
宗
教
的
な
山
、
信
仰
の
山
。

し
ゅ
ん
れ
い

峻
嶺
＝
嶮
し
く
高
い
山
や
嶺
。

あ
そ

阿
蘇
＝
阿
蘇
山
。

ゆ
う
じ
ょ
う

熊
城
＝
熊
本
城

下
、
市
街
。
六
十
里
＝
こ
こ
で
は
周
里
一
里
六
丁
、
日
本
里
は
一
里
三
十
六
丁
、
故
に
約
十
里
、
約
四
十
キ
ロ
の
こ
と
。

け
だ
し

蓋
＝
思
う
に
、
な
ん
ぞ
。

い
お
う

硫
黄
＝
火
山
地
帯
に
産
す
る

黄
色
の
鉱
物
。

は
く
え
ん

白
烟
＝
白
い
煙
り
。

け
む
り

烟
＝
煙
り
。

し
び
ょ
う

祠
廟
＝
神
を
祀
る
祠
、
廟
。

こ
う
だ
い

廣
大
＝
広
く
て
大
き
い
。

ち
ょ
う
ろ
う

彫
鏤
＝
金
属
に
彫
刻
し
た
も
の
。

せ
い
ち

精
緻
＝
精
密
で
緻
密
。

た
け
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

健
盤
龍
命

＝
安
蘇
神
社
の
祭
神
，
神
武
天
皇
の
孫
。

ま
つ祀

る
＝
祭
る
。

し
し

祠
司
者
＝
神
官
。

だ
い
ぐ
う
し

大
宮
祠
＝
神
官
、
宮
司
。

は
や
み
か
た
ま
の
み
こ
と

速
瓶
玉
命

＝
宮
司
の
祖
先
。

す
じ
ん

崇
仁
の
時
＝
崇
神
天
皇
の
頃
。

く
に
の
み
や
っ
こ

國
造

＝

上
代
、
一
国
を
統
治
し
た
、
世
襲
の
地
方
長
官
。

せ
し
ょ
う

世
掌
＝
世
襲
。

ゆ
う
ち
ょ
う

雄
長
＝
雄
者
で
長
者
。

こ
て
い
お
う

古
帝
王

し
ょ
う
せ
ん

詔
宣
＝
古
代
の
天
皇
の
詔
書
。

こ
め
い
し
ょ
う

古
名
將
＝
古
く
か
ら
の
名
将
。

し
ょ
と
く

書
牘
＝
文
書
、

書
き
物
、
札
書
。

ほ
う
と
う

寳
刀

ぞ
う藏

す
＝
一
振
り
の
名
刀
、
宝
刀
を
所
蔵
。

ほ
た
る
ま
る

螢
丸
と

ご
う號

す
＝
宝
刀
の
名
。

は
か謀

り
＝
諮
り
、
相
談
。

だ
く諾

＝
承
諾
。

ぼ
ご

戌
午
＝
安
政
五
年
、
一
八
五
八
。

せ
い霽

＝
晴
れ
、

雨
が
上
が
る
。

り
ん
り
ん

森
々
＝
森
林
然
と
。

ゆ踰
＝
越
え
る
。

け
ん嶮

＝
嶮
し
い
。

じ
ょ
う
じ
ょ
う
ぜ
ん

葺
々
然

＝
草
木
が
青
々
と
茂
る
さ
ま
。

か
ん
じ
ょ

閑
舒
＝
ゆ
っ
た
り
と
、
遅
い
、
の
ろ
い
。

た
ん
い

單
衣
＝

ひ
と
え

單
衣
、
浴
衣
。

を
着
る
。

よ據
り
＝
縋
る
、
寄
り
掛
か
る
。

が臥
＝
横
臥
、
寝
る
。

ひ
ょ
う

瓢
＝
瓢
然
、
漂
う
。

だ
じ
ょ
う

太
上
＝
最
も
優
れ
て
い
り
こ
と
、
最
上
、
三
皇
五
帝
の
最
も
優
れ
た
時
代
、
上
皇
。

い
ん
じ
ゃ

隱
者
＝

世
を
避
け
て
隠
れ
て
い
る
人
、
世
の
中
を
見
捨
て
た
者
、
隠
士
、
仙
人
。

ち
ゅ
う
じ
ゃ
る
い

蟲
蛇
類
＝
は
虫
類
、
蛇
。

じ
ゅ
う
ぎ
ん

重

＝
上
下
の
歯
茎
。

じ
ゅ
う
し

重
齒
＝
上
下
の
歯
。

な
か莫

れ
＝
な
い
、
し
て
は
成
ら
な

い
。

り
ゅ
う
し

龍
子
＝
龍
の
子
。
日

す
で巳

に
さ
ん
か
ん

三
竿
矣
＝
日
は
も
う
竿
三
本
も
の
高
さ
に
昇
る
。

か
い
ゆ
う

皆
雄
＝
皆

お
す雄

。
し
け
い

雌

＝
め
す雌

の
鶏
。
神
に

え
つ謁

＝
神
に
拝
謁
、
詣
で
る
。

ひ
つ畢

終
わ
る
、
遂
に
、
悉
く
」。

柱
き

＝
長
い
柱
。

び

＝
軒
、
庇
、
ま
ぐ
さ
。

え
い楹

＝
丸
く
太
い
柱
。

と
う撓

＝
撓
む
、
曲
げ
る
、
曲
が
る
、
撓
め
る
。

し
ょ
く

＝
傾
く
、
傍
ら
、
側
、
仄
か
、
微
か
。

あ
へ
き

堊
壁
＝
。
白
土
の
壁
」

た
い
か
い

頽
壞

＝
剥
げ
落
ち
る
、
崩
れ
落
ち
る
。

お
く
ぼ
う

屋
茅
＝
屋
根
の
茅
。
亦

し
ょ
し
ょ

處
々
＝
所
々
。

か
ん
ぼ
つ

陥
凹
＝
落
ち
凹
み
。

れ
い
ら
く

零
落
＝
凋
落
。

こ敲
＝
叩
く
、
ノ
ッ
ク
。

え
ん
ざ

延
坐
座
敷
の
下
座
に
座
る
。
坐
定
り
座
席
が

決
ま
り
」。

や
っ
こ

奴
＝
小
僧
。

め
い茗

＝
茶
、
遅
く
採
っ
た
茶
。

り
ょ
う
か
ん

兩
函
＝
二
つ
の
箱
。

き
じ
ょ
う

几
上
＝
床
几
の
上
。

き
か

几
下
＝
床
几
の
下
。

せ
ん苫

＝
と
ま苫

、
と
ま
む
し
ろ

苫
筵
、
敷
物
。

て
ん展

＝
展
示
、
広
げ
て
見
せ
る
。
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い
っ
か
ん

一
函
＝
一
つ
の
箱
。

な
ん
ち
ょ
う

南
朝
＝
後
醍
醐
天
皇
の
一
三
三
三
よ
り
一
三
九
二
。

し
ょ
う
せ
ん

詔
宣
＝
天
子
の
命
令
。

ご
な
ら
て
い

後
奈
良
帝
＝
一
五
二
六
。

し
ん
か
ん

宸
翰
＝
天
子
の
宸
筆
、
真
筆
、
文
書
、
手
紙
。

こ
う
こ

高
古

＝
最
も
古
い
。

し
ゅ書
か
な

假
名
以
て
＝
仮
名
文
字
で
書
い
て
あ
る
。

じ
た
い

字
體
＝
字
体
、
形
。

あ
だ

婀
娜
＝
女
の
姿
の
し
な
や
か
な
美
し
い
さ
ま
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
上
品
な
さ
ま
。

じ辭
＝
言
葉
。

じ
ゅ
う
え
ん

柔
婉

＝
素
直
で
淑
や
か
な
さ
ま
。

し
ょ
う
ぼ
う

椒
房
＝
皇
后
の
御
殿
、
転
じ
て
皇
后
、
山
椒
は
暖
気
と
良
い
匂
い
を
あ
た
え
ま
た
実
を
多
く
結
ぶ
の
で
、
子
孫
が
多
く
な
る
と
言
う
意
味
で
、
御
殿

の
壁
に
塗
り
込
ん
だ
と
い
う
。

き
ひ
ん

妃
嬪
＝

き
さ
き

妃
、
天
子
に
仕
え
る
女
官
。

け
だ
し

蓋
＝
思
う
に
、
確
か
。

た
く託

＝
委
託
、
頼
む
。

み
こ
と
の
り

詔

＝
詔
書
。

き
く
ち

菊
池
＝

き
く
ち

菊
池
武
敏
、
武
重
、
没
後
弟
の
武
士

が
幼
少
で
継
い
だ
。

お
お
と
も

大
友
＝
氏
時
と
貞
順
。

お
う
し
ゅ
う

応
酬
＝
人
に
応
対
す
る
、
人
か
ら
来
た
手
紙
に
返
事
を
書
く
。

す
こ
ぶ

頗
る
＝
頻
繁
に
、
と
て
も
。

あ
し
か
が

足
利

た
か
う
じ

尊
氏
＝
室
町
幕
府
を
起
こ
し
た
初

代
将
軍
、
後
醍
醐
天
皇
を
後
に
隠
岐
に
流
し
南
北
朝
の
争
い
を
起
こ
し
た
。

け
い
ぶ
ん

髻
文
＝
も
と
ど
り
、
た
ぶ
さ
、
み
ず
ら
を
添
え
た
起
請
文
。

け
ん
そ

絹
素
＝
白
絹
。

し
ょ書
さ
い
か
い

細
楷
＝
細
か
い
楷
書
。

し
ょ書
れ
い麗

＝
文
字
が
綺
麗
。

じ
か
ん

辭
簡
＝
言
葉
が
簡
素
、
簡
単
。

ひ
そ
か

密
に
＝
内
密
に
。

し
ょ
け
い

諸
髻
＝
諸
々
の

も
と
ど
り

髻

、
た
ぶ
さ
。

つ
の募

る
＝
募
集
。

と
し
ょ

蠧
書
＝
書
物
が
虫
に
喰
わ
れ
る
。

じ
ゅ
う
と
う

充
棟
＝
棟
に
充
ち

る
、
建
物
に
一
杯
に
。

ぐ
う
も
く

寓
目
＝
目
を
つ
け
る
、
注
目
、
嘱
目
。

こ
う遑

＝
忙
し
い
、
慌
た
だ
し
、
い
急
ぐ
。

ほ
う
と
う

寳
刀
＝
名
刀
、
宝
刀
。

て
ん
い
ん

天
陰
＝
日
陰
、
曇
り
。

じ辭
し
＝
辞
去
。

し
ん
じ
ゃ
く

岑
寂
＝
深

山
の
静
寂
。

く
べ
き

句
覓
＝
詩
人
が
苦
心
し
て
良
い
句
を
探
し
求
め
る
こ
と
。

ろ
う鏤

＝
刀
の
彫
刻
。

ほ
う
き
ょ

鋒
距
＝
切
っ
先
ま
で
の
長
さ
。

じ
ゅ
ん

循
＝
巡
る
、
し
た
が
う
。

し
ょ
う
き
ょ
ろ
う

小
渠
鏤
＝
小
さ
な
溝
状
の
彫

刻
。

ふ
う
じ

梵
字
＝
古
代
イ
ン
ド
の
文
字
。

ご
ま

護
摩
＝
焼
く
の
意
、
真
言
宗
に
秘
法
の
一
つ
、
火
を
焚
い
て
佛
に
祈
り
、
一
切
の
煩
悩
、
悪
業
を
焼
き
払
う
行
事
。

け
つ
が

蕨
芽
＝

わ
ら
び

蕨
の
芽
。

こ
れ
ず
み

惟
澄

＝
阿
蘇
神
社
の
神
官
阿
蘇
氏
は
惣
領
惟
時
と
弟
の

こ
れ
ず
み

惟
澄
と
が
争
っ
て
い
た
。

た
た
ら

多
々
良
＝

た
た
ら

多
々
良
浜
の
戦
い
、
福
岡
市
箱
崎
付
近
で
、
尊
氏
と
九
州
最
大
の
後
醍
醐
党
と
の
戦
い
。

な
ぐ撲

る
＝
叩
く
、
払
う
、
殴
る
。

し
た
が

随
い
＝
従
う
、
沿
っ
て
。

け
い
け
い々

＝
光
り
輝
く
さ
ま
、
つ
や
つ
や
し
た
さ
ま
、
千
紗
名
光
の
さ
ま
。

お
ち堕

る
＝
落
ち
る
。

ら
い
く
に
と
し

來
國
俊
＝
名
刀
工
。

ひ
つ畢

＝
終
わ

り
、
悉
く
。

こ
う
せ
い

黄
精
＝
薬
草
の
名
。

こ
ど
く
か
つ

子
獨
活
＝
小
さ
な

う
ど

独
活
。

い
べ
ん

異
弁
＝
変
わ
っ
た
花
弁
。

き
そ
う

奇
草
＝
珍
し
く
不
思
議
な
草
。

ぼ
う朦

「
暗
い
、
お
ぼ
ろ
、
月
の
光
が
ぼ
ん
や
り
と
。

し
ざ
ん

四
山
＝
四

方
の
山
、
四
国
の
山
。

に
わ
か

俄
＝
急
に
。

お
う
お
う
ぜ
ん

蓊
々
然
＝
草
木
が
茂
る
さ
ま
。

せ
い
し
ぃ
く

西
昃
＝
日
が
西
に
傾
く
、
夕
陽
。

と
り
ご

酉
後
＝
今
の
午
後
六
時
以
後
。

と
う
き
ょ

登
擧
＝
登
り
挙
が
る
。

せ
い
ぜ
ん

凄
然
＝
寒
く
厳
し

い
さ
ま
、
物
寂
し
く
傷
ま
し
い
さ
ま
。

し
ん
ひ

神
悲
＝
神
秘
、
人
知
で
は
は
か
り
知
り
え
な
い
よ
う
な
不
思
議
な
こ
と
。

く
う
さ
い

空
際
＝
空
の
果
て
。

か
く
ぜ
ん然

。
境
界
を
付
け
た
よ
う
に
、
ハ
ッ
キ
リ

と
。

か
い
き
ん

怪
禽
＝
怪
鳥
。

が
ん頑

＝
目
鼻
だ
ち
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
、
頑
丈
な
。

く
う
ち
ゅ
う

空
中
＝
空
の
中
程
。

か
つ頡

＝
鳥
が
飛
び
上
が
る
、
乱
れ
る
、
真
っ
直
ぐ
な
首
筋
。

し
ゅ
す

須
叟
＝
少
し
の
間
、
暫
く
。

ご
う
し
ょ
う

霄
＝
雲
を
駆
け
飛
び
回
る
。

ろ
ぼ
う

路
旁
＝
道
ば
た
。

ど
く
か
つ

獨
活
＝

う
ど

独
活
。

ひ
だ
い

肥
大
＝
大
き
く
太
っ
て
。

こ
う
か
つ

廣
豁
＝
広
々
と
開
け
た
所
。

こ
う
ぼ
う

黄
茅
＝
黄
色
な
茅
。

す
う
お
く

数
屋
＝
数
戸
、
数
軒
。

け
い
て
い

渓
底
＝
谷
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底
。

ぼ
う
ろ
う

茅
樓
＝
茅
葺
き
の
家
。

は
ん
か
ん

飯
羹
＝
ご
飯
と
肉
と
野
菜
を
混
ぜ
煮
た
吸
い
物
。

ろ
う
お
く

樓
屋
＝
家
の
屋
根
。

せ
い
し
ん

星
辰
＝
星
や
月
。

け
い
ふ
う

渓
風
＝
谷
の
風
。

こ沽
酒
＝
買
っ
た
酒
。

こ
う
び

香
美
＝
良
い
香
り
と
美
味
。

さ醒
め
＝
醒
め
る
。

と
け
ん

杜
鵑
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
。

め
ぐ繞

り
＝
巡
る
、
ま
と
う
、
か
こ
む
。

さ
と卿

＝
故
郷
、
里
。

こ
う
こ
う

耿
々
＝
光
輝
く
さ
ま
、
明
る
い
、

心
が
安
ら
か
で
な
い
。

あ
け
ぼ
の

曙

＝
夜
明
け
。

そ
う
し
ん

早
晨
＝
朝
早
く
。

と
う罩

＝
籠
、
魚
を
捕
る
竹
籠
、
網
を
か
け
る
、
覆
う
。

ざ
い纔

＝
僅
か
、
少
し
、
稍
。

け
い
ろ

蹊
路
＝
小
道
、
近
道
。

よ
う
や

漸
く
＝
や
っ

と
。

せ
い霽

＝
晴
れ
る
。

し
ょ
う
し
ょ

焦
赭
＝
赤
く
焦
げ
る
。

ゆ愈
＝
い
よ
い
よ
。

け
む
り

烟
＝
煙
り
。

か
ん憾

ず
＝
残
念
、
遺
憾
。

き
つ訖

＝
終
わ
る
、
終
え
る
、
止
め
る
、
遂
に
。

ご
は
ん

午
飯
＝
昼
飯
。

き
っ喫

＝
食
べ
る
。

ほ
う
ｆ
ｙ
つ

髣
髴
＝
さ
な
が
ら
、
良
く
似
た
さ
ま
、
仄
か
、
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
さ
ま
。

ち
す
い

池
水
＝
池
の
水
。

わ
き
ま

辨
え
＝
判
る
。

ぜ
っ
ぺ
き

絶
壁
＝
切
り
立
っ
た
断
崖
。

ば
ん
じ
ん

万
仞
＝
一
万
尋
、
尋
は
八
尺
、
約
二
、

四
米
。

し
ん
き

神
悸
＝
神
を
畏
れ
、
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る
、
胸
騒
ぎ
。

す
り
つ

股
栗
＝
足
が
震
え
お
の
の
く
。

お
そ
れ
る

懼

＝
懼
れ
る
、
お
そ
れ
る
。

し
ょ
う
ね
つ

焦
熱
＝
熱
く
焦
げ
る
。

じ
ご
く

地
獄
＝
罪
悪
を
犯
し
た

者
が
死
後
に
行
っ
て
種
々
の
苦
し
み
を
受
け
る
所
。

お
ち堕

る
＝
落
ち
る
。

は
く
え
ん

白
烟
＝
白
い
煙
り
。

ゆ
ゆ
ぜ
ん

油
々
然
＝
水
や
雲
が
緩
や
か
に
流
れ
る
さ
ま
。

へ
ん
げ
ん

變
幻
＝
幻
の
よ
う
に
、
忽
ち
現
れ
忽
ち

消
え
る
こ
と
、
変
化
の
早
い
こ
と
。

ひ
ん
こ
う

貧
交
＝
僅
か
な
交
わ
り
。

こ
う
ぎ
ん

高
吟
＝
声
高
ら
か
に
吟
じ
る
。

み
ど
き

未
時
＝
今
の
午
後
二
時
頃
。

て
つ
が
ま

鐵
釜
＝
鉄
の
釜
。

ば
ん礬

＝
硫
酸
を
含
ん
だ
鉱
物
、
緑

ば
ん礬

、

明
礬
、
染
料
や
薬
品
に
す
る
。

せ
ん煎

＝
煎
じ
る
、
煮
詰
め
る
。

り
ょ
う
だ
い
か
い

兩
大

＝
両
手
で
抱
え
る
大
き
さ
の
塊
。

し
ょ
し
ょ

處
々
＝
所
々
。

け
む
り

烟
＝
煙
り
。

ふ
ん噴

＝
ふ噴

く
。

り
ゅ
う
き

硫
氣
＝
硫
黄
の
氣
。

い
お
う

硫
黄
＝
火

山
地
帯
に
産
す
る
黄
色
の
鉱
物
。

く
ん
じ
ょ
う

薫
蒸
＝
燻
し
蒸
す
。

し
ゅ
う

＝
う
が
い
。

ば
ん
き

礬
氣
＝
硫
酸
を
含
ん
だ
空
気
。

ぼ
う
お
く

茅
屋
＝
茅
葺
き
の
家
。

て
き
し
ゅ

滴
珠
＝
滴
が
玉
の
よ
う
。

け
い
か
ん

渓
間
＝
谷
間
。

し
ょ
う
ば
く
ふ

小
瀑
布

＝
小
さ
な
滝
。

か
か懸

る
＝
懸
崖
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
。

し
ょ
う
ぜ
ん

然
＝
　
　

せ
い
り
ょ
う

清
涼
＝
清
く
涼
し
く
。

く掬
む
＝
掬
う
、
推
量
。

せ
き
こ
う

石
矼
＝
石
橋
、
水
中
に
置
い
た
飛
び
石
。

ば
く
ふ

瀑
布
＝
滝
。

す
う
ｋ
ｓ
り
ゅ
う

數
鹿
流
＝
滝
の
名
。

ぜ
っ
ぺ
き

絶
壁
＝
断
崖
、
切
り
立
っ
た
壁
。

そ
う
が
い

蒼
崖
＝
青
い
崖
。

わ
い

＝
水
が
巡
り
集
ま
る
。

へ
き
た
ん

碧
潭
＝
青
い
淵
。

せ
ん
ま
つ

濺
沫
＝
飛
沫
を
注
ぐ
、
水
を
さ
っ
と
振
り
か

け
る
。

ご
う
ご
う
ぜ
ん

轟
轟
然
＝
車
が
音
を
立
て
て
走
る
さ
ま
、
凄
い
大
き
な
音
。

う
つ
ぜ
ん

鬱
然
＝
草
木
の
茂
る
さ
ま
、
気
の
塞
が
る
さ
ま
。

そ
う
せ
い

叢
生
＝
草
が
群
が
り
生
え
る
。

ひ
ひ

霏
々
＝
雨
や
雪
の
激
し
く
降

る
さ
ま
。

は
く
へ
き

白
碧
＝
白
と
青
。

あ
い
は

相
映
え
＝
互
い
に
調
和
し
て
映
え
る
。

じ
ゅ
い
ん

樹
陰
＝
木
陰
。

せ
き
そ
う

藉
草
＝
草
で
編
ん
だ
敷
物
。

よ
う
か
ん

腰
間
＝
「
腰
に
、
帯
に
。

り
ゅ
う
て
き

龍
笛
＝
龍
笛
。

ろ
う弄

す
＝
吹
く
。

ば
く
て
き

瀑
笛

＝
瀑
布
の
音
。

あ
い
わ

相
和
す
＝
調
和
す
る
。

え
ん
り
ゅ
う

淵
龍
＝
淵
に
棲
む
龍
。

い
ち
ぎ
ん

一
吟
＝
一
つ
吟
じ
る
。

ら
い
ほ
と
ば
し

雷
奔

る
＝
雷
が
迸
る
。

き
ょ
く
け
つ

曲

＝
曲
の
終
わ
り
、
止
む
。

き
ょ
う
ば
く

蕎
麦
＝

そ
ば

蕎
麦
。

め
ん麺

＝
麺
類
。

だ
く
し
ゅ

濁
酒
＝
白
酒
、
濾
し
て
無
い
酒
。

け
ん
け
ん

綣
々
＝
ま
と
わ
り
つ
く
、
捲
く
、
丸
め
て
縫
う
。

き
ょ
う
ち
ゅ
う

駐

＝
杖
を
止
め
て
。

き
ょ
う

＝
杖
に
す
る
竹
。

ｔ
ｒ
ん
さ
い

天
際
＝
天
の
果
て
。

せ
ん
り

千
里
＝
遠
い
所
の
意
、

人
名
。

い
き
ょ
う

異
郷
＝
故
郷
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

あ
に豈

＝
ど
う
し
て
、
な
ん
と
。

か
ん
が
い

感
慨
＝
深
く
感
じ
て
心
が
古
い
立
っ
た
り
、
嘆
い
た
り
す
る
、
感
動
し
て
憤
激
す
る
。

い
か
に

何
如
＝
い
か
が
、
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ど
ん
な
。

よ
う
し
ゅ
く
し

羊
叔
子
＝
　
　

け
ん
ざ
ん

硯
山
＝
硯
石
の
山
。

ゆ
う遊

＝
登
る
、
行
く
。

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓

＝
農
民
。

ひ碑
＝
立
石
、
日
陰
に
よ
っ
て
時
間
を
計
る
た
め
の
石
柱
、
宗
廟
に
建
て
か
け
生
け
贄
を
繋
ぐ

石
柱
、
い
し
ぶ
み
、
故
人
の
事
跡
を
称
え
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
文
章
を
彫
り
つ
け
た
石
。

い
え
ど
も

雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
。

さ
ん
ぜ
ん然

＝
心
を
深
く
潜
め
る
。

し翅
＝
た
だ
、
翼
、
羽
。

ぼ
ご

戊
午
＝
安
政
五
年
、
一
八
五
八
。

じ
ん
ご
う

仁
郷
＝
五
竹
の
友
人
。
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２
０
　

雲
仙
岳
紀
行

温
泉
為
岳
。
鎮
西
巨
鎮
也
。
山
上
氷
雪
常
在
焉
。
其
高
可
知
。
戊
午
夏
。
余
在
熊
府
。
與
天
草
岳
甫
吉
語
。
及
温
岳
吉
甫
曰
。
僕
家
。

隔
海
對
岳
。
春
靄
秋
月
。
朝
烟
暮
霞
。
奇
態
難
状
。
尤
與
冬
日
觀
雪
為
宜
。
方
雪
霽
雲
散
。
玉
山
突
出
蒼
海
中
。
宛
乎
望
天
仙
于
霄
漢
。

未
嘗
不
神
往
焉
。
常
欲
躋
攀
以
探
其
幽
秘
。
而
未
果
。
足
下
豈
有
意
乎
。
於
是
與
吉
甫
謀
。
以
六
月
十
二
日
。
買
舟
於
高
橋
。
航
島
原
。

舟
中
望
雲
仙
烟
並
浩
蕩
中
。
己
覺
其
有
異
。
此
夜
月
色
晴
朗
。
雲
仙
立
金
波
閃
爍
中
。
殊
為
奇
觀
。
夜
半
驟
雨
。
十
三
日
大
雨
。
舟
達

森
城
。
宿
高
某
家
。
十
四
日
。
入
江
置
酒
招
余
。
痛
飲
及
晩
。
相
携
歩
月
眉
山
下
。
眉
山
即
雲
仙
山
脉
。
東
奔
峙
於
森
城
者
。
清
秀
蒼

鬱
。
風
景
可
掬
。
十
五
日
晴
。
邂
逅
島
原
助
教
某
訓
導
某
於
洵
美
亭
。
對
酒
言
詠
。
及
晩
而
去
。
十
六
日
晴
。
朝
發
森
城
。
訪
三
室
里

正
篁

。
十
七
日
晴
。
伊
藤
千
里
觴
余
其
亭
。
千
里
聞
余
登
温
山
。
謂
余
曰
。
僕
近
家
事
鞅
掌
。
經
數
日
。
則
得
閑
。
欲
為
導
者
。
肯

留
不
。
余
曰
。
然
則
幸
甚
。
遂
宿
焉
。
十
八
日
晴
。
十
九
日
晴
。
過
篁

千
里
。
訪
觀
水
亭
。
廿
日
晴
。
訪
森
山
里
正
雨
香
。
酌
酒
賦

詩
。
及
夜
而
去
。
宿
觀
水
亭
。
廿
一
日
。
朝
小
雨
。
廿
二
日
陰
。
過
篁

。
廿
三
日
雨
。
會
于

芬
堂
。
廿
四
日
晴
。
廿
五
日
晴
。
廿

六
日
晴
。
與
千
里
及
其
門
人
文
哉
。
鶏
鳴
發
三
室
。
昧
爽
至
森
山
。
見
一
山
前
横
。
是
為
九
千
部
。
昔
有
一
僧
。
學
禪
未
省
。
誓
曰
。
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登
此
山
。
讀
經
至
一
萬
部
。
而
後
不
得
道
。
乃
還
俗
耳
。
至
九
千
部
。
有
省
。
因
名
焉
。
取
路
其
右
。
過
松
尾
。
經
千
々
石
。
午
時
。

至
一
酒
店
。
喫
所
齎
搏
飯
。
食
畢
。
而
行
數
百
歩
。
山
蹊
頗
嶮
。
炎
日
如
燬
。
流
汗
透
衣
。
一
歩
一
喘
。
十
歩
一
憩
。
未
時
。
至
一
乘

院
。
々
空
海
所
剏
也
。
寺
旁
有
号
地
獄
者
。
倩
雛
僧
導
之
。
既
而
至
一
処
。
地
中
噴
烟
。
硫
氣
撲
鼻
。
僧
指
曰
。
是
為
清
七
地
獄
。
昔

有
清
七
者
。
堕
之
而
死
。
進
十
歩
。
得
一
石
矼
。
曰
三
途
大
河
無
明
橋
。
過
矼
十
數
武
。
逢
山
石

々
如
劔
戟
。
曰
是
号
劍
山
。
々
下

有
池
。
其
色
如
藍
。
為
染
戸
地
獄
。
如
酒
。
為
酒
家
地
獄
。
如
酢
。
為
酢
舗
地
獄
。
為
不
孝
地
獄
焉
。
有

牆
地
獄
焉
。

牆
比
諸
不

孝
。
烟
勢
熾
甚
。
余
乃
笑
曰
。
不
弟
之
罪
。
何
甚
於
不
孝
耶
。
相
顧
輾
然
。
又
有
姦
夫
地
獄
。
烟
勢
更
甚
。
千
里
戯
僧
曰
。
姦
淫
之
罪
。

何
甚
於
不
孝
耶
。
僧
曰
。
君
其
問
阿
闍
梨
。
其
他
。
八
萬
地
獄
。
雀
地
獄
。
殺
生
地
獄
。
難
産
地
獄
。
妄
語
地
獄
等
。
種
々
為
名
目
。

観
畢
。
投
寺
旁
客
舎
。
々
前
有
温
泉
。
浴
罷
呼
杯
。
主
人
取
酒
瓶
。
浸
温
泉
中
。
不
煩
薪
火
。
而
酒
自
暖
矣
。
各

數
杯
而
寢
。
廿
七

日
晴
。
倩
一
導
者
。
登
普
賢
岳
。
取
路
客
舎
左
。
穿
林
而
下
。
有
平
地
。
曰
池
原
。
経
夫
婦
石
下
。
進
數
百
歩
。
山
路

路
。
旁
多
異

弁
奇
草
。
落
英
繽
紛
。
進
至
山
肩
。
暫
憩
。
下
臨
不
測
深

。
導
者
取
巨
石
轉
之
。
草
弁
被
摩
。

々
而
下
。
遥
而
無
聲
。
唯
見
如
飛

蝶
而
己
。
少
陵
云
。
轉
石
驚
魑
魅
。
非
虚
語
也
。
路
循
渓
而
右
。
々
俯
深
渓
。
左
則
十
丈
怪
巖
。
簇
々
欲
仆
。
神
悸
目
眩
。
運
足
極
遅
。

進
數
里
。
路
愈
嶮
悪
。
渇
甚
。
路
旁
異
草
。
午
時
猶
有
露
。
乃
就
寢
舐
之
。
甘
香
徹
心
肺
。
既
而
逢
二
大
巖
。
屹
立
如
門
。
長
可
十
丈
。
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呼
為
鬼
門
。
過
其
左
。
登
數
十
歩
。
地
稍
平
。
無
草
木
。
又
十
數
武
。
路
甚
小
。
状
如
馬
鬣
。
左
右
皆
渓
。
股
栗
難
前
。
又
進
數
十
歩
。

得
坦
地
。
有
一
石
龕
。
安
普
賢
菩
薩
像
。
龕
後
。
蒼
崖
如
屏
風
。
号
風
巖
。
高
十
丈
許
。
上
生
茂
樹
。
鬱
蒼
然
。
旁
有
小
樹
懸
焉
。
樹

皆
露
根
。
泉
自
石

出
。
過
石
角
木
根
。
滴
々
而
下
。
受
以
一
石
泓
。
余
輩
渇
甚
。
就
泓
更
飲
。
殆
盡
。
乃
踞
巖
下
。
出
糧
食
之
。
且

食
望
一
目
千
里
。
九
州
可
摩
。
忽
見
山
腹
生
雲
。
遥
々
粘
海
而
飛
。
不
知
其
所
之
。
天
飆
吹
衣
。
飄
々
欲
仙
。
有
鶯
鳴
幽
谷
中
。
如
聞

仙
樂
。
使
人
不
忍
去
。
導
者
促
曰
。
遠
路
且
嶮
。
難
久
息
。
行
數
里
。
至
氷
谷
。
深
林
陰
森
。
不
見
日
色
。
清
涼
徹
骨
。
導
者
指
一
石

窟
曰
。
此
窟
有
氷
。
四
時
不
消
。
近
歳
土
人
夏
日
取
氷
鬻
之
。
三
四
日
前
猶
有
焉
。
恨
客
來
少
晩
也
。
余
輩
以
為
或
存
片
塊
。
入
窟
索

之
。
無
有
。
寒
氣
透
膚
。
遍
身
生
粟
。
不
可
久
留
。
乃
出
而
去
。
愈
進
。
樹
逾
茂
。
老
幹
古
藤
横
路
屈
曲
槎

。
蟠
根
縦
横
。
如
龍
爪

攫
石
而
起
。
怪
石
詭
巖
。
磊

塞
路
。
如
夜
又
角
。
如
象
之
牙
。
如

。
如

。
如
虎
豹
。
蹲
躡
岩
頭
。
出
木
股
。
行
數
十
歩
。
青
茅

塞

。
其
深
及
肩
。
行
人
唯
見
頭
。
余
戯
曰
。
諸
君
為
飛
頭
蠻
乎
。
數
百
歩
。
至
鬼
神
谷
。
々
多
老
槐
。
鬱
然
遮
天
。
進
數
十
歩
。
一

風
穴
。
徑
可
一
尺
。
余
輩
。
更
風
于
穴
。
冷
甚
。
又
行
數
十
武
。
路
右
有
峯
。
号
國
観
岳
。
上
載
石
筍
。
長
十
丈
許
。
導
者
曰
。
此
岳

有
天
狗
。
棲
焉
。
登
則
失
人
。
又
曰
。
自
此
行
數
十
歩
。
路
極
嶮
悪
。
如
登
天
。
称
曰
親
跡
。
攀
葛
。
躡
岩
。
喘
々
然
而
上
者
。
數
十

歩
。
漸
至
頂
。
々
有
茂
林
。
々
盡
海
見
。
導
者
曰
。
是
皺
洋
也
。
布
帆
點
白
。
如
鷺
。
風
景
可
掬
。
因
坐
頂
上
。
眺
者
久
之
。
空
氣
清
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爽
。
如
八
九
月
候
。
紅
日
可
摘
。
而
不
煩
扇
笠
。
又
行
數
十
歩
。
得
妙
見
岳
。
上
有
妙
見
像
。
下
則
又
至
池
原
。
午
時
歸
客
舎
。
洗
脚

於
温
泉
。
被
襟
而
臥
。
有
異
蟲
。
鳴
于
屋
後
松
林
中
。
其
聲
清
涼
可
喜
。
余
奇
而
問
之
主
人
。
主
人
曰
。
土
人
呼
寒
々
蝉
。
以
聲
得
名
。

又
蝉
屬
獨
此
山
有
焉
。
廿
八
日
午
後
。
衝
雨
下
山
。
迂
途
。
觀
鮎
返
瀑
布
。
昏
黒
至
有
馬
里
正
高
木
某
家
。
某
沽
酒
撃
鮮
侍
之
。
飲
畢

就
睡
。
廿
九
日
雨
。
晦
日
雨
。
朝
與
千
里
文
哉
別
。
余
自
遊
鎮
西
。
得
三
勝
区
。
曰
阿
蘇
。
曰
海
中
道
。
曰
温
岳
。
阿
蘇
高
則
高
矣
。

然
無
幽
邃
之
趣
。
海
中
道
平
而
遠
。
清
而
麗
。
譬
如
幼
妙
處
女
。
難
與
十
尺
壮
夫
並
論
。
獨
温
岳
高
秀
。
幽
而
深
。
仙
藥
生
焉
。
嘉
樹

茂
焉
。
宜
脩
長
生
。
宜
為
肥
遯
。
故
會
心
不
在
彼
。
而
在
此
。
噫
。
古
之
君
子
。
用
則
行
。
舎
則
藏
。
許
由
隠
于
箕
山
。
伯
夷
陰
于
首

陽
。
伯
陽
隠
于
會
稽
。
四
皓
陰
于
商
山
。
謝
安
于
東
山
。
思

于
太
白
山
。
圖
南
于
華
岳
。
朱
栲
亭
于
武
夷
。
或
守
道
。
或
脩
仙
。
其

清
潔
高
尚
何
如
哉
。
余
也
。
世
辱
微
祿
。
上
不
能
稗
益
於
世
。
下
不
能
決
然
引
去
。
對
温
山
。
徒
有
慚
愧
耳
。
今
欲
与
温
山
別
。
豈
無

懸
々
乎
懐
哉
。
詳
記
諸
経
光
景
。
傷
温
山
之
不
可

復
見
也
。
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釈
文

う
ん
ぜ
ん

雲
仙

だ
け岳
き
こ
う

紀
行

お
ん
せ
ん

温
泉

だ
け岳

を
為
す

ち
ん
ぜ
い

鎮
西
（
九
州
の
古
名
）

の
き
ょ
ち
ん

巨
鎮
な
り
。

さ
ん
じ
ょ
う

山
上
の

ひ
ょ
う
せ
つ

氷
雪
は
常
に
在
り
て
其
の
高
さ
を
知
る
可
し
。

ぼ
ご

戊
午
の
夏

余
は

ゆ
う
ふ

熊
府
に
在
り
て

あ
ま
く
さ

天
草

た
け岳
ほ
き
ち

甫
吉
と
語
り
。

お
ん
だ
け

温
岳
に
及
び

き
ち
ほ

吉
甫
は
曰
う
、
僕
家
は
海
を
隔
て
て
岳
に
對
し
、

し
ゅ
ん
あ
い

春
靄

し
ゅ
う
げ
つ

秋
月

ち
ょ
う
え
ん

朝
烟

ぼ
か

暮
霞
と

き
た
い

奇
態
（
美
し
さ
）

は
述
べ

が
た難

く
も
っ
と

尤
も

と
う
じ
つ

冬
日
雪
を
觀
る
に
宜
し
く
、
雪
霽
れ
て
雲
散
じ
て
宜
し
く
方
に

ぎ
ょ
く
ざ
ん

玉
山

（
雲
仙
岳
）

そ
う
か
い

蒼
海
の
中
に
突
き
出
る
。

ぎ
ょ
く
ざ
ん

玉
山
は

さ
な
が

宛
ら

て
ん
せ
ん

天
仙

せ
ん千
し
ょ
う
か
ん

霄
漢
を
望
む
（
天
に
昇
っ
た
仙
人
が
空
か
ら
見
る
よ
う
だ
ち
う
い
み
）

未
だ

か
っ嘗

て
神
も
住
ま
ず
常
に

ゆ
う
ひ

幽
秘
深
く
、

せ
い
は
ん

躋
攀
せ
ん
と
す
る
と
未
だ
果
せ
ず
、
足
下
（
貴
殿
）

と
登
ろ
う
で
は
な
い
か
と
云
う
。

是
れ
に
吉
甫

そ
れ
が

某
し
と
謀
り
、
六
月
十
二
日
高
橋
に
於
て
舟
を

も
と買

め
て
島
原
に

わ
た航

る
。
舟
中
か
ら

う
ん
ぜ
ん

雲
仙
の

え
ん
ろ
う

烟
浪

こ
う
と
う

浩
蕩
を

望
む
、
己
に
其
の

こ
と異

な
る
こ
と
有
す
る
を
覺
え
る
。
此
の
夜

げ
っ
し
ょ
く

月
色

せ
い
ろ
う

晴
朗

う
ん
せ
ん

雲
仙

き
ん
は

金
波
（
光
り
輝
く
）

の
中
に
立
ち
、
殊
に
奇

観
（
立
派
な
眺
め
）

を
為
す
。

や
は
ん

夜
半

し
ゅ
う
う

驟
雨
（
俄
か
雨
、
激
し
い
雨
）

と
な
る
、
十
三
日
は
大
雨
と
な
る
も
舟
は
森
城
に
達
し
、
高
某
家

に
宿
る
。

十
四
日
は
入
江
某
し
余
を
招
き
酒
を

ち置
し
。 つ

う
い
ん

痛
飲
晩
に
及
び

あ
い
た
ず
さ

相
携
え
て
月
に

び
ざ
ん

眉
山
の
下
を
歩
く
。

び
ざ
ん

眉
山
即
ち

う
ん
ぜ
ん

雲
仙

さ
ん
み
ゃ
く

山
脉
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東
に
奔
り

も
り
じ
ょ
う

森
城
よ
り

そ
ば
だ

峙
つ
、

せ
い
し
ゅ
う

清
秀

そ
う
う
つ

蒼
鬱
（
青
々
と
こ
ん
も
り
茂
る
）

の
ふ
う
け
い

風
景
は

す
く掬

う
可
し
。（
両
手
で
掬
い
あ
げ
た
い
）

十
五
日
晴
れ

島
原

じ
ょ
き
ょ
う

助
教
某
し
と

く
ん
ど
う

訓
導
某
し
と

じ
ゅ
ん
び
て
い

洵
美
亭
で

か
い
こ
う

邂
逅
（
逢
う
）

す
る
。
酒
に
對
し
て
言
詠
晩
に
及
ん
で
去
る
。

十
六
日
晴
れ
、
朝
に
森
城
を
發
っ
て

み
む
ろ

三
室
里
の
正

こ
う
と
ん

篁

を
た
ず訪

ね
る
。
十
七
日
晴
れ
、
余
伊
藤
千
里
と
其
の
亭
に

し
ょ
う

觴
（
酒

を
酌
む
）

す
。
千
里
余
に

お
ん
ざ
ん

温
山
に
登
る
こ
と
を
聞
き
、
僕
近
家
事

お
う
し
ょ
う

鞅
掌
（
仕
事
が
多
い
）

の
た
め
數
日
を
經
て
則
ち
閑
を
得
て

導
者
（
道
案
内
）

を
為
さ
ん
と
欲
す
。

あ肯
え
て
留
め
ず
余
は
曰
う
、
然
り
則
ち
幸
甚
な
り
と
遂
に
宿
る
。

十
八
日
晴
れ
、
十
九
日
晴
れ
、

こ
う
と
ん

篁

の
千
里
を

よ過
ぎ
り
て

か
ん
す
い
て
い

觀
水
亭
を

た
ず訪

ね
る
。
廿
日
晴
れ
、
森
山
里
の
正

う
こ
う

雨
香
を

た
ず訪

ね

て
、
酒
を
酌
み
詩
を
賦
し
て
、
夜
に
及
ん
で
去
っ
て

か
ん
す
い
て
い

觀
水
亭
に
宿
る
。
廿
一
日
朝
小
雨
、
廿
二
日
陰
り
、

こ
う
と
ん

篁

を
よ
ぎ過

る
。

廿
三
日
雨
千

ゆ
う
ふ
ん
ど
う

芬
堂
に
て

あ會
う
、
廿
四
日
晴
、
廿
五
日
晴
、
廿
六
日
晴
、
千
里
及
び
其
の
門
人
文
哉
と
與
鶏
鳴

み
む
ろ

三
室
を

發
っ
て

ま
い昧
そ
う爽

森
山
に
至
る
。
一
山
前
横
を
見
る
、
是
れ
九
千
部
を
為
し
、
昔
一
僧
が
有
り
て
、
禪
を
學
び
未
だ

は
ぶ省

か
ず

誓
っ
て
曰
う
、
此
の
山
に
登
る
經
を
讀
む
こ
と
一
萬
部
に
至
る
。
後
に
道
を
得
ず
そ
こ
で

ま還
た
俗
に
九
千
部
に
至
る
。

か
え
り

省
み
る
に
有
り
て
名
に
因
り
て
、
路
は
其
の
右
を
取
り
松
尾
を
過
ぎ
、
千
々
石
を
經
て
午
時
一
酒
店
に
至
り
、 せ

い
し
ょ

齎
所

は
く
は
ん

搏
飯

を
き
っ喫

す
（
持
っ
て
来
た
握
り
飯
を
た
べ
る
）
。
食

お
わ畢

り
て
行
く
こ
と
數
百
歩

さ
ん
け
い

山
蹊

す
こ
ぶ

頗
る

け
わ嶮

し
く
、

え
ん
じ
つ

炎
日

や燬
く
が
如
く
汗
は
流
れ
て

こ
ろ
も

衣
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を
透
す
。
一
歩
一

ぜ
ん喘

、
十
歩
一

け
い憩

、
み
ど
き

未
時
（
午
後
二
時
頃
）

い
ち
じ
ょ
う
い
ん

一
乘
院
に
至
る
。
院

く
う
か
い

空
海

そ
う剏

の
所
な
り
。
寺
の
旁
ら
に

じ
ご
く

地
獄
と

よ号
ぶ
と
こ
ろ
有
り
。

す
う
そ
う

雛
僧
は
離
れ
て
こ
れ
に
導
き
ゆ
く
、
一
処

ち
ち
ゅ
う

地
中
烟
を
噴
い
て

り
ゅ
う
き

硫
氣
鼻
を

う撲
つ
、
僧
は
指
し
て
曰
う

是
れ
清
七

じ
ご
く

地
獄
と
為
す
。
昔
清
七
有
り
て
之
れ
に

お堕
ち
て
死
す
。
十
歩
進
ん
で
一

せ
き
こ
う

石
矼
（
水
中
の
飛
び
石
）
を
得
る
。

さ
ん
ず

三
途

お
お
か
わ

大
河

む
み
ょ
う
は
し

無
明
橋
と
曰
う
、

こ
う矼

五
歩
過
ぎ
る
十
數
歩
、
山
石

る
い
る
い々

（
石
や
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
と
）

け
ん
ほ
こ

劔
戟
の
如
く
に
逢
う
。
曰
う
是
れ

け
ん
ざ
ん

劍
山
と

よ号

ぶ
、
山
下
に
池
が
有
り
、
其
の
色
は

あ
い藍

の
如
く
染
戸

じ
ご
く

地
獄
を
為
す
。
酒
の
如
く

し
ゅ
か

酒
家

じ
ご
く

地
獄
を
為
す
。
酢
の
如
く

さ
く
ほ

酢
舗

じ
ご
く

地
獄

を
為
す
。
不
孝

じ
ご
く

地
獄
有
り
。

げ
き
し
ょ
う

牆
じ
ご
く

地
獄
有
り
。

げ
き
し
ょ
う

牆
不
孝
諸
に
比
べ
、

え
ん
せ
い

烟
勢

さ
か
ん

熾
な
る
こ
と

は
な
は

甚
だ
し
。
余
そ
こ
で
笑

い
曰
う

ふ
て
い

不
悌
（
兄
や
目
上
の
人
に
従
わ
な
い
）
の
罪
何
ん
ぞ

は
な
は

甚
だ
し
き
は
不
孝
よ
り
か
な
。
相
顧
り
み
て

て
ん
ぜ
ん

輾
然
た
り
又
た

か
ん
ぷ

姦
夫

じ
ご
く

地
獄

有
り
。

え
ん
せ
い

烟
勢
更
に

は
な
は

甚
だ
し
く
、
千
里
僧
に
戯
れ
て
曰
う
、

か
ん
い
ん

姦
淫
の
罪
は
何
ん
ぞ
不
孝
よ
り
、
何
ん
ぞ

は
な
は

甚
だ
し
き
か
と

僧
は
曰
う
、
君
其
れ
は

あ
じ
ゃ
り

阿
闍
梨
に
問
え
と
。
其
の
他
八
萬

じ
ご
く

地
獄
、
雀

じ
ご
く

地
獄
、

せ
っ
し
ょ
う

殺
生

じ
ご
く

地
獄
、

な
ん
ざ
ん

難
産

じ
ご
く

地
獄
、

ぼ
う
ご

妄
語

じ
ご
く

地
獄
等
。

し
ゅ
じ
ゅ

種
々

め
い
も
く

名
目
を
為
す
を
観

お
わ畢

り
て
、
寺
の
旁
ら
の

き
ゃ
く
し
ゃ

客
舎
に
投
ず
。 し

ゃ
ぜ
ん

舎
前
に

お
ん
せ
ん

温
泉
有
り
て
浴
し

や罷
ん
で

は
い杯

を
呼
ぶ
、
主
人

さ
か
び
ん

酒
瓶

を
取
り
て
、

お
ん
せ
ん

温
泉
の
中
に
浸
し
て

ま
き
び

薪
火
を

わ
ず
ら
わ

煩

せ
ず
し
て
、
酒
は
自
か
ら
暖
ま
る
。
各
數
杯
を

ね
ん
ご
ろ

に
し
て
寢
る
。
廿

七
日
晴
れ
一
導
は
、
つ
ず
い
て

ふ
げ
ん
だ
け

普
賢
岳
に
登
る
。
路
は

き
ゃ
く
し
ゃ

客
舎
の
左
を
取
り
て
、
林
を

う
が穿

っ
て
下
れ
ば
平
地
が
な
る
池
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原
と
曰
う
、
夫
婦
石
の
下
を
経
て
數
百
歩
進
む
と

さ
ん
ろ

山
路
は

き
く

崎

（
山
路
の
険
し
い
こ
と
）

な
り
。

ろ
ぼ
う

路
旁
に

い
べ
ん

異
弁

き
そ
う

奇
草
多
く
、

ら
く
え
い

落
英

ひ
ん
ぷ
ん

繽
紛
（
花
び
ら
が
盛
ん
に
散
る
）
の
中
を
進
ん
で
山
肩
に
至
り
て
暫
く
憩
う
。
下
を

み臨
る
と

た
に

は
深
く
不
測
を
恐
れ
る
。

ど
う
し
ゃ

導
者

き
よ
せ
き

巨
石

を
取
り
之
れ
を

こ
ろ
が

轉
し
て
、

そ
う
べ
ん

草
弁
を

ひ
び

披
靡
（
草
を
靡
く
伏
す
）

し
て

そ
つ
そ
つ々

（
落
ち
つ
か
な
い
）

と
し
て
下
る
。
遥
か
し
て
聲
無
く
唯
だ

ひ
ち
ょ
う

飛
蝶
の
如
く
に
見
え
る
、
己
に

し
ょ
う
り
ょ
う

少
陵
（
杜
甫
）

石
を

こ
ろ
が

轉
し
て

ち
み

魑
魅
（
山
や
沼
に
い
る
化
け
物
人
面
獣
身
で
人
を
迷
わ
せ
る
）

に
驚
く
は

き
ょ
ご

虚
語

に
非
ら
ず
。
路
は

た
に渓

を
め
ぐ循

り
て
右
に
左
に
深
い

た
に

に
俯
せ
て
左
を
見
れ
ば
十
丈
の

か
い
が
ん

怪
巖
が

そ
う
そ
う

簇
々
（
群
が
り
集
ま
る
）

と
し
て

た
お仆

れ
ん
と
し
て
い
る
。

し
ん
き

神
悸

も
く
げ
ん

目
眩
（
心
怖
れ
て
眼
が
眩
む
）

足
の
運
び
は
極
め
て
遅
く
な
り
、
數
里
を
進
み
て
路
は
、

い
よ
い

愈
よ

け
ん
あ
く

嶮
悪

に
な
り
渇
き
甚
し
く
、

ろ
ぼ
う

路
旁
の

い
そ
う

異
草
は
午
時
猶
お
露
有
り
て
、
そ
こ
で
之
れ
を

な舐
め
る
、

か
ん
こ
う

甘
香

し
ん
ぱ
い

心
肺
に
徹
る
。
既
に
二

大
巖
に
逢
う
、

そ
ば
だ

屹
つ
こ
と
門
を
立
て
た
る
如
く
、
長
く
十
丈
ば
か
り
呼
ん
で
鬼
門
と
為
す
。
其
の
左
を
過
ぎ
て
、
數

十
歩
登
る
と

や
や稍

平
地
と
な
り
草
木
は
無
く
、
又
十
數
武
（
武
は
半
歩
）

進
む
と
路
は
甚
だ
小
さ
く
、

か
た
ち

状
は

ば
り
ょ
う

馬
鬣
（
馬
の

た
て
が
み

鬣

）

の
如
く
左
右
皆

た
に渓

で
、

す
り
つ

股
栗

す
す前

み
難
し
。
又
進
む
數
十
歩
に
し
て

た
ん
ち

坦
地
（
平
地
）

を
得
る
。
一

せ
き
が
ん

石
龕
有
り
、

ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
ぞ
う

普
賢
菩
薩
像

を
や
す安

ん
じ
る
、 が

ん龕
後
は

そ
う
が
い

蒼
崖
の
如
く

び
ょ
う
ぶ

屏
風

い
わ巖

と
よ号

ぶ
、
高
さ
十
丈

ば
か許

り
上
に

も
じ
ゅ

茂
樹
生
じ
て
、 う

っ
そ
う
ぜ
ん

鬱
蒼
然
と
し
て

か
た
わ
ら

旁

に
し
ょ
う
じ
ゅ

小
樹

か
か懸

り
て
あ
り
、
樹
は
皆
根
に
露
泉

せ
き石
き
ょ

（
石
の
割
れ
目
隙
間
）

よ
り
出
ず
る
。

せ
っ
か
く

石
角

も
っ
こ
ん

木
根
を
過
ぎ

て
き
て
き

滴
々
（
滴
が
滴
り
落
ち
る
）

落
ち
る
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を
受
け
て

い
っ
せ
き

一
石
の

お
う泓

（
深
み
）
に
お
い
て
、

よ
は
い

余
輩
の

か
わ渇

く
こ
と
甚
し
く

お
う泓

に
お
い
て
飲
む
こ
と
盡
き
ず
、
そ
こ
で

が
ん
か

巖
下
に

う
ず
く
ま

踞

り
て

か
て糧

を
出
し
之
れ
を
食
べ
る
。
且
つ
食
べ
る
一
目
千
里
望
み
て
、
九
州
を
摩
す
ば
か
り
忽
ち

さ
ん
ぷ
く

山
腹
に
雲
が
生
ず
る
を

見
る
。

よ
う
よ
う

遥
々
海
に
粘
り
つ
い
て
飛
ぶ
、
い
つ
の
間
や
ら

て
ん
ぴ
ょ
う

天
飆
（
天
に
吹
き
す
さ
ぶ
大
風
）

は
衣
を
吹
い
て

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

飄
々

仙
に
な
ら
ん

と
す
る
。

う
ぐ
い
す

鶯

が
ゆ
う
こ
く

幽
谷
の
中
に
鳴
き

せ
ん
が
く

仙
樂
（
仙
人
の
音
楽
）

を
聞
く
が
如
し
。
人
を

し使
て
去
る
に
忍
び
ず
も

ど
う
し
ゃ

導
者
は

う
な
が

促
す
。

え
ん
ろ

遠
路
且
つ

け
わ嶮

し
く
久
し
く
息
も
難
し
と
云
う
、
行
く
こ
と
數
里
氷
谷
に
至
る
。

し
ん
り
ん

深
林

い
ん
り
ん

陰
森
は

に
っ
し
ょ
く

日
色
を
見
ず
、

せ
い
り
ょ
う

清
涼
は

骨
に

と
お徹

る
。

ど
う
し
ゃ

導
者
一

せ
き
く
つ

石
窟
を
指
し
て
此
の

く
つ窟

に
氷
が
有
る
と
云
う
。

し
じ

四
時
（
一
年
中
）

ず
。

き
ん
さ
い

近
歳
土
人
が

な
つ
び

夏
日
氷
を
取
り
て

ひ
さ鬻

ぎ
（
売
る
）

之
れ
三
四
日
前
の
も
の
猶
お
に
有
り
っ
て
、
恨
客
來
た
る
も

や
や少
お
そ晩

き
な
り
。

よ
は
い

余
輩
も

へ
ん
か
い

片
塊
を
為
さ
ん
と

く
つ窟

に
入
り
て
之
れ
を

さ
が索

す
。
有
る
は
無
し
。

か
ん
き

寒
氣

は
だ膚

に
透
る

へ
ん
し
ん

遍
身

あ
わ粟

を
生
じ
て
久
し
く
留
る
こ
と
な
ら
ず
。
そ
こ
で
出
て

去
り

い
よ
い

愈
よ
進
む
。
樹
は

い
よ
い

逾
よ
茂
り

ろ
う
か
ん

老
幹

こ
と
う

古
藤
が

ろ
お
う

路
横
に
あ
り
て

く
っ
き
ょ
く

屈
曲

さ
が

槎

（
細
か
く
角
張
っ
て
）

は
ん
こ
ん

蟠
根
（
根
が

わ
だ
か
ま

蟠

っ
て
）
は

じ
ゅ
う
お
う

縦
横

に
し
て
、

ゆ
う
か

龍
爪
の
如
く
石
を

つ
か攫

ん
で
起
つ
。

か
い
せ
き

怪
石

き
が
ん

詭
巖

ら
い
ら
い

磊

（
石
や
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
と
）

と
路
を

ふ
さ塞

ぎ
、

や
し
ゃ

夜
又

つ
の角

の
如
く
象
の
牙

の
如
く
、

き
ゅ
う

の
如
く

み
ず
ち

の
如
く
、

こ
ひ
ょ
う

虎
豹
の
如
し
。

が
ん
と
う

岩
頭
を

し
ゃ
が

蹲
み

ふ
み躡

つ
け
て

き
ま
た

木
股
を
て
、
行
く
こ
と
數
十
歩
に
し
て

せ
い
ち

青
茅

が
た
に

を
塞
ぐ
、
其
の
深
さ
肩
に
及
ぶ
、
行
人
の
唯
だ
頭
を
見
る
、
余
戯
れ
て
曰
う
諸
君
の

ひ
と
う

飛
頭

ば
ん蠻

を
為
す
と
、
數
百
歩
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で
き
し
ん
だ
に

鬼
神
谷
に
至
る
。
谷
に
は

ろ
う
か
い

老
槐
多
く

う
つ
ぜ
ん

鬱
然
と
し
て
天
を

さ
え遮

ぎ
る
。
進
む
こ
と
數
十
歩
一
風
穴
あ
り
、
徑
は
一
尺
ば
か

り
よ
は
い

余
輩
更
に
穴
風
甚
だ
冷
た
く
、
又
行
く
數
十
武
路
の
右
に
峯
有
り
。

く
に
み
だ
け

國
観
岳
と

よ号
ぶ
、
上
に
は

せ
き
じ
ゅ
ん

石
筍
を
載
く

せ
き
じ
ゅ
ん

石
筍

の
長
さ
十
丈

ば
か許

り
、

ど
う
し
ゃ

導
者
は
曰
う
、
此
の
岳
は

て
ん
ぐ

天
狗
を
有
し
て

す棲
む
。
登
り
て
先
人
を
失
う
、
又
曰
う
此
れ
よ
り
行
く

こ
と
數
十
歩
は
、
路
極
め
て
嶮
悪
で
天
に
登
る
が
如
し
。
称
す
親
跡
葛
を

よ
じ攀

り
て
岩
を

ふ躡
み
つ
け
て
、

ぜ
ん
ぜ
ん

喘
々
（
呼
吸
が
途
絶

え
が
ち
に
な
る
）

と
し
て
上
る
こ
と
數
十
歩
漸
く
頂
に
至
る
。
頂
に

も
り
ん

茂
林
有
林
盡
き
て
海
を
見
る
。

ど
う
し
ゃ

導
者
曰
う
是
れ

す
う
よ
う

皺
洋
な

り
。

ふ
は
ん

布
帆
點
々
と
白
く

さ
ぎ鷺

の
如
く
、

ふ
う
け
い

風
景

く掬
む
可
し
因
っ
て
頂
上
に
坐
し
て
、
眺
る
は
之
れ
久
し
く
、
空
氣

せ
い
そ
う

清
爽
八
九

月
の
候
の
如
く

こ
う
じ
つ

紅
日
（
太
陽
）

摘
む
可
し
。

せ
ん
り
ゅ
う

扇
笠
を

わ
ず
ら

煩
わ
せ
ず
又
行
く
こ
と
數
十
歩

み
ょ
う
け
ん
だ
け

妙
見
岳
を
得
る
。
上
に

み
ゅ
お
け
ん
ぞ
う

妙
見
像

有
り
て
下
は
池
原
に
至
る
。

ご
じ

午
時

き
ゃ
く
し
ゃ

客
舎
に
歸
え
り
て

あ
し脚

を
温
泉
に
洗
い
、

え
り襟

を
お
お被

っ
て

ふ臥
す
。

い
ち
ゅ
う

異
蟲
有
り
て

お
く
ご

屋
後
の

し
ょ
う
り
ん

松
林
の
中
に
鳴
く
、
其
の
聲

せ
い
り
ょ
う

清
涼
に
し
て
喜
ぶ
ば
か
り
、
余
奇
な
り
と
し
て
之
れ
を
主
人
に
問
う
。
主
人
曰
う
土
人

（
土
地
の
人
）

は
か
ん
か
ん
ぜ
み

寒
々
蝉
と
呼
ぶ
、
名
を
得
て
聲
を
以
て
又

せ
み蝉
ぞ
く屬

し
て
獨
り
此
の
山
に
有
り
。

廿
八
日
午
後
は
雨
を

つ衝
い
て
山
を
下
る
、
途
を

ま
わ迂

り
て

あ
ゆ
か
え

鮎
返
し
の

ば
く
ふ

瀑
布
を

み觀
る
。

こ
ん
こ
く

昏
黒
有
馬
の
里
高
木
某
し
家
に
至
り
、

某
し
酒
を

か沽
（
買
う
）

い
鮮
を
撃
し
て
之
れ
に

は
べ侍

る
。
飲
み

お
え畢

て
ね
む睡

り
に
就
く
。
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廿
九
日
は
雨
、

み
そ
か

晦
日
も
雨
、
朝

せ
ん
り

千
里

ぶ
ん
や

文
哉
と
別
れ
て
余

ち
ん
ぜ
い

鎮
西
に
遊
ぶ
。 さ

ん
し
ょ
う
く

三
勝
区
を
得
て
曰
く

あ
そ

阿
蘇
曰
く

か
い
ち
ゅ
う

海
中

ど
う道

曰
く

お
ん
だ
け

温
岳

あ
そ

阿
蘇
高
く
則
ち
高
い
。
然
れ
ど

ゆ
う
す
い

幽
邃
（
静
か
で
奥
深
い
）

の
趣
は
無
し
。

か
い
ち
ゅ
う
ど
う

海
中
道
は
平
ら
か
に
し
て
遠
く
、
清
く
麗
し
く

た
と
え

譬

る
と

よ
う
み
ょ
う

幼
妙

し
ょ
じ
ょ

處
女
の
如
く
、
十
尺
の

そ
う
ふ

壮
夫
並
論
す
る
は
難
し
。
獨
り

お
ん
だ
け

温
岳
は
高
く

し
ゅ
う

秀
ゆ
う幽

に
し
て
深
く
、

せ
ん
や
く

仙
藥
生
じ
て

か
じ
ゅ

嘉
樹

茂
脩

よ
ろ宜

し
く

ひ
と
ん

肥
遯
（
俗
世
を
離
れ
る
）

を
為
す
。
故
に

か
い
し
ん

會
心
彼
在
せ
ず
し
て
こ
こ
に
在
り
。

お
も噫

う
。

い
に
し
え

古

の
君
子
は
用
を

行
い
、
舎
則
ち
藏
す
し
て

き
ょ
ゆ
う

許
由
（
中
国
伝
説
の
隠
者
）

は
き
ざ
ん

箕
山
に
隠
れ
、

は
く
い

伯
夷
（
舜
の
時
代
の
人
）

は
し
ゅ
よ
う

首
陽
に
陰
れ
、

は
く
よ
う

伯
陽
は

か
い
け
い

會
稽
に

隠
れ
、

し
こ
う

四
皓
こ
こ
に

し
ょ
う
ざ
ん

商
山
に
隠
れ
る
。

し
ゃ
あ
ん

謝
安
（
晋
の
名
臣
）

は
と
う
ざ
ん

東
山
に
隠
れ
、

し
ば
く

思

は
た
い
は
く
ざ
ん

太
白
山

と
な
ん

圖
南

か華
だ
け岳

に
、

し
ゅ
こ
う

朱
栲

て
い亭

は

武
夷
或
は
守
道
或
は
脩
仙
、
其
の

せ
い
け
つ

清
潔

こ
う
し
ょ
う

高
尚
は

い
か
ん

何
如
か
な
。
余
は
ま
た

よ世
は

び
ろ
く

微
祿
を

か
た
じ
け

辱

な
く
上
る
に
能
わ
ず
。（
出
来

な
い
）

益
を

よ世
に
於
て

お
ぎ
な

稗
う
下
り
て

け
つ
ぜ
ん

決
然
引
去
す
る
も
能
は
ず
。

お
ん
ざ
ん

温
山
に
對
し
て

い
た
ず
ら

徒

に
ざ
ん
き

慚
愧
（
恥
じ
る
）

有
る
に
、
今

お
ん
ざ
ん

温
山

と
別
れ
ん
と
欲
し
て
、

あ
に豈
か
か懸

り
て
懐
の

か
か懸

る
無
し
か
な
。

こ
ま
や

詳
か
に
経
る
所
を

こ
う
け
い

光
景
を
記
し
て
、

お
ん
ざ
ん

温
山
の

ま復
た
見
る
可

ら
ず
を

い
た傷

む
な
り
。

語
釈
　
　

う
ん
ぜ
ん

雲
仙

だ
け岳

＝
長
崎
県
。

き
こ
う

紀
行
＝
旅
行
中
の
出
来
事
や
見
聞
を
記
す
、
又
其
の
文
。

お
ん
せ
ん

温
泉

だ
け岳

＝
温
泉
の
出
る
山
、

う
ん
ぜ
ん

雲
仙

だ
け岳

。
ち
ん
ぜ
い

鎮
西
＝
九
州
。

き
ょ
ち
ん

巨
鎮
＝
大
き
な
山
、
中
心
鎮
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め
と
な
る
山
。

さ
ん
じ
ょ
う

山
上
＝
山
の
頂
、
山
の
上
。

ひ
ょ
う
せ
つ

氷
雪
＝
氷
と
雪
。

ぼ
ご

戊
午
＝
安
政
五
年
一
八
五
八
。

ゆ
う
ふ

熊
府
＝
熊
本
城
下
。

あ
ま
く
さ

天
草
＝
熊
本
県
。

だ
け岳
ほ
き
ち

甫
吉
＝
人
名
。

き
ち
ほ

吉
甫
＝

だ
け岳
ほ
き
ち

甫
吉
。

し
ゅ
ん
あ
い

春
靄

＝
春
の

も
や靄

。
し
ゅ
う
げ
つ

秋
月
＝
秋
の
月
。

ち
ょ
う
え
ん

朝
烟
＝
朝
の

も
や靄

。
ぼ
か

暮
霞
＝
暮
れ
の
霞
み
。

き
た
い

奇
態
＝
珍
し
く
、
不
思
議
な
、
変
わ
っ
た
さ
ま
。

じ
ょ
う

状
が
た難

し
＝
形
状
、
言
い
表
し
難
い
。

う
さ
ん

雲
散
＝
雲
が

散
り
、
晴
れ
る
。

ぎ
ょ
く
ざ
ん

玉
山
＝
美
し
い
山
の
た
と
え
。

そ
う
か
い

蒼
海
＝
青
い
海
。

て
ん
せ
ん

天
仙
＝
天
の
仙
人
。

し
ょ
う
か
ん

霄
漢
＝
大
空
の
意
、
蒼
穹
。

せ
い
は
ん

躋
攀
＝
よ
じ
登
る
。

ゆ
う
ひ

幽
秘
＝
奥
深
く
密
や
か
な
。

あ
に豈

＝
ど

う
し
て
、
そ
の
。

ば
い
し
ゅ
う

買
舟
＝
舟
を
貸
し
切
る
。

こ
う航

す
＝
航
海
、
舟
で
行
く
。

う
ん
ぜ
ん

雲
仙
＝
長
崎
県
に
在
り
。

け
む
り

烟
＝
靄
、
煙
り
。

こ
う
と
う

浩
蕩
＝
広
大
な
さ
ま
、
水
の
広
々
と
し
て
い
る
さ
ま
。」

げ
っ
し
ょ
く

月
色

＝
月
の
色
。

せ
い
ろ
う

晴
朗
＝
曇
り
の
な
い
さ
ま
、
晴
れ
渡
る
さ
ま
。

き
ん
ぱ

金
波
＝
波
が
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
金
色
に
輝
く
さ
ま
。

せ
ん
し
ゃ
く

閃
爍
＝
閃
き
輝
く
。

き
か
ん

奇
觀
＝
珍
し
く
不
思
議
な
眺
め
。

や
は
ん

夜
半
＝
夜
中
。

し
ゅ
う
う

驟
雨
＝
に
わ
か
雨
。

つ
う
い
ん

痛
飲
＝
思
い
切
り
酒
を
呑
む
。

あ
い
た
ず
さ

相
携
え
＝
提
携
。

び
ざ
ん

眉
山
＝
宋
の
蘇
軾
の
郷
里
の
名
、
同
名
の
山
。

さ
ん
み
ゃ
く

山
脉
＝
山
が
筋
に
な
っ
て
連
な
る
。

と
う
ほ
ん

東
奔

＝
東
に
走
る
、

も
り
じ
ょ
う

森
城
＝
森
城
下
。

じ峙
す
＝
対
峙
。

せ
い
し
ゅ
う

清
秀
＝
清
ら
か
で
秀
で
て
い
る
。

そ
う
う
つ

蒼
鬱
＝
青
く
鬱
蒼
と
。

ふ
う
け
い

風
景
＝
景
色
や
風
俗
。

く掬
む
＝
推
し
量
る
。

じ
ょ
き
ょ
う

助
教
＝
助
手
。

く
ん
ど
う

訓
導

＝
教
え
導
く
、
明
や
清
代
書
く
府
州
縣
に
置
か
れ
た
教
員
、
旧
制
小
学
校
の
教
諭
。

じ
ゅ
ん
び
て
い

洵
美
亭
＝
亭
の
名
。

か
い
こ
う

邂
逅
＝
思
い
が
け
ず
巡
り
会
う
。

よ詠
む
＝
詩
を
詠
む
。

み
む
ろ

三
室
＝
地
名
。
＝

こ
う
と
ん

篁

＝
　

こ
う篁

＝
た
か
む
ら
、
竹
、
竹
藪
。

と
ん

＝
丘
、

う
ず
た
か

堆

い
、
集
ま
っ
て
い
る
さ
ま
。

し
ょ
う

觴
＝
杯
、
酒
を
呑
む
、

さ
か
ず
き

觴

。
お
う
し
ょ
う

鞅
掌
＝
仕
事
が
多
く
服
装
を
整
え
る
閑
が
な
い
こ
と
。

う
な
ず

肯

き
＝
肯
定
。

よ
ぎ過

る
＝
行
く
、
通
過
、
旅
す
る
。

う
こ
う

雨
香
＝
雨
に
香
る
。

か
ん
す
い
て
い

觀
水
亭
＝
、
亭
の
名
、
堂
の
名
。

＝
汲
む
、
と
る
、
集
め
る
、
引
く
。
芬
＝
香
ば
し
い
、
草
が
生
え
て
香
気

を
漂
わ
す
。

か
い會

＝
会
う
。

ま
い
そ
う

昧
爽
＝
夜
の
明
け
方
、
暗
さ
が
明
る
さ
に
変
わ
る
と
き
。

だ
い乃

＝
即
ち
、
其
処
で
、
ま
さ
に
。

げ
ん
ぞ
く

還
俗
＝
仏
門
僧
籍
か
ら
俗
世
に
還
る
。

せ
い
し
ょ

齎
所
＝
も
た
ら
す
、

も
っ
て
く
る
、
も
っ
て
い
く
、
餞
別
。

は
く
は
ん

搏
飯
＝
う
つ
、
た
た
く
、
と
ら
え
る
、
に
ぎ
り
め
し
。

き
っ喫

す
＝
食
べ
る
。

ひ
つ畢

＝
終
わ
る
。

さ
ん
け
い

山
蹊
＝
山
間
の
谷
。

す
こ
ぶ

頗
る
＝
非
常
に
、
か
な
り
。

け
ん嶮

＝
嶮
し
い
。

え
ん
じ
つ

炎
日
＝
炎
熱
の
日
。

き燬
＝
焼
く
、
焼
け
る
。

り
ゅ
う
か
ん

流
汗
＝
汗
を
流
す
。

く
う
か
い

空
海
＝
平
安
初
期
の
高
僧
、
唐
の
長
安
に
学
び
、
帰
国
後
、
高
野
山
に
金
剛
峰
寺
を
縦
、
真
言

宗
を
広
め
た
、
弘
法
大
師
。

そ
う
し
ょ

剏
所
＝
築
く
、
始
め
る
創
る
。

じ
ぼ
う

寺
旁
＝
寺
の
傍
ら
。

じ
ご
く

地
獄
＝
罪
悪
を
侵
し
た
者
が
死
後
に
行
っ
て
種
々
の
苦
し
み
を
受
か
る
と
い
う
所
。

す
う
そ
う

雛
僧
＝
若
い

僧
、
小
僧
。

せ
い倩

＝
美
し
い
、
口
元
が
愛
ら
し
い
。

ち
ち
ゅ
う

地
中
＝
地
の
中
。

ふ
ん
え
ん

噴
烟
＝
噴
出
す
る
煙
り
。

り
ゅ
う
き

硫
氣
＝
硫
黄
の
気
。

ぜ
ん喘

＝
あ
え喘

ぐ
。

け
い憩

＝
休
憩
、
憩
う
。

み
ど
き

未
時
＝
今
の
午
後
二
時
頃
。

い
ち
じ
ょ
う
い
ん

一
乘
院
＝
院
の
名
。

ぼ
く撲

＝
殴
る
、
叩
く
、
打
つ
。

せ
き
こ
う

石
矼
＝
石
橋
、
水
中
の
飛
び
石
。

さ
ん
ず

三
途

お
お
か
わ

大
河
＝
死
者
が
冥
土
え
行
く
途
中
、
死
出
の
山
を
越
え
て
か
ら
渡
る
川
、
善
人
は
橋
を
、

軽
い
罪
人
は
浅
瀬
を
、
悪
人
は
深
い
所
を
渡
る
と
云
う
。

む
み
ょ
う
は
し

無
明
橋
＝
善
人
は
橋
を
渡
る
。

る
い
る
い々

＝
ご
ろ
ご
ろ
と
折
り
重
な
る
よ
う
に
辺
り
一
面
に
。

け
ん
げ
き

劔
戟
＝
剣
と
枝
の
あ
る
鉾
。

こ
う矼
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＝
石
橋
、
水
中
の
飛
び
石
。

け
ん
ざ
ん

劍
山
＝
山
の
名
。

ら
ん藍

＝
あ
い藍

、
蓼
科
の
一
年
生
草
、
青
色
の
染
料
を
と
る
。

し
ゅ
か

酒
家
＝
飲
み
屋
。

さ
く
ほ

酢
舗
＝
寿
司
屋
。

げ
き
し
ょ
う

牆
＝
同
じ
垣
の
中
で
争
う
、
内
輪

も
め
、
兄
弟
喧
嘩
。

え
ん
せ
い

烟
勢
＝
煙
の
勢
い
。

し熾
＝
熾
烈
、
盛
ん
に
。

て
ん
ぜ
ん

輾
然
＝
巡
る
、
廻
る
、
反
転
、
軋
る
。

か
ん
い
ん

姦
淫
＝
男
女
の
淫
ら
な
行
い
。

き
ゃ
く
し
ゃ

客
舎
＝
旅
館
。

し
ゃ
ぜ
ん

舎
前
＝
旅
館
の
前
。

よ
く
ひ

浴
罷
＝
浴
び
る
の
を
止
め
る
、
中
止
。

は
い杯

＝
盃
、
酒
を
呑
む
。

さ
か
び
ん

酒
瓶
＝
酒
を
入
れ
る
瓶
。

ま
き
び

薪
火
＝
薪
の
火
。

わ
ず
ら
わ

煩

さ
ず
＝
面
倒
を
か
け
ず
に
。

じ
だ
ん

自
暖
＝
自
然
に

暖
ま
る
。

か
ん
ぷ

姦
夫
＝
悪
人
、
人
の
妻
と
密
通
す
る
男
、
ま
お
と
こ
、
ま
ぶ
。

せ
っ
し
ょ
う

殺
生
＝
頃
祖
こ
と
と
生
か
す
こ
と
、
生
き
物
を
殺
す
こ
と
、
む
ご
い
こ
と
。

な
ん
ざ
ん

難
産
＝
難
し
い
お
産
。

ぼ
う
ご

妄
語
＝
出
任
せ
を
云
う
、
出
任
せ
名
言
葉
、
偽
り
を
い
う
。

し
ゅ
じ
ゅ

種
々
＝
色
々
。

め
い
も
く

名
目
＝
褒
め
称
え
る
、
名
指
し
し
て
注
目
す
る
、
物
事
の
名
称
、
こ
と
わ
ざ
、
口
実
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
ば
。

き

＝
長
い
、
丈
が
高
い
、
懇
ろ
、
至
る
、
傷
ま
し
い
。

ふ
げ
ん
だ
け

普
賢
岳
＝
山
の
名
。

き
ゃ
く
し
ゃ

客
舎
＝
旅
館
。

う
が穿

ち
＝
穴
を
開
け
る
、
掘
る
、
突
き
抜
け
る
。

さ
ん
ろ

山
路
＝
山
の
道
。

き
お
う

崎

＝

嶮
し
い
山
、
山
が
平
ら
で
な
い
。

ろ
ぼ
う

路
旁
＝
道
ば
た
。

い
べ
ん

異
弁
＝
変
わ
っ
た
花
弁
。

き
そ
う

奇
草
＝
変
わ
っ
た
草
。

ら
く
え
い

落
英
＝
花
び
ら
や
花
房
が
落
ち
る
。

ひ
ん
ぷ
ん

繽
紛
＝
乱
れ
る
、
縺
れ
る
、
過
ぎ
る
、

も
つ
れ
乱
れ
る
。

え
ん
せ
い

烟
勢
＝
煙
の
勢
い
。

あ
じ
ゃ
り

阿
闍
梨
＝
衆
僧
の
模
範
と
な
る
高
僧
、
天
台
宗
、
真
言
宗
で
僧
の
学
位
。

ざ
ん
け
い

暫
憩
＝
暫
く
の
休
憩
。

け
い

＝
渓
谷
。

ど
う
し
ゃ

導
者
＝
道
案
内
。

き
ょ
せ
き

巨
石
＝
大

き
な
石
。

そ
う
べ
ん

草
弁
＝
草
花
。

ひ
ま

被
摩
＝
分
け
る
、
砕
く
、
細
か
く
す
る
。

そ
う
そ
う々

＝
　

ひ
ち
ょ
う

飛
蝶
＝
飛
ぶ
蝶
。

し
ょ
う
り
ょ
う

少
陵

＝
小
さ
な
丘
。

ち
み

魑
魅
＝
山
や
沼
に
棲
む
と
い
う
化
け
物
、
人
面
獣
身
。

き
ょ
ご

虚
語

＝
虚
ろ
な
言
葉
。

め
ぐ循

り
＝
し
た
が
う
。

け
い渓

＝
谷
川
。

か
い
が
ん

怪
巖
＝
巨
大
な
巖
。

そ
う
そ
う

簇
々
＝
群
が
る
、
集
ま
る
、
鏃
。

ぼ
く仆

欲
す
＝
倒
れ
そ
う
。

し
ん
き

神
悸
＝
神
を
畏
れ
敬
う
。

も
く
げ
ん

目
眩
＝
目
が
眩
む
。

う
ん
そ
く

運
足
＝
歩
く
、
足
を
運
ぶ
。

ゆ愈
＝
い
よ
い
よ
。

け
ん
あ
く

嶮
悪
＝
嶮
し
く
て
悪
い
。

か
ん
こ
う

甘
香
＝
甘
い
良
い
香
り
。

し
ん
ぱ
い

心
肺
＝
心
臓
と
肺
。

て
っ徹

す
＝
透
、
沁
み
る
。

き
つ
り
つ

屹
立
＝
高
く
聳
え
立
つ
。

や
や稍

＝
少

し
、
僅
か
。

す
り
つ

股
栗
＝
足
が
震
え
て
足
が
竦
む
。

ぜ
ん
な
ん

前
難
＝
前
に
進
む
の
が
難
し
い
。

じ
ょ
う

状
＝
状
態
。

ば
り
ょ
う

馬
鬣
＝
馬
の

た
て
が
み

鬣

。
た
ん
ち

坦
地
＝
平
坦
地
。

せ
き
が
ん

石
龕
＝
石
で
作
っ
た
神
仏
を
安
置
す
る
小

箱
。

ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
ぞ
う

普
賢
菩
薩
像
＝
遍
く
衆
生
を
彩
度
す
る
菩
薩
の
像
、
白
い
象
に
乗
っ
た
姿
が
画
か
れ
て
い
る
。

あ
ん安

＝
安
置
、
安
ん
じ
る
。

が
ん龕

＝
龍
の
さ
ま
、
受
け
る
、
盛
る
、
寺
の
塔
、
神
仏

を
安
置
す
る
小
箱
。

そ
う
が
い

蒼
崖
＝
青
い
崖
。

び
ょ
う
ぶ

屏
風
＝
風
よ
け
に
用
い
る
家
具
、
室
内
の
仕
切
、
装
飾
な
ど
に
も
用
い
る
、
衝
立
。

ふ
う
が
ん

風
巖
＝
風
に
曝
さ
れ
た
岩
。

か
た
わ
ら

旁

＝
そ
ば
に
。

し
ょ
う
じ
ゅ

小
樹

＝
小
さ
な
樹
木
。

か
か懸

る
＝
下
が
る
、
懸
か
る
。

せ
ん
せ
き

泉
石
＝
泉
水
や
石
。

き
ょ

＝
　

せ
っ
か
く

石
角
＝
石
の
角
。

も
っ
こ
ん

木
根
＝
木
の
根
。

い
っ
せ
き

一
石

お
う泓

＝
石
の
窪
み
で
水
が
深
い
、
淵
。

よ
は
い

余
輩
＝
我
が
輩
。

も
じ
ゅ

茂
樹

＝
樹
木
が
茂
る
。

う
っ
そ
う
ぜ
ん

鬱
蒼
然
＝
青
々
と
茂
る
さ
ま
。

て
き
て
き

滴
々
＝
滴
る
。

か
つ渇

＝
渇
き
。

お
う泓

＝
水
が
深
い
、
淵
。

が
ん
か

巖
下
＝
巖
の
下
。

き
ょ踞

＝
蹲
る
、
し
ゃ
が
む
。

り
ょ
う

糧
＝
食
糧
。

ま
か

摩
可
＝
優
れ
る
、
大
き
い
、
多
い
。

さ
ん
ぷ
く

山
腹
＝
や
ま
の
中
腹
。

よ
う
よ
う

遥
々
＝
遥
か
に
。

か
い
ね
ん

海
粘
＝
海
の
波
が
緩
く
う
ね
る
さ
ま
。

て
ん
ぴ
ょ
う

天
飆
＝
旋
風
、
つ
む
じ
風
。

ゆ
う
こ
く

幽
谷
＝
深
山
幽
谷
、
深
い
山
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奥
の
寂
し
い
谷
。

せ
ん
が
く

仙
樂
＝
仙
人
の
音
楽
。

う
な
が

促
し
＝
催
促
。

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

飄
々

＝
風
に
吹
か
れ
て
軽
く
舞
い
上
が
る
さ
ま
。

え
ん
ろ

遠
路
＝
遠
い
道
、
遠
く
か
ら
。

け
ん嶮

＝
嶮
し
い
。

こ
う
り
だ
に

氷
谷
＝
氷
の
谷
。

し
ん
り
ん

深
林
＝
深
い
林
。

い
ん
り
ん

陰
森
＝
森
の
陰
。

に
っ
し
ょ
く

日
色
＝
太
陽
。

せ
い
り
ょ
う

清
涼
＝
涼
し
く
清
々
し
い
。

せ
き
く
つ

石
窟
＝
石
の
洞
窟
。

く
つ窟

＝
洞
窟
。

し
じ

四
時
＝
四
季
、
何
時
も
、
年
中
。

き
ん
さ
い

近
歳
＝
近
年
。

な
つ
び

夏
日
＝
夏

の
日
。

し
ゅ
く

鬻
＝
粥
、
ひ
さ
ぐ
、
売
る
。

へ
ん
か
い

片
塊
＝
塊
の
欠
片
。

さ
く索

す
＝
探
す
。

ひ膚
＝
皮
膚
。

へ
ん
し
ん

遍
身
＝
全
身
。

り
つ粟

＝
寒
気
の
た
め
肌
が
粟
立
つ
。

じ
ゅ
ゆ

樹
逾
茂
る
＝
樹
木
が
い
よ
い
よ
茂
る
。

ろ
う
か
ん

老
幹
＝
老
樹
、
大
木
の
幹
。

こ
と
う

古
藤
＝
古
く
大
き
い
藤
の
木
。

ろ
お
う

路
横
＝
道
の
横
。

く
っ
き
ょ
く

屈
曲
＝
曲
が
り
く
ね
る
。

さ
が

槎

＝
細
か
く
角
張
っ
て
突
き
出
る
。

は
ん
こ
ん

蟠
根
＝
根
が

は
び
こ

蔓
延
る
、

わ
だ
か
ま

蟠

る
。

じ
ゅ
う
お
う

縦
横
＝
縦
に
横
。

り
ゅ
う
か

龍
爪
＝
龍
の
爪
。

つ
か攫

み
＝
掴
む
、
握
る
。

か
い
せ
き

怪
石
＝
奇
怪
な
石
。

き
が
ん

詭
巖
＝
脆
い
巖
。

ら
い
ら
い

磊

＝
転
が
す
、
転
ば
す
、
石
が
ご
ろ
ご
ろ
重
な
る
さ
ま
、
心
が
広
く
小
さ

な
こ
と
に
拘
ら
な
い
さ
ま
。

や
し
ゃ

夜
又
＝
凶
悪
で
人
を
害
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
正
し
い
仏
法
を
守
護
す
る
鬼
神
。

き
ゅ
う

＝
き
ゅ
う
、
龍
の
子
で
角
が
あ
る
と
の
こ
と
。

ち

＝
み
ず
ち
、

雨
竜
、
黄
龍
、
角
の
な
い
雌
の
龍
。

こ
ひ
ょ
う

虎
豹
＝
虎
と
豹
。

が
ん
と
う

岩
頭
＝
岩
の
頂
。

そ
ん
じ
ょ
う

蹲
躡
＝
つ
く
ば
う
、
し
ゃ
が
む
、
蹲
る
、
踏
む
、
履
く
、
人
の
足
を
踏
み
付
け
る
。

き
ま
た

木
股
＝
地
名
。

け
い

＝
谷
川
。

ひ
と
う

飛
頭
＝
高
い
頭
。

ば
ん蠻

＝
野
蛮
、
蛮
人
。

き
し
ん
だ
に

鬼
神
谷
＝
谷
の
名
。

ろ
う
か
い

老
槐
＝
老
樹
の

え
ん
じ
ゅ

槐

、
豆
科
の
落
葉
高
木
、
家
具
器
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

う
つ
ぜ
ん

鬱
然
＝
鬱
蒼
と
。

さ
え
ぎ

遮
る
＝

遮
断
。

く
に
み
だ
け

國
観
岳
＝
山
名
。

せ
き
じ
ゅ
ん

石
筍
＝
鍾
乳
石
が
堆
石
し
て
筍
状
に
な
っ
た
も
の
。

の
せ載

る
＝
積
載
。

か
て
ゃ
ん

葛
攀
＝
葛
に
よ
じ
登
る
。

が
ん
じ
ょ
う

岩
躡
＝
岩
を
踏
み
つ
け
る
。

ぜ
ん
ぜ
ん

喘
々
＝
喘
ぎ
喘
ぎ
。

も
り
ん

茂
林

＝
茂
っ
た
林
。

て
ん
ぐ

天
狗
＝
星
が
地
上
に
落
ち
て
居
ぬ
の
形
に
な
り
、
炎
を
上
げ
る
み
の
、
隕
石
か
ら
想
像
さ
れ
た
怪
物
、
國
、
人
の
形
を
し
て
居
り
、
鼻
が
長
く
、
空
中
を
自
由
に
飛

ぶ
怪
物
。

す棲
む
＝
棲
息
。

す
う
よ
う

皺
洋
＝
海
の
波
の
う
ね
る
さ
ま
が
皺
の
よ
う
に
見
え
る
。

ふ
は
ん

布
帆
＝
帆
掛
け
舟
。

て
ん
ぱ
く

點
白
＝
点
々
と
白
く
。

ふ
う
け
い

風
景
＝
風
俗
と
景
色
。

せ
い
そ
う

清
爽
＝
爽
や
か
で
清
い
。

こ
う
じ
つ

紅
日
＝
太
陽
。

つ摘
む
＝
採
る
。

せ
ん
り
ゅ
う

扇
笠
＝
扇
と
笠
。

わ
ず
ら
わ

煩

さ
ず
＝
面
倒
を
掛
け
ず
。

み
ょ
う
け
ん
ぞ
う

妙
見
像
＝
国
土
を
守
り
、
苦
悩
を
除
き
、
諸
願
を
叶
え
さ
せ
る
佛
の
像
。

み
ょ
う
け
ん
だ
け

妙
見
岳
＝
山
名
。

ご
じ

午
時

＝
昼
時
。

き
ゃ
く
し
ゃ

客
舎
＝
旅
館
。

お
し脚

＝
足
。

え
り
か
ぶ

襟
被
り
＝
襟
に
首
を
埋
め
。

が臥
＝
横
臥
、
寝
る
。

い
ち
ゅ
う

異
蟲
＝
変
わ
っ
た
虫
。

お
く
ご

屋
後
＝
家
の
後
ろ
。

せ
い
り
ょ
う

清
涼
＝
涼
し
く
清
々
し
い
。

か
ん
か
ん
ぜ
み

寒
々
蝉
＝
蝉
の

名
。

せ
み蝉
し
ょ
く

屬
＝
蝉
の
仲
間
、
親
類
。

つ衝
き
＝
強
行
。

と
う

途
迂
＝
回
り
道
。

あ
ゆ
か
え

鮎
返
し
＝
魚
切
、
鮎
の
遡
上
の
限
界
。

ば
く
ふ

瀑
布
＝
滝
。

み觀
る
＝
視
る
。

こ
ん
こ
く

昏
黒
＝
黄
昏
が
暗
く
。
酒

こ沽
＝
酒
を
買

う
。

せ
ん
げ
き

鮮
撃
＝
刺
身
や
な
ま
す
を
食
べ
る
。

じ侍
す
＝
侍
る
。

み
そ
か

晦
日
＝
月
末
。

さ
ん
し
ょ
う
く

三
勝
区
＝
三
つ
の
名
勝
区
。

あ
そ

阿
蘇
＝
山
名
。

う
み
の
な
か
み
ち

海
中
道
＝
福
岡
市
東
区
。

お
ん
だ
け

温
岳
＝
雲
仙
。

ゆ
う
す
い

幽
邃
＝
奥
深
く

寂
し
い
幽
玄
。

せ
ん
り

千
里
＝
人
名
。

ぶ
ん
や

文
哉
＝
人
名
。

せ
い清

＝
清
々
し
い
。

れ
い麗

＝
麗
ら
か
な
。

た
と
え

譬
る
＝
譬
え
る
。

よ
う
み
ょ
う

幼
妙
＝
若
々
し
い
。

し
ょ
じ
ょ

處
女
＝
乙
女
。

そ
う
ふ

壮
夫
＝
壮
年
の
男
。

こ
う
し
ゅ
う

高
秀
＝
高
く

秀
で
る
。

ゆ
う幽

＝
幽
か
な
。

せ
ん
や
く

仙
藥
＝
仙
人
の
薬
、
霊
薬
。

か
じ
ゅ

嘉
樹
＝
良
い
樹
木
。

ち
ょ
う
せ
い

長
生
＝
長
生
き
。

し
ゅ
う

脩
＝
修
め
る
。

よ
ろ
し

宜
く
＝
良
い
。

ひ
と
ん

肥
遯
＝
逃
れ
る
、
隠
れ
る
、
去
る
、
逃
げ
る
。

い噫
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＝
感
嘆
詞
。

き
ょ
ゆ
う

許
由
＝
中
国
古
伝
説
中
の
隠
者
、
天
子
の
尭
が
位
を
譲
ろ
う
と
し
た
の
を
断
り
、
身
を
か
く
し
た
。

か
い
し
ん

會
心
＝
　
＝
心
の
中
で
覚
る
、
心
に
適
う
、

き
ざ
ん

箕
山
＝
　
　

は
く
い

伯
夷
＝

舜
の
時
代
に
礼
を
司
取
っ
た
人
。

し
ゅ
よ
う

首
陽
＝

は
く
い

伯
夷
が
武
王
を
諫
め
た
が
聴
き
入
れ
ら
れ
ず
、

し
ゅ
よ
う

首
陽
山
に
行
っ
て
餓
死
し
た
。

は
く
よ
う

伯
陽
＝
老
子
の
別
名
。

か
い
け
い

會
稽
＝
山
名
、
春
秋
時
代
に
越
王

が
呉
王
に

か
い
け
い

會
稽
山
で
破
れ
た
故
事
。

し
こ
う

四
皓
＝
東
園
公
、
角
里
先
生
、
綺
里
季
、
夏
黄
公
の
四
人
の
老
人
、
秦
末
の
乱
を
避
け
て
商
山
に
隠
れ
た
が
、
高
祖
が
太
子
を
廃
位
し
ょ
う
と

し
た
と
き
、
張
良
の
招
き
に
よ
り
太
子
を
補
佐
板
の
で
、
高
祖
は
廃
位
を
諦
め
た
。

し
ょ
う
ざ
ん

商
山
＝
山
名
、

し
こ
う

四
皓
の
隠
れ
た
所
。

し
ゃ
あ
ん

謝
安
＝
晉
の
名
臣
、
字
は
安
石
、
武
帝
の
時
建
昌
縣
公

に
封
じ
ら
れ
た
。

と
う
ざ
ん

東
山
＝
晉
の

し
ゃ
あ
ん

謝
安
が
隠
れ
た
山
。

し
ば
く

思

＝
遥
か
に
遠
い
思
い
。

た
い
は
く
ざ
ん

太
白
山
＝
山
名
。

と
な
ん

圖
南
＝
大
事
業
を
企
て
る
た
と
え
、
鵬
と
い
う
お
お
き
な
鳥
が
翼
を
羽
ば
た
い

て
九
万
里
も
空
高
く
舞
い
上
が
り
、
南
の
海
に
飛
ぼ
う
と
し
た
た
と
え
話
。

か
だ
け

華
岳
＝
山
名
。

し
ゅ
こ
う
て
い

朱
栲
亭
＝
亭
名
。

ぶ
い

武
夷
＝
武
帝
。

し
ゅ
う

脩
＝
修
め
る
。

せ
い
け
つ

清
潔
＝
潔
く
清
々
し
い
。

こ
う
し
ょ
う

高
尚
＝

上
品
。

び
ろ
く

微
祿
＝
小
禄
。

じ
ょ
く

辱
＝
屈
辱
、
恥
ず
か
し
い
。

ひ稗
＝
補
う
、
益
、
布
を
継
ぎ
足
す
。

け
つ
ぜ
ん

決
然
＝
き
っ
ぱ
り
と
。

い
た
ず
ら

徒

に
＝
漫
然
と
。

ざ
ん
き

慚
愧
＝
恥
じ
る
。

こ
う
け
い

光
景
＝
有
様
、
状
態
。

い
た傷

み
＝
悲
し
む
。

ま復
た
＝

か復
え
る
、
又
。
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２
１
　

衆
芳
亭
記

南
竹
十
数
竿
繞
屋
而
蕭
然
者
永
野
實
耶
衆
芳
亭
也
予
之
游
天
草
也
一
日
過
實

撃
鮮
置
酒
属
亭
記
於
余
々
問
其
所
以
名
曰
桃
李
牡
丹
之

夭
艶
梅
花
水
仙
之
清
潔
凡
小
薦
異
葩
之
不
知
名
遍
種
多
養
以
求
唯
是
売
花
翁
郭

之
事
而
吾
衆
芳
非
此
之
謂
也
春
日
之
遅
々
春
服
既

成
携
童
子
提
酒
壺
出
亭
游
山
之
阿
爛
者
吾
芳
也
水
之
浜

者
吾
芳
也
池
塘
之
烟
巌
角
之
雲
莫
往
而
非
吾
芳
也
対
芳
而
酌
々
而
歌
酔
而
臥

覚
而
帰
行
無
牽
止
無
尼
唯
吾
耶
欲
余
於
是
喟
然
曰
奇
哉
亭
也
王
侯
貴
人
其
國
万
乗
其
対
封
万
戸
可
謂
大
矣
然
而
日
座
深
宮
穆
々
如
也
言

則
左
史
動
則
右
史
出
則
従
者
護
車
絡
繹
塞
路
雖
欲
窮
山
阿
経
水
浜
縦
観
芳
如
實
耶
得
乎
獨
實
耶
主
掌
大
之
園
能
有
天
地
間
衆
芳
較
諸
彼

孰
失
吾
今
而
知
求
富
貴
之
為
惑
矣
噫
實
耶
真
所
謂
与
造
物
游
者
吾
願
与
焉
乃
挙
觴
而
歌
曰

逢
此
春
日
之
遅
々
兮
、
今
吾
不
樂
兮
負
芳
菲
、
踏
彼
芳
草
之
青
々
兮
、
与
子
携
手
兮
歌
而
帰

釈
文

し
ゅ
う
ほ
う
て
い
き

衆
芳
亭
記
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南
竹
十
数

か
ん竿
お
く屋

を
め
ぐ繞

り
て

し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然
（
物
寂
し
く
）
、
永
野
實
耶
の

し
ゅ
う
ほ
う
て
い

衆
芳
亭
な
り
、
予
は

あ
ま
く
さ

天
草
に

あ
そ游

び
、
一
日
こ
こ
に
過
す
實

耶
、

げ
き
せ
ん

撃
鮮

お
き
ざ
け

置
酒
（
鮮
魚
と
酒
を
準
備
し
て
）

以
て
成
す
、
此
の

し
ゅ
う
ほ
う
て
い

衆
芳
亭
に

ぞ
く属

し
て
記
す
。

余
は
其
の
名
す
る
所
に
つ
い
て
問
い
に
曰
う
、

と
う
り

桃
李

ぼ
た
ん

牡
丹
の

よ
う
え
ん

夭
艶

ば
い
か

梅
花

す
い
せ
ん

水
仙
の

せ
い
け
つ

清
潔
の
外
の
小

は葩
異

は葩
こ
れ
名
知
ら

ず
、

あ
ｍ遍

ね
く

う種
え
多
く
養
い
以
て
、

む
く唯

い
る
を
求
め
て
に
の
花
う
売
る
、

お
き
な

翁
の

か
く
た
く
だ

郭

（
植
木
の
名
人
、
駱
駝
の
よ
う
に
腰
が
ま
が

っ
て
る
の
で
云
う
）

の
事
を
吾
（
親
愛
の
意
を
籠
め
て
云
う
）

が
し
ゅ
う
ほ
う
て
い

衆
芳
亭
と
之
れ

い謂
う
に
非
ず
、
春
の
日

ち
ち

遅
々
春
の
服
既
に

た
ず
さ

携
え
成
す

ど
う
じ

童
子
（
子
供
）

が
さ
け
つ
ぼ

酒
壺
を

さ提
げ
て
亭
を
出
て
、

あ
ら
ん

阿
爛
（
寺
の
こ
と
）

に
ゆ
ざ
ん

游
山
（
遊
ぶ
こ
と
）

是
れ
吾
が

か
ん芳

ば
し
き
な
り
、
水
の

き
し浜

が

玉
の
光
り
の
よ
う
に

さ
ん

（
輝
く
）

吾
が

か
ん芳

ば
し
き
な
り
、

ち
と
う

池
塘
（
堤
）

の
い
わ
か
ど

巌
角
こ
れ
雲
に

け
む烟

り
る
、
往
く

な
か莫

れ
か
ん芳

ば
し
き
に
、

対
し
て
酒
を
酌
み
酔
い
て
歌
い
、

が臥
し
て
覚
め
帰
り
行
く

さ
が牽

し
止
め
る
無
く
、

ち
か
ず

尼
く
無
く
唯
だ
吾
が
實
耶
余
は
是
れ

き
ぜ
ん

喟
然
（
嘆
息
、
感
心
す
る
）

せ
ん
と

ほ
っ欲

す
曰
う

き奇
な
る
か
な
亭
な
り
、

お
う
こ
う

王
侯

き
じ
ん

貴
人
其
の
國

ば
ん
じ
ょ
う

万
乗
（
一
万
台
の
兵
車
を
徴
発
し
て
領
有
で
き
る

領
土
の
君
主
）

其
の

ま
ん
こ

万
戸
を

ふ
う封

ず
る
こ
と
を

い謂
う
可
し
こ
大
な
り
、
然
る
に
日
に
座
す

し
ん
き
ゅ
う

深
宮
（
奥
深
い
宮
殿
）

ぼ
く
ぼ
く

穆
々
（
恭
し
く
）

の

如
し
、

こ
と
ば

言
に
則
ち

さ
し

左
史
が
動
き
則
ち

う
し

右
史
が

い出
で
て
車
を

ま
も護

る
に
従
い
、

ら
く
え
き

絡
繹
路
を
塞
ぎ
（
左
史
は
天
子
の
行
動
の
記
録
係
り
右
史

は
天
子
の
発
言
の
記
録
係
り
が
天
子
の
乗
っ
た
車
を
護
り
人
や
馬
の
行
列
が
続
い
て
路
を
塞
ぐ
）
、
山
の
果
て
ま
で
河
を
経
る
そ
の

す
い
ひ
ん

水
浜
に
縦
い
観
る
よ
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う
な
芳
し
き
如
く
で
あ
る
、
獨
り
實
耶

し
ゅ
し
ょ
う

主
掌
（
一
人
で
支
配
す
る
）

の
の
大
い
な
る
園

よ能
く
、

て
ん
ち

天
地
の
間
に
有
し

し
ゅ
う
ほ
う

衆
芳
諸
、

ひ彼
じ
ゅ
く

孰
と
く得
じ
ゅ
く

孰
し
つ失

に
較
べ
て
吾
れ
今
に
し
て
知
る

ふ
う
き

富
貴
を
求
め
る
を
為
す

ま
ど惑

う
、

あ
あ噫

、
實
耶

ま
こ
と

真
の
所

い謂
う
、
万
物
を
創

造
す
る
神
は
游
者
と
吾
が
願
い

い
ず
く

焉
ん
ぞ
、
乃
ち

さ
か
ず
き

觴

を
あ挙

げ
て
歌
っ
て
曰
う
。

逢
此
春
日
之
遅
々
兮

此
れ

あ逢
う
春
の
日
　

ち
ち

遅
々
た
り

今
吾
不
樂
兮
負
芳
菲

今
　
吾
れ
樂
し
ま
ず
し
て

ほ
う
ひ

芳
菲
に

そ
む負

く

踏
彼
芳
草
之
青
々
兮

彼
の

ほ
う
そ
う

芳
草
の
こ
れ

せ
い
せ
い

青
々
た
る
を

ふ踏
む
を

与
子
携
手
兮
歌
而
帰

し子
と
手
を

た
ず
さ

携
え
て
歌
っ
て
帰
ら
ん

書
釈
　

し
ゅ
う
ほ
う
て
い
き

衆
芳
亭
記
＝
亭
の
名
の
由
来
。

か
ん竿

＝
竿
、
竹
。

お
く屋

＝
家
。

め
ぐ繞

る
＝
巡
る
、
周
り
を
取
り
巻
く
、
廻
り
。

し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然
＝
物
寂
し
い
さ
ま
。
永
野
＝
姓
。
實
耶
＝
名
。

し
ゅ
う
ほ
う
て
い

衆
芳
亭
＝

亭
の
名
。

あ
ま
く
さ

天
草
＝

あ
そ游

ぶ
＝
訪
れ
る
、
旅
、
行
く
。

げ
き
せ
ん

撃
鮮
＝
新
鮮
な
魚
を
食
べ
る
。

お
き
さ
け

置
酒
＝
買
っ
た
酒
。

し
ょ
く

属
＝
依
頼
、
頼
ま
れ
る
、
委
嘱
。

て
い
き

亭
記
＝
亭
の
記
事
、
亭
の
謂
わ
れ
。

い
わ曰

く
＝
云
う
、
述
べ
る
。

と
う
り

桃
李
＝
桃
と
ス
モ
モ
、
自
分
が
引
き
立
て
た
り
推
薦
し
た
り
し
た
者
、
そ
の
よ
う
に
さ
れ
た
立
派
な
人
物
、
門
人
、
桃
李
を
植
え
れ
ば
夏
に
木
陰
で
休
み
秋

に
実
を
食
べ
る
事
が
出
来
る
と
い
う
古
語
に
元
図
区
、
桃
や
李
は
別
に
口
を
き
て
人
を
招
く
こ
と
は
し
な
い
が
、
よ
い
花
や
実
が
あ
る
か
ら
、
に
ん
が
争
っ
て
来
て
、
そ
の
下
に
自
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然
に
道
が
出
来
る
、
徳
の
あ
る
人
に
は
自
然
に
人
が
心
服
す
る
た
と
え
。

ぼ
た
ん

牡
丹
＝
花
の
名
、
深
見
草
。

よ
う
え
ん

夭
艶
＝
若
々
し
く
艶
や
か
。

ば
い
か

梅
花
＝
梅
の
花
。

す
い
せ
ん

水
仙
＝
水
中
の
仙
人
、
戦
国

時
代
の
屈
原
な
ど
、
草
花
の
名
。

せ
い
け
つ

清
潔
＝
清
ら
か
で
潔
い
。

ぼ
ん
し
ょ
う

凡
小
＝
全
て
小
さ
い
。

は葩
＝
花
。

あ
ま
ね

遍
く
＝
隅
か
ら
隅
ま
で
。

お
き
な

翁
＝
老
人
。

か
く
た
く
だ

郭

＝
植
木
の
名
人
、

か
く郭

は
姓

た
く
だ

は
ら
く
だ
、
背
が
曲
が
隆
起
し
て
作
田
に
似
て
い
る
か
ら

と
い
う
通
称
に
な
っ
た
。

し
ゅ
う
ほ
う

衆
芳
＝
香
り
を
集
め
る
の
意
。

し
ゅ
ん
じ
つ

春
日
＝
春
の
日
。

ち
ち

遅
々
＝
遅
れ
る
さ
ま
。

し
ゅ
ん
ぷ
く

春
服
＝
春

の
着
物
。

ど
う
じ

童
子
＝
童
、
子
供
。

さ
け
つ
ぼ

酒
壺
＝
酒
瓶
、
酒
を
入
れ
る
壺
。

さ提
げ
＝
提
げ
て
、
持
っ
て
。

た
ず
さ

携
え
＝
携
行
、
携
え
る
、
持
っ
て
。

ゆ
ざ
ん

游
山
＝
山
に
遊
ぶ
、
行
楽
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。

あ
ら
ん
じ
や

阿
爛
者

＝
梵
語
、
静
か
な
所
に
意
、
寺
。

ほ
う芳

＝
芳
し
い
香
り
。

さ
ん

＝
玉
の
光
る
さ
ま
、
玉
の
光
。

ち
と
う

池
塘
＝
池
の
堤
、
土
手
。

い謂
う
＝
云
う
、
述
べ
る
。
薦
め
る
＝
推
薦
。

け
む
り

烟
＝
煙
。

い
わ
か
ど

巌
角

＝
岩
角
。

な
か
れ

莫
＝
無
か
れ
、
無
い
、
夕
暮
れ
、
暮
れ
。

し
ゃ
く
し
ゃ
く

酌
々

＝
酌
を
す
る
さ
ま
。

ひ牽
き
＝
牽
引
、
引
く
。

が臥
＝
横
臥
、
寝
る
、
伏
せ
る
。

じ
つ尼

「
昵
懇
、
親
し
い
、
尼
。

や耶
＝
や
、

か
の
疑
問
。

き
ぜ
ん

喟
然
＝
嘆
く
さ
ま
。

き奇
＝
珍
し
い
、
奇
し
く
も
。

お
う
こ
う

王
侯
＝
帝
王
と
諸
侯
。

き
じ
ん

貴
人
＝
官
位
身
分
の
高
い
人
。

ば
ん
じ
ょ
う

万
乗
＝
一
万
台
の
兵
車
、
そ
の
兵
を
徴
発
す
る
こ
と
の
出

来
る
領
地
を
有
す
る
君
主
、
原
則
と
し
て
は
天
子
。

ふ
う封

＝
封
じ
る
。

ま
ん
こ

万
戸
＝
一
万
戸
。

い謂
う
＝
云
う
述
べ
る
。

し
い
き
ゅ
う

深
宮
＝
宮
殿
の
奥
深
く
。

ぼ
く
ぼ
く

穆
々
＝
態
度
の
麗
し
い
さ
ま
、
恭
し
い

さ
ま
。

さ
し

左
史
＝
昔
天
子
の
そ
ば
に
仕
え
た
記
録
係
、
左
史
は
天
子
の
行
い
を
記
し
た
。

う
し

右
史
＝
昔
天
子
の
そ
ば
に
仕
え
た
記
録
係
、
右
史
は
言
葉
を
記
し
た
。

じ
ゅ
う
し
ゃ

従
者
＝
お
付
き
の

者
。

ま
も護

る
＝
護
衛
、
守
る
。

ら
く
え
き

絡
繹
＝
人
馬
の
往
来
が
続
く
さ
ま
、
連
な
り
続
く
さ
ま
。

さ
い
ろ

塞
路
＝
路
を
塞
ぐ
。

い
え
ど
も

雖

＝
唯
、
助
字
解
説
、
確
定
の
助
字
、
け
れ
ど
も
、
仮
定
の
助
字
、

た
と
い
、
と
し
て
も
、
こ
れ
、
発
語
も
助
字
。

き
ゅ
う
ほ
っ

窮
欲
す
＝
窮
ま
る
。

さ
ん
あ

山
阿
＝
山
の
隅
。

す
い
ひ
ん

水
浜
＝
水
辺
。

じ
ゅ
う
か
ん

縦
観
＝
自
由
に
観
る
、
存
分
に
観
る
。

ほ
う芳

＝
芳
し
い
香
り
。

し
ゅ
し
ょ
う

主
掌
＝
主

に
司
る
、
代
表
支
配
人
。

だ
い
え
ん

大
園
＝
大
き
な
庭
園
、
植
物
園
、
農
園
。

よ能
く
＝
能
う
、
良
く
。

て
ん
ち

天
地
＝
天
と
地
。

し
ょ
く
ら

諸
較
べ
＝
諸
々
と
比
較
。

じ
ゅ
く

孰
＝
い
ず
れ
。

う
し
な

失
う
＝
無
く
す
る
。

ふ
う
き

富
貴

＝
富
裕
と
貴
人
。

ま
ど惑

う
＝
迷
う
、
迷
い
惑
う
。

い噫
＝
嗚
呼
、
感
嘆
詞
。

し
ん真

の
＝
本
当
の
。

ぞ
う
ぶ
つ

造
物
＝
造
物
主
の
略
、
万
物
を
創
造
す
る
神
。

あ
そ游

ぶ
＝
訪
れ
る
、
旅
、
行
く
。

と
も与

＝
共
に
。

え
ん焉

＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
、
疑
問
反
語
の
意
を
表
す
、
こ
れ
、
こ
こ
に
、
こ
れ
よ
り
、
こ
れ
に
句
末
に
用
い
る
助
字
、
か
、
や
疑
問
反
語
の
意
を
表
す
。

だ
い乃

＝
な
ん
じ
、
そ
れ
が

し
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
、
上
を
受
け
て
下
文
を
起
こ
す
助
字
、
な
ん
ぞ
、
語
調
を
整
え
る
助
字
。

さ
か
ず
き

觴

＝
杯
、
盃
。

あ挙
げ
＝
挙
げ
る
、
上
げ
る
。

し
ゅ
ん
じ
つ

春
日
＝
春
の
日
。

ち
ち

遅
々
＝
遅

い
さ
ま
。

け
い兮

＝
語
調
を
整
え
る
助
字
に
用
い
る
、
韻
文
の
句
末
、
ま
た
は
中
間
に
あ
っ
て
余
情
を
そ
え
る
、
感
嘆
を
表
す
。

た
の
し

樂
ま
ず
＝
楽
し
ま
な
い
。

ほ
う
ひ

芳
菲
＝
芳
し
い
蕪
に
似
た

根
葉
を
食
用
に
す
る
、
菲
は
薄
い
、
粗
末
な
。

ふ踏
む
＝
踏
む
、
歩
く
。

ほ
う
そ
う

芳
草
＝
芳
し
い
草
。

せ
い
せ
い

青
々
＝
青
々
と
。

し子
＝
甲
田
威
郷
。

と
も
に

与
＝
共
に
。

て
た
ず
さ

手
携
え
＝
帯
同
、
一
緒
に
。
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１
４

遊
岩
戸
記

橘
南
渓
。
西
游
記
載
。
溯
玖
麻
川
者
七
里
。
在
神
瀬
岩
戸
。
天
下
第
一
奇
處
也
。
余
在
東
肥
。
數
以
問
人
。
無
有
知
之
者
。
一
日
逢
上

村
某
。
談
及
此
。
某
云
。
吾
嘗
游
焉
。
蓋
有
距
佐
敷
三
里
餘
處
。
真
奇
處
矣
。
戌
午
秋
。
予
有
日
隅
之
行
。
因
道
佐
敷
。
遂
得
觀
岩
戸

云
。
九
月
十
有
八
日
。
晴
。
朝
發
佐
敷
。
過
金
丸
。
己
牌
。
至
神
白
木
。
山
路
崎
嶇
。
人
跡
至
少
。
午
牌
。
至
長
祖
口
。
問
津
一
老
翁
。
々

曰
。
舟
子
即
吾
。
刺
刀
渡
玖
麻
川
。
々
極
急
流
。
有
千
里
一
日
之
勢
。
翁
操

至
巧
。
絶
流
而
前
。
一
瞬
之
際
。
刀
達
岸
。
登
岸
而
左

者
數
十
歩
。
得
一
大
林
。
々
皆

楠
。
老
幹
輪

離
奇
。
鬱
葱
蓋
天
。
穿
林
而
進
。
碧
蘚
滿
地
。
如
展
青
氈
。
行
者
二
十
武
。
得
一
大

石
山
。
山
上
林
木
蔚
薈
。
旁
有
痩
樹
。
懸
焉
。
苔
蘚
被
之
。
蒼
々
然
。
下
有
一
大

。
是
為
岩
戸
。
鍾
乳
下
垂
。

然
。
有
如
乳
房

者
。
有
如
懸
瓢
者
。
有
如
蜂
房
者
。
有
如
懸
剣
者
。
有
如
垂
拳
者
。
有
如
伸
十
指
者
。
異
態
萬
状
。
愈
出
愈
奇
。
洞
中
安
一
小
祠
。
々

旁
有
二
奇
嵒
對
立
。
中
開
上
合
。
欲
合
而
不
合
。
經
嵒
間
而
入
。
洞
中
暗
黒
。
中
有
一
大
穴
。
極
深
。
臨
穴
凝
晴
。
則
十
尋
之
底
。
有

炯
然
者
。
蓋
水
也
。
滴
露
如
雨
。
循
乳
石
而
下
。
落
深
穴
中
。
鏗
然
成
琴
瑟
聲
。
餘
韻
隱
々
滿
洞
中
。
如
雲
門
咸
池
一
時
並
起
。
余
聽

而
樂
之
。
坐
石
上
者
久
之
。
取
筆
題
名
石
上
而
出
。
則
夕
陽
在
山
。
小
鳥
數
十
。
遥
悲
鳴
于
山
上
林
木
之
際
。
余
疑
一
足
鳥
也
。
偶
逢
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賽
祠
者
。
問
之
。
果
然
。
或
曰
。
是
鳥
一
足
也
。
故
以
為
名
。
或
曰
。
否
。
其
一
短
而
小
。
有
如
亡
。
故
名
焉
。
噫
。
是
山
也
。
以
在

深
山
之
中
。
僻
郷
之
間
。
其
奇
如
此
。
而
土
人
猶
有
不
之
知
者
。
有
類
乎
岩
穴
之
士
不
得
時
者
。
記
之
者
。
傷
好
山
而
無
知
者
也
。

釈
文

い
わ
と

岩
戸
に
遊
び
記
す

き
つ
な
ん

橘
南
の

け
い渓

に
せ
い
ゆ
う

西
游
し
て

き
さ
い

記
載
す
る
。

く
ま
が
わ

玖
麻
川
を

さ
か
の
ぼ

溯

る
そ
れ
七
里
に
し
て

こ
う
の
せ

神
瀬

い
わ
と

岩
戸
が
在
り
。
天
下
第
一
の
奇
處
な
り
。

余
は

ち
う
ひ

東
肥
に
在
り
て
。
數
を
以
て
人
に
問
う
。
之
れ
を
知
る
者
有
る
無
し
。
一
日
上
村
某
に
逢
う
。
此
の
談
に
及
び
某

は
云
う
。
吾
れ
嘗
っ
て

あ
そ游

ぶ
。
蓋
し

さ
じ
き

佐
敷
は

へ
だ距

つ
有
り
三
里
餘
の
處
に
真
に

き
し
ょ

奇
處
な
り
。

ぼ
ご

戌
午
の
秋
。
予
は

に
ち
ぐ
う

日
隅
に
之

れ
行
く
有
り
。
因
に

さ
じ
き

佐
敷
の
道
を
遂
に

い
わ
と

岩
戸
を
觀
る
を
得
て
云
う
。
九
月
十
有
八
日
。
晴
。
朝

さ
じ
き

佐
敷
を
發
つ
。
金
丸
を

過
り
て
己
に

は
い牌

は
神
白
木
に
至
る
。

さ
ん
ろ

山
路
は

き
く

崎
嶇
に
し
て
人
跡
は
至
り
て
少
し
。

ご
は
い

午
牌
。
長
祖
口
に
至
る
。

つ津
の
一
老

に
問
う
。
翁
曰
く
。

ふ
な
こ

舟
子
は
即
ち
吾
れ
。
刀
を
刺
し

く
ま
が
わ

玖
麻
川
を
渡
る
。
川
は
極
て
急
流
に
し
て
千
里
一
日
の
勢
が
有
り
。

翁
の
操
る

こ
う

は
至
り
て
巧
に

ぜ
つ
り
ゅ
う

絶
流
を
而
て
前
に
。
一
瞬
の
際
に
刀
は
岸
に
達
す
。
岸
に
登
り
而
て
左
に
そ
れ
數
十
歩
。
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一
大
林
を
得
る
。
林
は
皆

こ
う
な
ん楠

な
り

ろ
う
か
ん

老
幹
の

り
ん
き
ん

輪

は
り
き

離
奇
に
し
て

う
っ
そ
う

鬱
葱
と
天
を

お
お蓋

う
。
林
を

う
が穿

ち
而
て
進
む
。

へ
き
せ
ん

碧
蘚
は

地
に
滿
ち
て

せ
い
せ
ん

青
氈
を

ひ
ろ
げ

展
る
が
如
し
。
行
く
そ
れ
二
十
武
。
一
大
石
山
を
得
る
。
山
上
の
林
木
は

う
つ
わ
い

蔚
薈
た
り
旁
に

そ
う
じ
ゅ

痩
樹

が
有
り
。
懸
る

た
い
せ
ん

苔
蘚
は
之
れ
を
被
る
。

そ
う
そ
う
ぜ
ん

蒼
々
然
と
し
て
下
に
一
大

ど
う

が
有
り
。
是
れ

い
わ
と

岩
戸
と
為
す
。

し
ょ
う
に
ゅ
う

鍾
乳

が
垂
れ
下

り
。

る
い
る
い
ぜ
ん然

と
し
て

に
ゅ
う
ぼ
う

乳
房
の
如
き
そ
れ
有
り
。

ひ
ょ
う

瓢
の
懸
る
如
き
そ
れ
有
り
。

ほ
う
ぼ
う

蜂
房
の
如
き
そ
れ
有
り
。
剣
の
懸
る
如

き
そ
れ
有
り
。

す
い
け
ん

垂
拳
の
如
き
そ
れ
有
り
。

じ
っ
し

十
指
を
伸
す
そ
れ
如
き
有
り
。

い
た
い

異
態
は

ば
ん
じ
ょ
う

萬
状
に
し
て

い
よ愈

い
よ
出
で

い
よ愈

い
よ

き奇

な
り
。
洞
中
に
一

し
ょ
う
し

小
祠
を

あ
ん安

じ
。

ほ
こ
ら

祠
の
旁
ら
に
二
つ
の

き奇
が
ん嵒

が
有
り

た
い
り
つ

對
立
し
て
中
を
開
け
上
を
合
す
。
合
す
を
欲
す

も
而
て
合
は
ず
。

が
ん
か
ん

嵒
間
を

へ經
て
而
て
入
る
。

ど
う
ち
ゅ
う

洞
中
は

あ
ん
こ
く

暗
黒
に
し
て
。
中
に
一
大
穴
が
有
り
。
極
め
て
深
し
。
穴
に
臨

み
眼
を

こ
ら凝

す
。
則
ち

と
ひ
ろ

十
尋
の
底
な
り

け
い
ぜ
ん

炯
然
と
し
て
そ
れ
有
り
。

け
だ蓋

し
水
な
り
。
滴
る
露
は
雨
の
如
し
。

に
ゅ
う
せ
き

乳
石

め
ぐ循

り
而

て
下
る
。
深
穴
の
中
に
落
す
。

こ
う
ぜ
ん

鏗
然
と

き
ん
し
つ

琴
瑟
の
聲
が
成
り
。

よ
い
ん

餘
韻
は

い
ん
い
ん

隱
々
と
し
て

ど
う
ち
ゅ
う

洞
中
に
滿
ち
る
。

う
ん
も
ん

雲
門

か
ん
ち

咸
池
が
一

時
に
並
び
起
る
が
如
し
。
余
は
聽
き
而
て
之
れ
を
樂
む
。
石
上
に
坐
す
そ
れ
之
れ
久
し
。
筆
を
取
り
て
名
を
石
上
に
題

し
而
て
出
る
。
則
ち

せ
き
よ
う

夕
陽
は
山
に
在
り
。
小
鳥
が
數
十
と
遥
か
に
鳴
く
山
上
の
林
木
の
際
に
悲
し
や
。
余
は
疑
う
一
足

の
鳥
な
り
。

た
ま偶

た
ま

し
さ
い

祠
賽
に
逢
う
そ
れ
之
れ
を
問
う
。

か
ぜ
ん

果
然
。
或
は
曰
く
。
是
れ
鳥
は
一
足
な
り
。
故
に
以
て
名
を
為
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す
。
或
は
曰
く
。
否
。
其
の
一
短
は
而
て
小
に
し
て
亡
う
如
き
有
り
。
故
に
名
を

あ噫
あ
。
是
れ
山
な
り
。

し
ん
ざ
ん

深
山
の
中
に

在
り
以
て

へ
き
き
ょ
う

僻
郷
の
間
に
其
の

き奇
は
此
の
如
し
。
而
て
土
人
は

な猶
お
之
れ
を
知
ら
ず
者
有
り
。

が
ん
け
つ

岩
穴
の
士
は
時
を
得
ず

そ
れ

る
い類

す
有
り
。
之
れ
を
記
す
そ
れ
。
山
を
好
み
而
て
知
る
そ
れ
無
く

い
た傷

む
な
り
。

語
釈
　

ゆ
う遊

旅
す
る
。

い
わ
と
き

岩
戸
記
＝
岩
戸
の
記
事
。

き
つ
な
ん

橘
南
＝
蜜
柑
の
採
れ
る
南
。

け
い渓

＝
渓
谷
。

せ
い
ゆ
う

西
游
＝
西
方
に
旅
す
る
。

き
さ
い

記
載
＝
記
し
載
せ
る
。

く
ま
が
わ

玖
麻
川
＝
熊
本
県
八
代
港
の
河
口

よ
り

さ
か
の
ぼ

溯

り
市
房
ダ
ム
に
至
る
。
遡
上
＝
流
れ
の
逆
に
上
る
。

か
み
せ

神
瀬

い
わ
と

岩
戸
＝
熊
本
県
、

く
ま
が
わ

玖
麻
川
沿
い
。

と
う
ひ

東
肥
＝
東
肥
後
。

ゆ
う游

＝
旅
す
る
。

さ
ぎ
き

佐
敷
＝
熊
本
県
芦
北
町
。

き
し
ょ

奇
處
＝
珍
し
い
、

不
思
議
な
所
。

ぼ
ご

戌
午
＝
安
政
五
年
、
一
八
五
八
。

に
ち
ぐ
う

日
隅
＝
日
向
國
、
大
隅
國
。

は
い牌

＝
名
札
、
表
札
、
門
に
功
績
を
記
し
た
札
、
門
。

さ
ん
ろ

山
路
＝
山
道
。

き
く

崎
嶇
＝
山
路
が
平
ら
で
な
く
嶮

し
い
、
山
が
嶮
し
い
。

ご
は
い

午
牌
＝
牌
を
後
に
し
て
、
門
を
後
に
し
て
。

つ津
＝
港
、
船
着
き
場
。

ふ
な
こ

舟
子
＝
船
頭
。

こ
う

＝
竿
、
舟
竿
、
舟
を
押
し
進
め
る
竿
。

ぜ
つ
り
ゅ
う

絶
流
＝
激
流
。

こ
う

＝
ニ
レ

の
木
。

な
ん楠

＝
楠
。

ろ
う
か
ん

老
幹
＝
年
代
も
の
の
木
の
幹
。

り
ん
き
ん

輪

＝
曲
が
り
く
ね
る
さ
ま
。

り
き

離
奇
＝
抜
け
出
て
、
連
な
り
つ
き
珍
し
い
不
思
議
。

う
っ
そ
う

鬱
葱
＝
青
々
と
茂
る
さ
ま
。

お
お蓋

う
＝
塞
ぐ
、

覆
い
、
被
せ
る
。

う
が穿

ち
＝
あ
な
を
明
け
る
、
穿
孔
。

へ
き
せ
ん

碧
蘚
＝
青
い
苔
。

せ
い
せ
ん

青
氈
＝
青
い
毛
氈
、
青
い
敷
物
。

ひ
ろ
げ

展
る
＝
広
げ
る
。

う
つ
わ
い

蔚
薈
＝
草
木
の
茂
る
さ
ま
、
雲
の
盛
ん
に
湧
く
さ
ま
。

そ
う
じ
ゅ

痩
樹
＝
痩
せ
た
樹
木
。

た
い
せ
ん

苔
蘚
＝
苔
。

そ
う
そ
う
ぜ
ん

蒼
々
然
＝
青
々
と
し
た
さ
ま
。

ど
う

＝
山
の
洞
窟
。

し
ょ
う
に
ゅ
う

鍾
乳

＝
鍾
乳
洞
。

る
い
る
い
ぜ
ん然

＝
石
や
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
と
重
な
り
合
っ
て
る
さ
ま
。

に
ゅ
う
ぼ
う

乳
房
＝

乳
房
。

ひ
ょ
う

瓢
＝
瓢
箪
。

ほ
う
ぼ
う

蜂
房
＝
蜂
の
巣
。

す
い
け
ん

垂
拳
＝
拳
を
垂
れ
る
。

じ
っ
し

十
指
＝
両
手
の
指
。

い
た
い

異
態
＝
変
わ
っ
た
さ
ま
、
異
な
る
さ
ま
。

ゆ愈
＝
い
よ
い
よ
。

き奇
＝
珍
し
く
、
不
思
議
な
。

し
ょ
う
し

小
祠

＝
小
さ
な
祠
。

あ
ん安

＝
安
置
。

し
ぼ
う

祠
旁
＝
祠
の
傍
ら
。

き奇
が
ん嵒

＝
珍
し
く
不
思
議
な
岩
。

が
ん嵒

＝
山
に
あ
る
大
き
な
岩
、
岩
、
巌
。

た
い
り
つ

對
立
＝
対
に
立
つ
、
向
か
い
合
っ
て
立
つ
。

が
ん
か
ん

嵒
間
＝
岩
の

間
。

へ經
＝
経
る
、
経
て
。

ど
う
ち
ゅ
う

洞
中
＝
洞
の
中
。

あ
ん
こ
く

暗
黒
＝
真
っ
暗
。

じ
ゅ
う
じ
ん

十
尋
＝

と
ひ
ろ

十
尋
、
尋
は
約
七
尺
。

け
い
ぜ
ん

炯
然
＝
光
の
明
か
な
さ
ま
、
く
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

け
だ
し

蓋
＝
思
う
に
。

に
ゅ
う
せ
き

乳
石
＝

鍾
乳
石
。

め
ぐ循

り
＝
巡
り
。

け
ん
ぜ
ん

鏗
然
＝
鐘
を
つ
く
音
、
か
ん
か
ん
と
し
た
音
。

き
ん
し
つ

琴
瑟
＝
琴
と
大
琴
、
静
か
。

よ
い
ん

餘
韻
＝
鐘
な
ど
を
つ
い
た
と
き
に
、
後
に
残
る
響
き
。

い
ん
い
ん

隱
々
＝
憂
え
る
さ
な
、
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傷
む
さ
ま
、
幽
か
で
は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま
、
寂
し
い
さ
ま
。

せ
き
よ
う

夕
陽
＝

ゆ
う
ひ

夕
陽
、
夕
日
。

ぐ
う偶

＝
偶
然
。

し
さ
い

祠
賽
＝
お
祭
り
で
、
参
詣
人
、
参
拝
者
。

か
ぜ
ん

果
然
＝
果
た
し
て
。

し
ん
ざ
ん

深
山
＝
深
山
、

深
い
山
。

う
ん
も
ん

雲
門
＝
黄
帝
の
と
き
作
ら
れ
た
と
い
う
音
楽
の
名
。

か
ん
ち

咸
池
＝
神
話
で
、
太
陽
が
水
浴
す
る
と
い
う
天
上
の
池
、
黄
帝
が
作
っ
た
音
楽
の
名
。

へ
き
き
ょ
う

僻
郷
＝
僻
村
、
僻
地
。

が
ん
け
つ

岩
穴

＝
岩
穴
。

こ
う
ざ
ん

好
山
＝
山
を
好
む
良
い
山
。

い
た傷

む
＝
哀
し
む
、
悲
し
む
。

る
い類

＝
た
ぐ
い
、
同
類
。
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２
３
　

游
行
縢
記

戊
午
冬
某
日
南
子
游
延
岡
逆
旅
主
人
有
米
顛
癖
出
一
奇
石
示
余
曰
此
石
似
行
縢
瀑
布
吾
邑
勝
景
行
縢
為
最
瀑
布
高
数
十

尋
廣
数
十
丈
而
純
石
為
山
々
頂
有
一
金
松
託
根
巌
間
老
幹
挺
然
而
上
者
三
尺
許
忽
然
而
折
々
而
屈
々
而
曲
枝
之
所
走
根

之
所
迸
如
龍
如

蜒
交
錯
鬱
然
蓋
大
盤
石
々
平
坦
如
砥
莓
苔
生
焉
上
下
一
碧
蒼
然
絶
塵
真
奇
絶
也
然
路
嶮
不
易
登
欲

登
之
者
非
攀
龍
角
躡
馬
鬣
不
能
不
幸
失
足
則
陥
不
測
長
為
谷
底
之
鬼
僕
之
游
行
縢
也
獲
此
石
於
渓
間
携
而
帰
朝
夕
摩

者
年
所
手
沢
着
石
自
然
生
潤
沢
矣
余
受
而
観
之
石
大
如
拳
密
質
赭
色
皺
成
折
帯
宛
乎
倪
迂
筆
法
矣
余
平
生
愛
画
山
水
最

喜
雲
林
及
目
此
石
恍
乎
神
往
蝋
屐
巳
決
矣
其
夜
原
子
齎
酒
肉
来
訪
余
於
旅
館
酒
間
談
及
行
縢
原
子
曰
僻
郷

有
佳
景
不

歴
名
士
品
題
焉
得
而
顕
哉
吾
子
幸
為
吾
一
游
而
記
之
予
唯
々
其
翌
早
起
顧
瓶
酒
猶
余
矣
乃
盛
于
瓢
掛
于
枝
飄
然
出
旅
館

則
天
己
明
矣
午
時
至
高
埜
遙
見
一
山
露
頂
於
烟
嵐
中
不
問
而
知
其
為
行
縢
也
未
得
達
其
麓
青
松
紫
楓
老
檜
枯
木
交
加
錯

雑
密
々
成
林
々
下
多
小
蹊
由
一
蹊
而
進
里
許
蹊
漸
小
落
葉
埋
蹊
々
殆
不
可
弁
余
以
為
誤
路
矣
直
出
林
而
去
又
得
一
蹊
而

進
蹊
亦
漸
小
余
以
為
亦
誤
矣
乃
脱
行
李
而
憩
石
上
忽
聞
伐
木
之
響
丁
々
出
幽
谷
余
以
為
且
行
問
樵
夫
耳
乃
尋
斤
声
而
去
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行
里
許
果
得
樵
夫
曰
第
行
無
有
岐
路
又
行
里
許
林
忽
然
而
絶
山
屹
然
而
立
瀑
布
淙
然
而
下
々
有
一
巨
石
坦
然
而
横
高
可

一
丈
長
可
三
丈
可
座
而
游
余
上
而
座
々
而
仰
則
瀑
布
自
天
来
触
石
角
砕
而
散
成
千
百
珠

又
合
為
一
條
而
下
瀑
左
右
有

危
嵒
老
樹
蒼
然
而
懸
焉
瀑
之
上
有
痩
而
如
苔

然
而
立
者
熟
視
之
古
松
之
雑
枯
木
也
天
風
時
過
紛
雨
天
華
異
而
視
之
乃

松
釵
之
落
也
好
景
幽
趣
一
々
可
掬
余
於
是
悠
然
而

飄
陶
然
而
樂
之
己
而
夕
陽
西

林
鳥
啾
然
而
鳴
渓
飆
颯
然
而
悲
使

人
蕭
然
而
髪
之
暗
然
而
魂
消
也
乃
出
谷
而
去
只
恨
短
景
促
人
不
得
目
所
謂
金
松
者
也
夫
柳
之
山
得
子
厚
而
顕
矣
惜
乎
有

若
景
而
無
若
筆
也
雖
然
使
予
頽
然
而
酔
陶
然
而
樂
者
原
子
之
酒
与
山
也
豈
可
無
記
焉
乎
安
政
五
年
戊
午
某
月
日
記

釈
文

こ
う
と
う

行
縢
に

あ
そ游

び
記
す

ぼ
ご

戊
午
の
冬
の

ぼ
う
じ
つ

某
日

な
ん
し

南
子

の
べ
お
か

延
岡
に

あ
そ游

ぶ
、
旅
館
主
人
は

べ
い
て
ん

米
顛

へ
き癖

（
山
水
の
凝
り
性
）

有
り
、

い
ち
き
せ
き

一
奇
石
を
余
に
示
し
曰
う
、
此
の
石

は
こ
う
と
う

行
縢
の

ば
く
ふ

瀑
布
、
吾
が

む
ら邑

の
し
ょ
う
け
い

勝
景
と
し
て
最
た
る
を
為
す
、
高
さ
数
十

ひ
ろ尋

で
廣
さ
数
十
丈
な
り
、

じ
ゅ
ん
せ
き

純
石
は
山
を
為
す

さ
ん
ち
ょ
う

山
頂
に
は

い
ち
き
ん
し
ょ
う

一
金
松
の
、
根
を

が
ん
か
ん

巌
間
に

た
く託

し
、

ろ
う
か
ん

老
幹
は

て
い
ぜ
ん

挺
然
（
長
い
枝
先
）

と
し
て
上
は
三
尺
許
り
、

こ
つ
ぜ
ん

忽
然
と
折
れ
折
れ
て
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い
る
と
こ
ろ
は

ま
が屈

り
ま
が屈

っ
て
曲
っ
た
枝
の
所
、

り
ゅ
う

龍
の
如
く

み
ず
ち

の
如
し
、

え
ん
え
ん蜒

（
蛇
な
ど
が
う
ね
り
動
く
さ
ま
）

と
こ
う
さ
く

交
錯
（
入
り
乱
れ

て
）

し
う
つ
ぜ
ん

鬱
然
と
し
て
い
る
、

だ
い
ば
ん
じ
ゃ
く

大
盤
石
の
石
、
石
は

へ
い
た
ん

平
坦

と
い
し

砥
の
如
く

ば
い
た
い

莓
苔
（
苔
の
類
）

は
え生

て
、
上
下

い
っ
ぺ
き

一
碧

そ
う
ぜ
ん

蒼
然

ぜ
つ
じ
ん

絶
塵

ま
こ
と

真
に
奇

な
り
こ
と
絶
な
り
、
然
れ
ど
路

け
わ嶮

し
く
登
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
龍
の

つ
の角

に
馬
の

た
て
が
み

鬣

を
ふ躡

ん
で
攀
じ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
、
足
を
失
な
わ
な
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
、
則
ち
不
測
に

お陥
ち
て
ば

と
こ
し

長
え
に

た
に
ぞ
こ

谷
底
の
鬼
の

し
も
べ

僕
に
為
す
、
こ
れ

こ
う
と
う

行
縢
に

あ
そ游

び
な
り
、
此
の
石
を

と獲
り
て

け
い
か
ん

渓
間
よ
り

た
ず
さ

携
え
て
帰
り
、
朝
夕
に

ま
さ

摩

（
手
で
撫
で
る
）

し
て

ね
ん
し
ょ

年
所

し
ゅ
た
く

手
沢
着
き
石
は
、

自
然
に

じ
ゅ
ん
た
く

潤
沢
を
生
ず
る
。

余
は
受
け
て
之
れ
を

み観
る
石
の
大
き
さ
は
拳
の
如
く
、

み
つ
し
つ

密
質

し
ゃ
し
ょ
く

赭
色
で

ひ
び皺

は
せ
っ
た
い

折
帯
を
成
し

さ
な
が

宛
ら
、

こ
ど
も

倪
の

く
ね迂

り
ひ
っ
ぽ
う

筆
法
か
、

余
は

へ
い
せ
い

平
生
は
画
を
愛
す
山
水
最
喜
の

う
ん
り
ん

雲
林
、
目
に
及
び
こ
の
石

う
っ恍

と
り
と
し
て
、

こ
こ
ろ

神
は

す
で巳

に
り
ょ
う
げ
き

猟
屐
（
採
り
に
往
く
こ
と
）

を

決
め
る
。

其
の
夜

は
ら
し

原
子

し
ゅ
に
く

酒
肉
を

も
た
ら

齎
し
て

ら
い
ほ
う

来
訪
す
る
、
余
は

り
ょ
か
ん

旅
館
に
於
て

し
ゅ
か
ん

酒
間

か
た談

り
て

こ
う
と
う

行
縢
に
及
ぶ
、

は
ら
し

原
子
は
曰
う

へ
き
き
ょ
う

僻
郷

か
い
け
い

佳
景
有

る
と
雖
も
、

め
い
し

名
士

ひ
ん
だ
い

品
題
に

れ
き歴

せ
ず
、

あ
き顕

ら
か
に
得
ら
れ
る
か
な
、
吾
と

し子
は
幸
に
も

い
ち
ゆ
う

一
游
を
為
す
、
之
れ
を
記
す

い
い

唯
々

（
は
い
は
い
と
）

其
の
翌
早
起
き
し
、
瓶
酒
を

か
え
り

顧
み
れ
ば

な猶
お

あ
ま余

り
あ
り
、

ふ
く
べ

瓢
に
盛
り

ふ
く
べ

瓢
を
枝
に
掛
け
て
、

ひ
ょ
う
ぜ
ん

飄
然
と

り
ょ
か
ん

旅
館
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を
出
る
天
は

す
で己

に
明
る
く

ひ
る
ど
き

午
時

た
か
の

高
埜
に
至
る
、
遙
か
見
る
一
山

ろ
ち
ょ
う

露
頂

え
ん
ら
ん

烟
嵐
（
山
霞
、
靄
）

の
中
、
問
は
ず
し
て
其
れ
を
知
る

は
こ
う
と
う

行
縢
な
り
、
未
だ
達
せ
ず
其
の

ふ
も
と

麓
、

せ
い
し
ょ
う

青
松

し
ふ
う

紫
楓
老
い
檜
の

こ
ぼ
く

枯
木

こ
う
さ
く

交
錯
（
入
り
乱
れ
る
）

し
雑
を
加
え
る
、

み
つ
み
つ

密
々
（
細
か
い
さ

ま
）

と
林
を
成
し
林
の
下
に
多
少
の
蹊

い
っ
け
い

一
蹊
よ
り
進
む
こ
と
一
里
許
り
、
蹊
は
漸
く
小
さ
く
な
り

ら
く
よ
う

落
葉
蹊
を
埋
め
殆
ど

わ辧

か
ら
ず
、
余
は
路
を
誤
り
直
ち
に
林
を
出
て
去
り
又
た
、

い
っ
け
い

一
蹊
を
得
て
進
む
と

よ
う
や

漸
く
小
さ
く
、
余
は
亦
た

あ
や
ま

誤
り
を
為

す
、
行
李
（
荷
物
）
を
脱
し
て
石
上
に

い
こ憩

う
、
忽
聞
く

ば
つ
ぼ
く

伐
木
の

ひ
び
き

響
ち
ょ
う
ち
ょ
う

丁
々
（
木
を
切
る
音
）
た
り
、
余
は

ゆ
う
こ
く

幽
谷
を
出
て
行
き
、

し
ょ
う
ふ

樵
夫

（
き
こ
り

樵
）

に
問
う
、

き
ん
せ
い

斤
声
を
尋
ね
て
去
り
行
く
こ
と
一
里
許
り
、
果
せ
る
か
な

し
ょ
う
ふ

樵
夫
の
曰
う
、

き
ろ

岐
路
有
り
て
又
行
く
こ
と
一

里
許
り
、
林
は

こ
つ
ぜ
ん

忽
然
と
山
を
絶
し
て

き
つ
ぜ
ん

屹
然
（
高
く
峙
つ
）
、

ば
く
ふ

瀑
布
立
ち
て

そ
う
ぜ
ん

淙
然
（
水
が
流
れ
る
さ
ま
）
と
下
る
、
下
に

い
ち
き
ょ
せ
き

一
巨
石
有
り

た
ん
ぜ
ん

坦
然
、

高
さ
一
丈

ば
か可

り
長
さ
三
丈

ば
か可

り
に
横
た
わ
る
座
る
べ
し
余
は
そ
の
上
に
座
し
て

あ
そ游

び
、
座
し
て
仰
ぐ
、

ば
く
ふ

瀑
布
は
天
よ
り

来
り
て
石
に
触
れ
角
を
砕
き
散
じ
て
、
千
百

し
ゅ
き

珠

（
丸
い
玉
と
角
ば
っ
た
玉
）

又
合
す

さ
ゆ
う

左
右
に
下

た
き瀑

一
條
為
し
、

き
が
ん

危
嵒

ろ
う
じ
ゅ

老
樹

そ
う
ぜ
ん

蒼
然

と
し
て

か
か懸

り
、

ば
く瀑

の
上
に

や
せ痩

て
有
り

こ
け苔

は
ち
く
ぜ
ん

矗
然
（
高
く
聳
え
る
）

が
如
く
立
つ
、

じ
ゅ
く
し

熟
視
す
れ
ば
こ
れ

こ
し
ょ
う

古
松
の

こ
ぼ
く

枯
木

ま
じ雑

る
、

て
ん
ぷ
う

天
風

時
に
過
ぎ
て
紛
雨

て
ん
か

天
華

い異
な
り
、
之
れ
を
視
て
ば

し
ょ
う
さ
い

松
釵
（
松
葉
が

か
ん
ざ
し

釵

の
よ
う
だ
か
ら
）

の
落
る
な
る
の
、

こ
う
け
い

好
景

ゆ
う
し
ゅ

幽
趣
を
一
つ
一

つ
く掬

む
可
し
（
手
で
掬
う
）
、
余
は
是
れ

ゆ
う
ぜ
ん

悠
然
と
飄
を
傾
け
て
陶
然
と
し
て
、
こ
れ
を
樂
し
む

す
で己

に
し
て

ゆ
う
ひ

夕
陽
西
に

か
た

む
き
、
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林
鳥
多
く

し
ゅ
う
ぜ
ん

啾
然
と
し
て
鳴
き
、

け
い渓

は
つ
む
じ
か
ぜ

飆

が
さ
つ
ぜ
ん

颯
然
（
盛
ん
に
）

と
し
て
人
を

し使
て
悲
し
く
さ
せ

し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然
（
物
寂
し
く
）

と
、
髪

立
ち
て

あ
ん
ぜ
ん

暗
然
（
暗
く
な
り
心
が
塞
ぐ
）

と
魂
が
消
え
る
よ
う
で
あ
る
、

す
な
わ

乃
ち
谷
を
出
て
去
る
、
只
だ

う
ら恨

む
は
景
色
人
を

う
な
が

促
し

て
得
ず
、
目
す
る
所

い謂
う
に

き
ん
し
ょ
う

金
松
は
、

そ
も
そ

抑
も
山
な
り
原
子

あ
き
ら
か

顕

に
得
る
、

お
し惜

む
ら
く
は

ご
と若

き
景
有
り
て

ご
と若

き
若
き
筆

無
く
は

し
か然

り
と
雖
も
、

た
い
ぜ
ん

頽
然
（
酔
う
て
く
ず
れ
る
さ
ま
）

と
し
て

と
う
ぜ
ん

陶
然
（
う
っ
と
り
と
酔
う
）

に
よ
い酔

て
た
の樂

し
む
は

は
ら
し

原
子
の
酒
と
山
な
り
、

あ
に豈

記
す
可
き
無
し
。

　
　
　
　
　
　

　
あ
ん
せ
い

安
政
五
年

ぼ
ご

戊
午
某
月
日
記
す

語
釈
　
　

こ
う
と
う
き

行
縢
記
＝
行
縢
の
山
に
記
す
。
行
縢
山
＝
宮
崎
県
延
岡
市
郊
外
の
山
、
標
高
八
三
一
米
。

ぼ
ご

戊
午
＝
安
政
五
年
、
一
八
五
八
。

ぼ
う
じ
つ

某
日
＝
あ
る
日
。

な
ん
し

南
子
＝
南
部
五
竹
。

の
べ
お
か

延
岡
＝
日
向
。

ぎ
ゃ
く

逆
に
＝
反
対
に
、
逆
行
。

あ
そ游

ぶ
＝
訪
れ
る
旅
、
行
く
。

り
ょ
し
ゅ
じ
ん

旅
主
人
＝
旅
館
の
主
人
。

べ
い
て
ん

米
顛
の

く
せ癖

＝
山
水
を
愛
す
心
が
気
狂
い
じ
み
た
凝
り
性
の
癖
。

い
ち
き
せ
き

一
奇
石
＝
一
つ

の
珍
し
く
不
思
議
な
石
。

い
わ曰

く
＝
云
う
、
述
べ
る
。

こ
う
と
う

行
縢
＝
山
名
、

こ
う
と
う

行
縢
は
、
む
か
ば
き
、
脚
絆
の
こ
と
。

わ
が
む
ら

吾
邑
＝
自
分
の
村
、
里
。

し
ょ
う
け
い

勝
景
＝
景
勝
。

ば
く
ふ

瀑
布
＝
滝
。

ひ
ろ尋

＝
長
さ
や

高
さ
を
測
る
単
位
、
周
代
は
八
尺
、
日
本
で
は
六
尺
。

じ
ゅ
ん
せ
き

純
石
＝
全
部
が
石
。

さ
ん
ち
ょ
う

山
頂
＝
頂
上
。

い
ち
き
ん
し
ょ
う

一
金
松
＝
松
。

か
ん
が
ん

巌
間
＝
岩
の
間
。

た
く託

し
＝
預
け
託
す
。

ろ
う
か
ん

老
幹
＝
老
い
た
大
木
の
幹
。

て
い
ぜ
ん

挺
然
＝
突
き
出
る
さ
ま
。

こ
つ
ぜ
ん

忽
然
＝
忽
ち
、
突
然
、
急
に
。

せ
つ
せ
つ

折
々
＝
折
れ
る
さ
ま
。

く
つ
く
つ

屈
々
＝
曲
が
る
さ
ま
。

ほ
と
ば
し

迸

る
＝
走
る
、
勢
い
良
く
流
れ
る
、
避
け
逃
れ
る
。

り
ゅ
う

龍
＝
龍
、
竜
。

み
ず
ち

＝
水
竜
。

え
ん
え
ん蜒

＝
う
ね
う
ね
と
曲
折
し
て
る
さ
ま
、
う
ね
う
ね
と
曲
折
し
た
り
動
く
さ
ま
。

こ
う
さ
く

交
錯
＝
入
り
乱
れ
る
。

う
つ
ぜ
ん

鬱
然
＝
鬱
蒼
と
茂
る
さ
ま
。

け
だ
し

蓋
＝
お
も
う
に
、
不
確
か
な
こ

と
を
推
定
す
る
助
字
、
こ
れ
、
助
字
解
説
、
な
っ
ｍ
ぞ
、
反
語
の
助
字
。

だ
い
ば
ん
じ
ゃ
く

大
盤
石
＝
大
き
な
一
枚
岩
。

へ
い
た
ん

平
坦
＝
平
ら
な
。

と砥
＝
砥
石
。

ば
い
た
い

莓
苔
＝
苔
。

え
ん焉

＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
、
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疑
問
反
語
の
意
を
表
す
、
こ
れ
、
こ
こ
に
、
こ
れ
よ
り
、
こ
れ
句
末
に
用
い
る
助
字
、
か
、
や
疑
問
反
語
の
意
を
表
す
。

い
っ
ぺ
き

一
碧
＝
蒼
い
、
青
い
。

そ
う
ぜ
ん

蒼
然
＝
蒼
い
さ
ま
。

ぜ
つ
じ
ん

絶
塵
＝
塵
を

断
つ
、
世
俗
を
断
つ
。

し
ん真

に
＝
本
当
に
。

き
ぜ
つ

奇
絶
＝
珍
し
く
不
思
議
な
。

は
ん攀

＝
よ
じ
登
る
、
登

は
ん攀

。
り
ゅ
う
か
く

龍
角
＝
龍
の
角
。

じ
ょ
う

躡
し
＝
踏
む
。

ば
り
ょ
う

馬
鬣
＝
馬
の

た
て
が
み

鬣

。
お陥

ち
＝
陥
落
、
墜
ち
る
。

は
か測

れ
ず
＝
測
れ
な
い
。

き
ぼ
く

鬼
僕
＝
鬼
の
使
い
、
死
に
神
。

と獲
る
＝
捕
獲
、
獲
る
。

け
い
か
ん

渓
間
＝
谷
の
間
。

た
ず
さ

携
え
＝
携
え
る
、
持
つ
。

ま
さ

摩

＝
手
で
撫
で
る
。

ね
ん
し
ょ

年
所
＝
年
を
経
て
。

し
ゅ
た
く

手
沢
＝

手
に
よ
る
光
沢
。

じ
ゅ
ん
た
く

潤
沢
＝
光
沢
が
潤
い
。

み
つ
し
つ

密
質
＝
密
實
な
性
質
。

し
ゃ
し
ょ
く

赭
色
＝
赤
い
色
。

す
う
せ
い

皺
成
＝
皺
に
成
り
。

せ
っ
た
い

折
帯
＝
折
っ
た
帯
の
よ
う
に
。

あ
た
か

宛
も
＝
丁
度
。

げ
い
う

倪
迂
＝
や
や
か
よ
わ

く
。

ひ
っ
ぽ
う

筆
法
＝
筆
使
い
、
書
法
、
流
儀
。

へ
い
せ
い

平
生
＝
普
段
、
日
常
。

さ
ん
す
い
が

山
水
画
＝
山
と
水
の
景
色
、
風
景
の
絵
。

う
ん
り
ん

雲
林
＝
雲
と
林
、
雲
の
中
の
林
。

こ
う
こ

恍
乎
＝
恍
惚
、
ウ
ッ
ト
リ
と
。

ゆ往
く
＝

行
く
、
往
く
。

ろ
う
け
き

蝋
屐
＝
履
き
物
。

す
で巳

に
＝
既
に
。

し
ゅ
に
く

酒
肉
＝
酒
や
肉
。

も
た
ら

齎
し
＝
持
参
、
も
た
ら
す
、
与
え
る
、
渡
す
、
贈
る
、
餞
別
。

ら
い
ほ
う

来
訪
＝
訪
ね
て
来
る
。

し
ゅ
か
ん

酒
間
＝
酒
の
間
。

だ
ん談

＝
談
話
。

は
ら
し

原
子
＝
人
名
。

い
わ曰

く
＝
云
う
、
述
べ
る
。

へ
き
き
ょ
う

僻
郷
＝
田
舎
、
辺
鄙
な
、
山
の
中
。

わ
ら

う
＝
笑
う
。

か
い
け
い

佳
景
＝
佳
い
景
色
。

め
い
し

名
士
＝
才
徳
の
優
れ
た
人
、
有
名
な
人
。

ひ
ん
だ
い

品
題
＝

物
の
題
。

れ
き歴

さ
ず
＝
順
序
立
て
な
い
、
経
な
い

あ
ら
わ

顕
れ
＝
現
れ
る
、
顕
れ
る
。

わ
れ吾

＝
我
、
五
竹
。

し子
＝
　

い
ち
ゆ
う

一
游
＝
訪
れ
る
、
旅
、
往
く
。

か
め瓶

＝
酒
瓶
。

か
え
り
み

顧

る
＝
思
う
、
反
省
す
る
。

だ
い乃

＝
な
ん
ぞ
、
そ
れ
が
し
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
、
上
を
受
け
て
下
文
を
起
こ
す
助
字
、
な
ん
ぞ
、
語
調
を
整
え
る
助
字
。

う于
＝
こ
こ
に
、
こ
れ
発
字
の
助
字
、
文
首
文
中
の
用
い

る
助
字
、
に
補
語
場
所
を
示
す
、
を
、
補
語
を
示
す
、
と
、
接
続
を
示
す
、
よ
り
、
か
ら
比
較
場
所
を
示
す
、
お
い
て
、
か
、
か
ま
文
末
に
あ
っ
て
疑
問
感
嘆
を
示
す
。

ひ
ょ
う

瓢
＝
瓢

箪
で
作
り
酒
や
水
を
入
れ
る
容
器
。

ひ
ょ
う
ぜ
ん

飄
然
＝
風
に
吹
か
れ
る
よ
う
に
、
ふ
ら
り
と
。

ひ
る
ど
き

午
時
＝
昼
時
。

た
か
の

高
埜
＝
地
名
。

ふ
も
と

麓
＝
山
の
裾
、
麓
。

い
た
だ
き

頂

＝
頂
上
。

あ
ら
わ

露
れ
＝
露
出
。

け
む烟

る

＝
煙
る
。

あ
ら
し

嵐
＝
強
風
。

し
ふ
う

紫
楓
＝
紫
の
楓
。

ろ
う
か
い

老
檜
＝
老
い
た
檜
。

こ
ぼ
く

枯
木
＝
枯
れ
木
。

こ
う
さ
く

交
錯
＝
入
り
乱
れ
る
。

み
つ
み
つ

密
々
＝
密
林
、
ぎ
っ
し
り
と
繁
茂
。

せ
い
り
ん

成
林
＝
林
と
成
る
。

し
ょ
う
け
い

小
蹊
＝
小
道
。

ゆ
う由

＝
徑
由
。

よ
う
や

漸
く
＝
や
っ
と
。

い
っ
け
い

一
蹊
＝
一
つ
の
小
道
。

さ
と
も
と

里
許
＝
里
の
所
。

ら
く
よ
う

落
葉
＝
落
ち
葉
。

け
い
け
い

蹊
々
＝
小
道
が
多
く
。

わ
き
ま
え

弁

る
＝
見
分
け
る
。

あ
や
ま

誤
り
＝
間
違
い
。

い
こ憩

う
＝
休
む
憩
。

ば
つ
ぼ
く

伐
木
＝
木
を
伐
る
。

ひ
び
き

響
＝
音
響
、
音
と
響
き
。

ち
ょ
う
ち
ょ
う

丁
々

＝
木
を
伐
る
音
、
碁
を
打
つ
音
、
琴
を
奏
で
る
音
、
鳥
の
鳴
き
声
、
そ
の
他
色
々
な
音
の
形
容
。

ゆ
う
こ
く

幽
谷
＝
幽
か
な
谷
。

し
ょ
う
ふ

樵
夫

＝
樵
の
人
。

だ
い乃

＝
な
ん
じ
、
そ
れ
が
し
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
上
を
受
け
て
下
文
を
起
こ
す
助
字
、
な
ん
ぞ
語
調
を
整
え
る
助
字
。

た
ず
ね

尋
る
＝
聞
く
、
訪
れ
る
。

き
ん
せ
い

斤
声
＝
斧
の
音
。

い
わ曰

く
＝
云
う
述
べ
る
。

き
ろ

岐
路
＝
分
か
れ
道
。

こ
つ
ぜ
ん

忽
然
＝
忽
ち
、
突
然
、
急
に
。

き
つ
ぜ
ん

屹
然
＝
屹
立
、
き
っ
と
し
て
立
つ
さ
ま
。

ば
く
ふ

瀑
布
＝
滝
。

そ
う
ぜ
ん

淙
然
＝
水
の
流
れ
る
さ
ま
、
ま
た
、
そ
の
音
。

い
ち
き
ょ
せ
き

一
巨
石

＝
一
つ
の
巨
大
な
石
。

た
ん
ぜ
ん

坦
然
＝
平
坦
な
さ
ま
、
平
ら
な
さ
ま
。

よ
り自

＝
か
ら
。

ば
く瀑

＝
激
し
い
雨
、
滝
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
る
さ
ま
、
水
が
湧
き
立
つ
さ
ま
、
瀑
流
、
飛
泉
、
懸
瀑
、
飛
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瀑
、
落
瀑
。

さ
ゆ
う

左
右
＝
左
と
右
。

き
が
ん

危
嵒
＝
危
険
な
巌
、
嶮
し
い
岩
。

ろ
う
じ
ゅ

老
樹
＝
老
い
た
樹
木
。

か
か懸

る
＝
架
か
る
、
懸
か
る
。

や
せ痩

る
＝
痩
せ
る
、
細
く
な
る
。

ゆ
う
ぜ
ん然

＝
潤
す
さ
ま
、
ゆ
う
は

文
包
み
、
文
袋
、
書
物
を
入
れ
る
袋
、
衣
服
に
移
り
香
が
す
る
、
潤
す
。

し
ゅ
き

珠

＝
丸
く
な
い
珠
玉
、
星
の
名
、
北
斗
七
星
の
第
三
星
。

そ
う
ぜ
ん

蒼
然
＝
青
々
と
し
た
さ
ま
。

ひ
と
す
じ

一
條
＝
一
筋
。

じ
ゅ
く
し

熟
視
＝
良
く
見
る
、
目
を
凝
ら
し
見
る
。

こ
し
ょ
う

古
松
＝
古
木
の
松
。

ざ
つ雑

＝
雑
然
、
諸
々
の
。

こ
ぼ
く

枯
木
＝
枯
れ
た
木
。

て
ん
ぷ
う

天
風
＝
天
の
風
。

ま
ぎ紛

れ
＝
乱
れ
る
、
入
り
乱
れ
る
、
も
つ
れ
る
。

て
ん
か

天
華

＝
雪
の
別
名
、
天
下
の
妙
花
。

こ
と
な

異
る
＝
違
う
。

し
ょ
う
さ
い

松
釵
＝
松
葉
、

さ
い釵

は
か
ん
ざ
し

簪

、
松
葉
は
簪
に
似
て
い
る
か
ら
。

こ
う
け
い

好
景
＝
好
ま
し
い
光
景
景
色
、
佳
い
景
色
。

ゆ
う
し
ゅ

幽
趣
＝
幽
か
な
趣
。

い
ち
い
ち

一
々

＝
一
つ
一
つ
。

く掬
む
＝
掬
う
、
推
量
。

ゆ
う
ぜ
ん

悠
然
＝
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。

き

＝
長
く
、
長
い
。

ひ
ょ
う
と
う

飄
陶
＝
飄
々
と
陶
然
、
ふ
わ
ふ
わ
と
風
に
舞
い
上
が
り
そ
う
に
酔
っ
た
さ
ま
。

ら
く樂

＝
娯
楽
、
楽
し
み
。

す
で己

に
＝
既
に
。

せ
き
よ
う

夕
陽
＝
夕
日
。

し
ゅ
う
ぜ
ん

啾
然
＝
鳴
く
、
鳥
や
虫
な
ど
の
悲
し
げ
な
鳴
く
声
、
口
ず
さ
む
。

け
い渓

＝
谷
。

ひ
ょ
う
さ
つ
ぜ
ん

飆
颯
然
＝
旋
風
が
さ
っ
と
吹
く
さ
ま
。

し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然

＝
寂
し
そ
う
な
さ
ま
。

あ
ん
ぜ
ん

暗
然
＝
暗
い
さ
ま
。

た
ま
げ

魂
消
る
＝
驚
く
。

た
ん
け
い

短
景
＝
良
く
な
い
景
色
、
足
り
な
い
景
色
。

う
ら恨

む
＝
怨
む
、
恨
む
。

う
な
が

促
し
＝
促
進
、
催
促
。

い謂
う
＝
云
う
述
べ
る
。

き
ん
し
ょ
う

金
松
＝
金
色
の
松
。

し
こ
う

子
厚
＝
人
名
。

あ
ら
わ

顕
る
＝
顕
れ
る
。

お
し惜

む
＝
惜
し
い
。

じ
ゃ
く
け
い

若
景
＝
足
り
な
い
景
色
。

じ
ゃ
く
ひ
つ

若
筆
＝
足
り
な
い
筆
、
未
熟
な
筆
。

い
え
ど
も

雖

＝
唯
。

し
か然

り
＝
其
の
通
り
、
さ

よ
う
。

た
い
ぜ
ん

頽
然
＝
崩
れ
る
さ
ま
、
酔
っ
て
倒
れ
る
さ
ま
。

と
う
ぜ
ん

陶
然
＝
酔
っ
た
さ
ま
。

は
ら
し

原
子
＝
人
名
。

と
も
に

与
＝
共
に
。

あ
に豈

＝
あ
に
、
ど
う
し
て
。

え
ん焉

＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
、。

こ乎
＝
よ
、

や
呼
び
か
け
の
言
葉
か
、
な
感
嘆
を
表
す
、
あ
あ
、
か
、
や
、
ぎ
も
ん
、
反
語
を
表
す
形
容
詞
に
つ
け
て
強
く
状
態
を
表
す
、
に
を
、
よ
り
、
場
所
、
時
間
、
目
的
比
較
を
表
す
。

ぼ
ご

戊
午
＝
安
政
五
年
、
一
八
五
八
。
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２
４

米
良
紀
行

戊
午
冬
。
南
子
將
游
米
良
。
以
某
月
日
。
宿
玖
麻
客
舎
。
問
主
人
以
米
良
行
程
。
主
人
曰
。
米
良
道
路
嶮
悪
。
且
五
穀
不
生
。
土
人
只

食

稗
甘
藷
之
類
。
屋
亦
矮
小
。
無
家
可
宿
。
距
此
七
十
里
。
有
稲
荷
祠
。
司
祠
者
。
家
差
寛
廣
。
游
米
良
者
。
多
就
而
宿
焉
。
余
以

路
険
而

短
。
非
早
行
不
能
。
其
夜
戒
糧
。
以
夜
半
發
湯
前
。
時
月
色
晴
朗
。
霜
氣
逼
人
。
行
里
許
。
有
一
渓
。
入
渓
里
許
。
得
又
路
。

偶
見
樹
下
有
一
木
表
。
白
而
書
曰
。
右
走
米
良
。
墨
痕
猶
新
。
林
下
暗
黒
。
然
髣
髴
辨
字
。
自
此
渓
路
至
小
。
行
十
數
歩
。
有
高
山
。

既
踰
之
。
則
又
有
二
山
。
相
對
而
立
。
満
山
生
樹
。
路
在
山
腹
。
其
小
纔
通
一
人
。
落
葉
没
鞋
。
其
深
可
三
尺
。
移
歩
漱
々
有
聲
。
宿

鳥
為
之
驚
起
。
路
左
右
。
古
木
槎

。
偶
見
巨
蠎
横
於
前
。
駭
而
駐
杖
熟
視
之
。
老
樹
影
也
。
行
樹
間
二
里
許
。
行
聞
遥
籟
度
谷
底
。

蓋
渓
水
聲
也
。
及
樹
絶
。
而
路
稍
大
。
里
許
。
路
又
小
矣
。
而
羊
腸
達
谷
底
。
下
者
半
。
遥
聞
鶏
聲
。
覺
人
家
不
遠
。
既
達
谷
底
。
有

兩
三
破
屋
。
寒
燈
漏
壁
。

然
如
星
。
足
音
跫
然
響
谷
。
村
厖
吠
月
不
巳
。
沿
流
而
下
者
二
里
許
。
思
睡
。
因
脱
行
李
。
臥
月
。
郷
夢

纔
結
。
寒
風
一
陣
。
忽
然
夢
斷
。
則
月
未
沈
。
霜
氣
滿
衣
。
皎
然
如
雪
。
身
在
米
良
幽
谷
深
山
中
矣
。
因
謂
。
此
游
非
不
得
巳
者
。
單

身
深
夜
。
落
萬
里
之
外
荒
山
之
間
。
忽
然
而
斃
。
則
家
人
悲
痛
如
何
哉
。
為
之
惨
然
者
久
之
。
又
行
一
里
許
。
天
明
矣
。
大
霧
罩
山
。
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午
前
漸
霽
。
山
無
平
地
。
人
家
多

平
山
復
而
住
之
。
既
而
得
山
渓
稍

處
。
有
人
家
數
十
。
茅
屋
蕭
然
。
又
行
里
許
。
路
又
嶮
。
渓

水
自
兩
山
間
瀉
。
急
流
如
箭
。
觸
石
而
吼
。
崖
石
皆
成
長
斧
劈
皴
法
。
渓
路
或
沿
亂
石
而
過
崖
下
。
或
蹈
巖
頭
而
行
山
復
。
山
石
崩
頽

處
。
横
木
於
巖
角
。
以
通
路
。
木
巳
半
朽
。
或
生
耳
。
或
生
苔
。
蹈
之
鬆
然
脆
。
木
片
砕
而
散
。
飄
々
遥
入
渓
水
中
。
恐
其
折
而
堕
。

進
歩
為
遅
。
路
旁
有
異
弁
奇
艸
。
見
朱
實

々
。
垂
於
枯
枝
。
有
翠
鳥
。
恰
々
止
于
危
巖
。
好
山
怪
石
。
應
接
不

。
目
有
山
。
又
恐

失
足
陥
不
測
。
目
在
足
。
又
恐
失
好
山
。
既
而
路
絶
。
攀
巖
角
。
蹈
亂
石
而
過
。
忽
逢
一
危
巖
露
頭
角
於
峭
壁
嶷
然
斜
出
其
上
。
有
丹

楓
黄
葉
。
錯
松
檜
中
。
渓
風
偶
起
。
楓
葉
片
々
。
散
落
渓
水
中
。
奔
湍
翻
錦
。
疑
是
桃
花
片
。
自
洞
口
流
出
。
覺
仙
郷
不
遠
。
山
少
平

地
。
焚
草
弁
。
種
菜
箙
於
木
根
岩
間
。
採
菜

者
。
多
抱
樹
身
。
掴
巖
角
而
下
。
人
家
極
少
。
十
山
一
家
。
百
渓
十
室
。
終
日
行
幽
谷

中
。
逢
人
甚
少
。
酉
時
達
稲
荷
祠
。
乞
宿
。
炊
飯
。
羹
菜
。
煮
山
桝
供
之
。
其
翌
早
起
。
辭
祠
而
去
。
自
此
至
佐
土
原
。
路
稍
不
嶮
。

只
行
幽
谷
森
林
中
。
嗚
乎
。
寂
寞
幽
谷
。
蕭
條
深
山
。
彼
有
何
娯
樂
而
安
此
土
耶
。
豈
以
生
乎
寂
死
乎
寞
。
不
知
寂
之
為
寂
寞
之
為
寞
。

不
知
悪
衣
食
之
為
悪
衣
食
耶
。
然
視
彼
蠢
々
起
。

々
寐
。
不
知
道
徳
仁
義
為
何
物
。
則
太
古
之
民
亦
不
過
如
此
。
抑
亦
快
活
矣
。
吾

嘗
讀
老
子
怪
其
言
之
過
激
。
今
而
吾
知
其
有
為
而
發
矣
。
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釈
文

め
ら
き
こ
う

米
良
紀
行

ぼ
ご

戊
午
の
冬

な
ん
し

南
子
（
南
部
裕
）

は
ま
さ將

に
め
ら

米
良
に

あ
そ游

ば
ん
と
す
。
某
月
日
を
以
て

く
ま

玖
麻

き
ゃ
く
し
ゃ

客
舎
に
宿
り
て
、
主
人
に

め
ら

米
良
の

み
ち
の
り

行
程

を
問
う
主
人
曰
う
、

め
ら

米
良
の

み
ち
の
り

行
程
は
道
路

け
ん
あ
く

嶮
悪
に
し
て
、
且
つ

ご
こ
く

五
穀
は
生
え
ず
、
土
人
只

て
い
は
い稗

（
犬
稗
と
草
稗
、
つ
ま
ら
ぬ
穀
物
）

か
ん
し
ょ

甘
藷
の

た
ぐ
い

類
を
食
し
、
屋
は
亦

わ
い
し
ょ
う

矮
小
（
粗
末
で
極
く
小
さ
い
）

に
し
て
宿
る
可
き
家
は
無
し
な
り
。
こ
こ
よ
り

へ
だ距

て
る
こ
と
七

十
里

と
う
か
し

稲
荷
祠
有
り
。

ほ
こ
ら

祠
を

つ
か
さ
ど

司

る
家
は
や
や

く
つ
ろ

寛
ぐ
に
は
廣
く
、

め
ら

米
良
に

あ
そ游

ぶ
に
は
多
く
宿
に
成
す
。
余
は
以
て
路
は

険
し
く
と
も

ひ

あ
し
が
短
く
、

い
そ早

ぐ
に
非
ず
能
は
ず
に
行
く
、
其
の
夜

か
て糧

（
弁
当
、
携
帯
食
糧
）

を
い
い
つ
け

戒

て
、

や
は
ん

夜
半
湯
前
を
發

つ
。
時
に

げ
っ
し
ょ
く

月
色
は

せ
い
ろ
う

晴
朗
な
る
も

そ
う
き

霜
氣
人
に

せ
ま逼

り
、
行
く
こ
と
一
里
ば
か
り
一
渓
有
り
。
渓
に
入
り
い
ち
里
ば
か
り
又

路
を
得
る
。

た
ま
た

偶
ま

じ
ゅ
か

樹
下
に
一
木
標
有
る
を
見
る
、
白
く
し
て
書
は
右

め
ら

米
良
に

ゆ走
く
、

ぼ
っ
こ
ん

墨
痕
猶
お
新
し
く
林
下
暗
黒
然

と
し
て

ほ
う
ふ
つ

髣
髴
（
ぼ
ん
や
り
）

に
し
て
字
を

わ辨
（
判
読
す
る
）

け
る
。
こ
れ
よ
り

け
い
ろ

渓
路
は
至
っ
て

ほ
そ小

く
な
り
、
行
く
こ
と
十
數
歩
に

高
い
山
有
り
。
既
に
之
を

こ踰
え
る
と
又
二
つ
の
山
有
り
。
相
對
し
て
立
っ
て
い
る
、
満
山
樹
を
生
じ
路
は
山
腹
に
在
る

も
、
甚
だ

ほ
そ小

く
わ
ず
か

纔
に
一
人
通
れ
る
。
落
葉

わ
ら
じ

鞋
に
没
す
其
の
深
さ
三
尺
ば
か
り
。
歩
を
移
し
て
行
け
ば

し
ゅ
う
し
ゅ
う

漱
々

聲
有
り
、
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宿
鳥
の
驚
き
起
き
た
る
。
路
は
左
右
み
古
木

さ
が

槎

（
細
く
突
き
出
て
い
る
）
。

た
ま
た

偶
ま

き
ょ
ぼ
う

巨
蠎
（
大
蛇
）

前
に
お
い
て
横
た
わ
る
を
見

る
。

お
ど
ろ

駭
き
杖
を

と
ど駐

め
之
れ
を

じ
ゅ
く
し

熟
視
（
充
分
に
注
意
し
て
良
く
る
）

老
樹
の
影
な
り
。
二
里
ば
か
り
樹
間
を
行
く
、
行
く
こ
と
谷

底
を
度
り
遥
か

ら
い籟

（
笛
）

が
聞
え
る
。
そ
れ
は

け
い
す
い

渓
水
の
聲
な
り
。
樹
は
絶
し
路
は

や稍
や
大
き
く
な
る
も
、
一
里
ば
か
り
で

路
は
又
小
さ
く
な
り
、

よ
う
ち
ょ
う

羊
腸
（
曲
が
り
く
ね
っ
て
）

谷
底
に
達
す
。
下
る
半
ば
遥
に
鶏
の
聲
を
聞
え
る
、
人
家
遠
か
ら
ず
を

覺
え
る
も
既
に
谷
底
に
達
す
。
二
三
軒
の

は
お
く

破
屋
有
り
。 か

ん
と
う

寒
燈
（
寂
し
げ
な
燈
火
）
壁
に
漏
れ

こ
う
ぜ
ん然

（
明
る
く
）
星
の
如
く
、
足
音

き
ょ
う
ぜ
ん

跫
然

（
足
音
の
す
る
ま
ま
）
谷
に
響
く
。
村
の

い
ぬ吠

が
月
に

ほ厖
え
る

お
の
れ

己
は
流
に
沿
う
て
下
る
こ
と
二
里
ば
か
り
、
睡
り
た
く
因
っ
て

こ
う
り

行
李

を
脱
ぎ
、
月
に

ふ臥
し
郷
夢

わ
ず纔

か
に
結
ぶ
も
、
寒
風
一
陣

こ
つ
ぜ
ん

忽
然
夢
を
斷
つ
。
月
は
未
だ
沈
ま
ず

そ
う
き

霜
氣
衣
を
滿
つ
。

こ
う
ぜ
ん

皎
然
雪

の
如
く
、
身
は
米
良
の

ゆ
う
こ
く

幽
谷

し
ん
ざ
ん

深
山
の
中
に
在
り
、
因
っ
て

お
も謂

う
。
此
の
游
び

お
の
れ

己
に
得
せ
ず
に
非
ら
ず
。

た
ん
し
ん

單
身

し
ん
や

深
夜

ば
ん
り

萬
里

の
外
に
落
ち

こ
う
ざ
ん

荒
山
の
間
に
、

こ
つ
ぜ
ん

忽
然

た
お斃

れ
た
な
ら
ば
家
人
の

ひ
つ
う

悲
痛
い
か
ば
か
り
か
と
、

さ
ん惨
ぜ
ん然

と
し
て
久
し
く
又
行
く
こ
と

一
里
ば
か
り
。

そ
ら天

明
け
大
霧
山
に

こ罩
め
る
、
午
前
に
漸
く

は霽
れ
て
も
山
に
は
平
地
無
く
、
人
家
多
く
は
山
を

け
ず

り
て
平

か
に
し
て
住
む
。

さ
ん
け
い

山
渓

や稍
や

ひ
ら

く
處
を
得
て
、
人
家
數
十
軒
有
り
。

ぼ
う
お
く

茅
屋
（
茅
葺
き
の
粗
末
な
家
）

し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然
（
物
寂
し
い
）

又
行
く
こ

と
一
里
ば
か
り
、
路
は
又
嶮
し
く
、
渓
水
は
兩
山
の
間
か
ら

そ
そ瀉

ぎ
、
急
流
は

や箭
の
如
く
、
石
に
觸
れ
て

ほ吼
え
る
、

が
い
せ
き

崖
石



156

皆
長
い
斧
の

へ
き劈
し
ゅ
ん

皴
（
ひ
び
割
れ
て
裂
け
た
よ
う
な
）

き
ま
り

法
を
成
す
。

け
い
ろ

渓
路
の

ら
ん
せ
き

亂
石
に
沿
う
て

が
い
か

崖
下
を

よ
ぎ過

ぎ
り
、
或
は

が
ん
と
う

巖
頭
を

ふ蹈
ん

で
山
腹
に
行
き
、
山
石

ほ
う
た
い

崩
頽
（
崩
れ
た
）

の
處
木
は
、

が
ん
か
く

巖
角
に
横
た
わ
り
て
路
に
通
じ
、
木
は
半
ば
朽
ち
て
或
は
茸
生
じ
或

は
苔
を
生
じ
て
い
る
。
之
を

ふ蹈
ん
で

し
ょ
う
ぜ
ん

鬆
然
（
髪
を
乱
し
）

を
く
じ
け

脆
や
す
く
木
片
は
砕
け
て
散
じ
、

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

飄
々

遥
か

け
い
す
い

渓
水
中
に
入

り
、
其
の
半
ば
朽
ち
た
木
は
折
れ
て
、

お堕
ち
る
を
恐
れ
て
進
む
歩
は
遅
く
な
る
。

ろ
ぼ
う

路
旁
に
は

い
べ
ん

異
弁

き
そ
う

奇
艸
有
り
。

し
ゅ
じ
つ

朱
實

る
い
る
い々

を
見
る
枯
枝
に
垂
れ
て
翠
鳥
有
り
。

こ
う
こ
う

恰
々
（
鳴
き
声
の
さ
ま
）

き
が
ん

危
巖
に
止
る
。
好
山
怪
石

ま
さ應

に
接
し
て

い
と
ま

な
し
。
目
は
山
有

り
又
足
を
失
い
て
、
不
測
に

お陥
ち
る
を
恐
れ
て
目
は
足
に
在
り
。
又
好
山
を
失
う
を
恐
れ
る
。
既
に
路
は
絶
し

が
ん
か
く

巖
角
に

よ
じ攀

り
て
、

ら
ん
せ
き

亂
石
を

ふ蹈
ん
で
過
ぎ
る
。
忽
ち
一

き
が
ん

危
巖
の

と
う
か
く

頭
角
よ
り

し
ょ
う

峭
へ
き壁

（
切
り
立
っ
た
険
し
い
崖
）

が
ぎ
ぜ
ん

嶷
然
（
一
際
高
い
さ
ま
）

し
ゃ斜

め
に

露
わ
れ
る
。
其
の
上
で
出
逢
う
、

た
ん
ふ
う

丹
楓

こ
う
よ
う

黄
葉
有
り

し
ょ
う
か
い

松
檜
の
中
に

ま
じ錯

わ
る
。

け
い
ふ
う

渓
風

た
ま
た

偶
ま
起
り

ふ
う
よ
う

楓
葉

へ
ん
ぺ
ん

片
々
落
ち
渓
水
の
中

に
散
る
。

ほ
ん奔
た
ん湍

錦
を

ひ
る
が
え

翻

し
て
、
疑
う
は
是
れ

と
う
か
へ
ん

桃
花
片

ぺ
ん々

か
と

ど
う
こ
う

洞
口
よ
り

り
ゅ
う
し
ゅ
つ

流
出

す
。

せ
ん
き
ょ
う

仙
郷
遠
か
ら
ず
を
覺
え
る
。

山
は
平
地

ま
れ少

に
し
て

そ
う
べ
ん

草
弁
を

た焚
い
て
、

さ
い
ふ
く

菜
箙
（
大
根
、
す
ず
し
ろ
）

は
木
の
根
や
岩
の
間
に

う種
え
て
、

さ
い
ふ
く

菜
箙
を
採
る
の
多
く
は

樹
身
を
抱
く
、

が
ん
か
く

巖
角
の
下
で

つ
か
み

掴
と
る
。
人
家
は
極
め
て
少
な
く
十
山
一
家
百
渓
十
室
で

し
ゅ
う
じ
つ

終
日
幽
谷
の
中
を
行
く
。
人

に
逢
う
こ
と
甚
だ

ま
れ少

に
し
て
、

ゆ
う
ど
き

酉
時
（
午
後
六
時
頃
）

い
な
り
し

稲
荷
祠
に
達
す
る
。

や
ど宿
こ乞

い
飯
を
炊
き
菜
を

あ
つ
も
の

羹
（
汁
）

に
し
て
こ
れ
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に
山
椒
を
供
え
て
煮
る
。
其
の
翌
日
早
く
起
き
て

ほ
こ
ら

祠
じ辭

し
て
去
る
。
こ
れ
よ
り

さ
ど
は
ら

佐
土
原
に
至
る
。
路
は

や稍
や
嶮
し
か

ら
ず
、
只

ゆ
う
こ
く

幽
谷
森
林
の
中
を
行
く
。
嗚
乎
。

せ
き
ば
く

寂
寞
（
寂
し
く
閑
か
な
）

ゆ
う
こ
く

幽
谷

し
ょ
う
じ
ょ
う

蕭
條
（
物
寂
し
い
）

し
ん
ざ
ん

深
山
に
お
い
て
彼
（
村
人
）

何
の

ご
ら
く

娯
樂
有
り
や
此
の

つ
ち土
や耶

（
耶
は
感
嘆
の
意
を
表
す
助
字
）
に

や
す安

ん
ず
る
は
以
て
あ
あ
寂
し
く
死
す
あ

さ
び寞

し
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
、 じ

ゃ
く

寂

こ
れ

じ
ゃ
く

寂
を
為
し

ば
く寞

を
為
す
を
知
ら
ず
。
悪
衣
食
は
之
れ
悪
衣
食
を
為
す
を
知
ら
ず
や
、
然
り
彼

し
ゅ
ん
し
ゅ
ん

蠢
々
（
虫
が

う
ご
め

蠢
く
よ
う
な
）

と
起
ち
て
視
る
。

し
し々

（
愚
か
な
さ
ま
と
嗤
い
）

と
ね
む寐

り
。

ど
う道
と
く徳
じ
ん
ぎ

仁
義
を
知
ら
ず
何
物
を
為
す
。
則
ち

た
い
こ

太
古
の
民
亦
此
の
如
く

に
過
ぎ
ず
。

そ
も
そ

抑
も
亦

か
い
か
つ

快
活
な
吾

か
っ嘗

て
ろ
う
し

老
子
を
讀
み
其
の
言
の

か
げ
き

過
激
を
怪
む
。
今
に
し
て
吾
れ
其
の
有
す
る
を
知
り
そ

し
て
こ
の
地
を
發
つ
な
り
。

語
釈
　

め
ら
き
こ
う

米
良
紀
行
＝

め
ら

米
良
に
旅
し
た
紀
行
文
。

め
ら

米
良
＝
米
良
の
庄
、
山
間
部
の
僻
地
、
宮
崎
県
西
米
良
村
。

ぼ
ご

戊
午
＝
安
政
五
年
一
八
五
八
。

な
ん
し

南
子
＝
南
部
五
竹
。

ゆ
う游

＝
旅
す
る
。

く
ま

玖
麻
＝
熊
本
県
に
有
る
川
。

き
ゃ
く
し
ゃ

客
舎
＝
旅
館
。

め
ら

米
良
＝
地
名
。

こ
う
て
い

行
程
＝
行
動
の
予
定
。

け
ん
あ
く

嶮
悪
＝
嶮
し
く
悪
い
。

ご
こ
く

五
穀
＝
國
、
米
、
麦
、
粟
、
稗
、
豆
。

て
い
は
い稗

＝
犬
稗
と
木
賊
稗
、
つ

ま
ら
ぬ
穀
物
、
転
じ
て
つ
ま
ら
ぬ
物
の
た
て
。

か
ん
し
ょ

甘
藷
＝
サ
ツ
マ
イ
モ
。

わ
い
し
ょ
う

矮
小
＝
小
さ
い
、
短
小
。

と
う
か
し

稲
荷
祠
＝
稲
荷
の
祠
。
七
十
里
＝
周
里
は
一
里
六
丁
、
日
本
里
は
一
里
三
十
六

丁
、
約
四
十
七
キ
ロ
。

し
し
し
ゃ

司
祠
者
＝
祠
を
司
る
者
、
神
官
。

か
ん
こ
う

寛
廣
＝
広
く
ゆ
っ
た
り
。

ろ
け
ん

路
険
＝
道
が
険
し
い
。

き
た
ん短

＝
日
の
光
が
短
い
。

り
ょ
う

糧
＝
食
糧
、
弁
当
。

か
い戒

＝
用
心
し
て
備
え

る
、
戒
め
る
。

や
は
ん

夜
半
＝
夜
中
。

げ
っ
し
ょ
く

月
色
＝
月
の
光
。

せ
い
ろ
う

晴
朗
＝
晴
れ
渡
っ
て
。

そ
う
き

霜
氣
＝
霜
の
寒
気
。

ひ
つ逼

＝
迫
る
。

ぐ
う偶

＝
偶
然
。

じ
ゅ
か

樹
下
＝
樹
木
の
下
。

ぼ
っ
こ
ん

墨
痕
＝
書
い
た
墨
の
痕
。

ゆ
う
し
ん

猶
新
＝

な
お
あ
た
ら

猶
新

し
い
。

ほ
う
ふ
つ

髣
髴
＝
さ
な
が
ら
、
良
く
似
た
さ
ま
ほ
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま
。

べ
ん辨

ず
＝
弁
え
る
、
判
る
。

け
い
ろ

渓
路
＝
谷
沿
い
の
道
。

ゆ踰
＝
越
え
る
。

ざ
い纔

＝
わ
ず
か
、
少
し
。

け
い鞋

＝
草
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鞋
。

し
ゅ
う
し
ゅ
う

漱
々

＝
漱
ぐ
、
洗
う
、
口
を
漱
ぐ
、
う
が
い
を
す
る
。

さ
が

槎

＝
細
か
く
角
張
っ
て
突
き
出
る
さ
ま
。

き
ょ
ぼ
う

巨
蠎
＝
大
き
な

う
わ
ば
み

蟒
蛇
。

が
い駭

＝
驚
く
。

ち
ゅ
う

駐
＝
止
め
る
。

じ
ゅ
く

熟
＝
熟
視
。

ら
い籟

＝
松
籟
、
風
の
音
。

け
だ
し

蓋
＝
思
う
に
、
な
ん
ぞ
。

け
い
す
い

渓
水
＝
谷
の
水
。

し
ょ
う

稍
＝

や
や稍

。
よ
う
ち
ょ
う

羊
腸
＝
羊
の
腸
の
よ
う
に
長
く
曲
が
り
く
ね
る
。

り
ょ
う
さ
ん

兩
三
＝
二
つ
か
三
つ
。

は
お
く

破
屋
＝
屋
。

か
ん
と
う

寒
燈
＝
寒
々

と
し
た
灯
火
。

ゆ
う
ぜ
ん然

＝
あ
き
ら
か
、
明
る
い
、
光
る
。

き
ょ
う
ぜ
ん

跫
然
＝
足
音
、
恐
々
と
そ
っ
と
あ
る
く
さ
ま
。

ぼ
う厖

＝
大
き
い
、
豊
か
、
厚
い
、。

は
い吠

＝
吼
え
る
、
犬
が
泣
く
。

こ
う
り

行
李
＝
柳
や

竹
で
編
ん
だ
荷
物
を
い
れ
る
物
。

が臥
＝
横
臥
、
寝
る
。

ざ
い纔

＝
僅
か
、
少
し
。

こ
つ
ぜ
ん

忽
然
＝
突
然
、
急
に
。

こ
う
ぜ
ん

皎
然
＝
白
い
、
真
っ
白
な
さ
ま
。

ゆ
う
こ
く

幽
谷
＝
幽
か
な
谷
。

し
ん
ざ
ん

深
山
＝
深
い
山
。

た
ん
し
ん

單
身

＝
一
人
。

し
ん
や

深
夜
＝
夜
遅
く
。

ば
ん
り

萬
里
＝
一
万
里
、
と
て
も
遠
い
。

こ
う
ざ
ん

荒
山
＝
荒
々
し
い
嶮
し
い
山
。

へ
い斃

＝
倒
れ
て
死
ぬ
。

ひ
つ
う

悲
痛
＝
痛
い
悲
し
み
、
非
常
な
悲
し
み
。

い
か
に

如
何
＝
ど
う
し
て
。

さ
ん
ぜ
ん

惨
然
＝
惨
め
な
さ
ま
。

て
ん
め
い

天
明
＝
月
明
か
り
、
月
光
。

と
う罩

＝
覆
う
、
籠
、
魚
を
捕
る
竹
の
籠
。

せ
い霽

＝
晴
れ
。

さ
ん
け
い

山
渓
＝
山
奥
の
谷
。

へ
き
し
ょ處

＝
開
け
た
所
。

ぼ
う
お
く

茅
屋
＝
茅
葺
き
の
家
。

し
ょ
う
ぜ
ん

蕭
然

＝
ひ
っ
そ
り
と
寂
し
い
さ
ま
。

し
ゃ瀉

＝
水
を
注
ぐ
、
流
す
、
吐
く
、
掛
け
る
。

さ
ん

＝
削
る
、
刈
る
、
平
ら
に
す
る
。

こ
う吼

＝
咆
哮
、
吼
え
る
。

が
い
せ
き

崖
石
＝
崖
の
石
。

ち
ょ
う
ふ

長
斧
＝
長
い
斧
。

へ
き劈

＝

裂
く
、
引
き
裂
く
、
分
け
る
。

し
ゅ
ん

皴
＝

し
わ皺

、
ひ
び皹

、
あ
か
ぎ
れ

皹

。
の
り法

＝
傾
斜
の
角
度
、
方
法
。

ら
ん
せ
き

亂
石
＝
散
ら
ば
っ
た
石
。

が
い
か

崖
下
＝
崖
の
下
。

せ
ん箭

＝
矢
竹
、
矢
が
ら
、
篠
竹
、
矢
。

が
ん
と
う

巖
頭
＝
岩

の
頂
。

ほ
う
た
い

崩
頽
＝
崩
れ
剥
げ
落
ち
る
。

じ耳
生
え
＝

き
の
こ

茸
生
え
」

が
ん
か
く

巖
角
＝
岩
の
角
。

し
ょ
う
ぜ
ん

鬆
然
＝
髪
の
乱
れ
る
さ
ま
、
明
ら
か
、
荒
い
、
緻
密
で
な
い
。

ぜ
い脆

＝
も
ろ脆

い
、
弱
い
。

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

飄
々

＝
ひ
ら

ひ
ら
と
風
に
吹
か
れ
舞
上
が
る
さ
ま
。

だ堕
＝
落
ち
る
。

ろ
ぽ
う

路
旁
＝
道
ば
た
。

い
べ
ん

異
弁
＝
変
わ
っ
た
花
弁
。

き
そ
う

奇
艸
＝
珍
し
く
変
わ
っ
た
草
。

し
ゅ
じ
つ

朱
實
＝
朱
の
実
。

る
い
る
い々

＝
葛
、
蔓
草
、
ま
と
わ

り
つ
く
。

こ
う
こ
う

恰
々
＝
鳥
の
鳴
く
さ
ま
。

き
が
ん

危
巖
＝
危
な
い
巖
。

お
う
せ
つ

應
接
＝
応
対
。

こ
う

＝
慌
た
だ
し
い
、
忙
し
い
。

か
ん陥

＝
陥
落
、
落
ち
る
。

は
ん攀

＝
よ
じ
登
る
。

と
う
か
く

頭
角
＝
頭
が
他
よ
り
出
て
居
る
。

し
ょ
う
へ
き

峭
壁
＝
嶮
し
く
屹
立
し
た
壁
。

ぎ
ぜ
ん

嶷
然
＝
山
が
一
際
高
い
さ
ま
、
一
際
優
れ
て
居
る
さ
ま
。

し
ゃ斜

＝
な
な
め
。

た
ん
ふ
う

丹
楓
＝
丹
色
の
楓
、
紅
葉
し
た
楓
。

こ
う
よ
う

黄
葉
＝
黄
色
の
葉
。

し
ょ
う
か
い

松
檜
＝
松
と

檜
。
錯
＝
錯
誤
、
混
じ
る
、
交
え
る
、
メ
ッ
キ
。

け
い
ふ
う

渓
風
＝
谷
の
風
。

ふ
う
よ
う

楓
葉
＝
楓
の
葉
。

し
ぃ
ち
ょ
う

翠
鳥
＝
緑
の
鳥
。

へ
ん
ぺ
ん

片
々
＝
ひ
ら
ひ
ら
と
。

ら
く
け
い

落
渓
＝
谷
に
落
ち
る
。

ほ
ん奔

＝
迸
る
、
流
れ
る
、

奔
流
。

た
ん湍

＝
早
瀬
、
た
ぎ
る
、
渦
巻
く
、
水
が
激
し
く
流
れ
る
。

は
ん翻

＝
ひ
ら
ひ
ら
と

ひ
る
が
え

翻

り
。

と
う
か
へ
ん

桃
花
片
＝
桃
の
花
び
ら
。

ど
う
こ
う

洞
口
＝
洞
穴
の
入
り
口
。

り
ゅ
う
し
ゅ
つ

流
出

＝
流
れ
出
る
。

せ
ん
き
ょ
う

仙
郷

＝
仙
人
の
郷
。

そ
う
べ
ん

草
弁
＝
草
や
花
弁
。

た焚
き
＝
燃
や
す
、
焚
き
火
。

さ
い
ふ
く

菜
箙
＝
菜
に
大
根
。

つ
か
ま

掴
り
＝
掴
む
。

し
ゅ
う
じ
つ

終
日
＝
一
日
中
。

ゆ
う
こ
く

幽
谷
＝
幽
か
な
谷
。

と
り
ど
き

酉
時
＝
今
の
午
後
六
時
頃
。

や
ど
こ

宿
乞

い
＝
宿
を
頼
む
。

さ
い
か
ん

菜
羹
＝
菜
を
煮
る
。

ほ
こ
ら

祠
じ辭

し
＝
祠
を
辞
去
。

さ
ど
は
ら

佐
土
原
＝
地
名
宮
崎
県
。

せ
き
ば
く

寂
寞
＝
寂
し
く
静
か
な
さ
ま
。

し
ょ
う
じ
ょ
う

蕭
條

＝
物
寂
し
い
さ
ま
。

し
ん
ざ
ん

深
山
＝
深
い
山
。

ご
ら
く

娯
樂
＝

喜
び
楽
し
む
、
楽
し
み
。

あ
に豈

＝
願
う
、
ど
う
し
て
。

じ
ゃ
く

寂
＝
寂
し
い
。

し
せ
い

死
生
＝
死
と
生
。

ば
く寞

＝
静
か
。

し
ゅ
ん
し
ゅ
ん

蠢
々

＝
う
ご
め

蠢
く
、
虫
が
ご
そ
ご
そ
と
動
く
さ
ま
。

し
し々

＝
嗤
う
。

び寐
＝
寝
る
、
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眠
る
。

ど
う
と
く

道
徳
＝
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
正
し
い
道
、
老
子
の
説
い
た
道
と
徳
。

じ
ん
ぎ

仁
義
＝
仁
、
親
愛
の
心
と
義
、
道
理
に
適
う
こ
と
、
道
徳
の
総
称
。

た
い
こ

太
古
＝
大
昔
。

よ
く抑

＝
抑
も
、
抑
留
、

抑
え
る
。

か
い
か
つ

快
活
＝
楽
し
み
、
楽
し
い
、
快
楽
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
性
質
で
元
気
の
良
い
こ
と
。

か
っ嘗

て
＝
以
前
に
。

ろ
う
し

老
子
＝
周
代
の
人
、
姓
は
李
、
名
は
耳
字
は
伯
陽
、
道
家
の
祖
と

さ
れ
る
。

か
げ
き

過
激
＝
激
し
す
ぎ
る
。
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２
５
　

夕
佳
楼
記

山
氣
日
夕
佳
是
五
柳
先
生
之
詩
也
蓋
采
菊
東
籬
之
際
悠
然
而
仰
即
夕
陽

晩
入
紫
気
一
抹
氤

乎
南
山
之
面
於
是
乎
有

適
乎
先
生
之
心
而
作
矣
何
処
無
山
何
日
無
夕
唯
静
者
能
知
静
中
趣
噪
進
盲
動
者
雖
易
三
世
焉
得
而
言
之
哉
先
生
不
競
栄

利
不
樂
紛
華
退
而
居
于
環
堵
之
中
中
淡
知
泊
如
言
詠
自
娯
以
全
晩
節
千
載
之
下
想
見
其
為
人
如
光
風
霽
月
此
詩
雖
出
乎

偶
然
而
天
真
発
露
恰
称
其
為
人
予
故
嘗
曰
是
先
生
自
道
也
丹
邱
藤
楷
甫
取
於
其
詩
以
名
其
楼
曰
夕
佳
属
記
於
予
々
与
楷

甫
相
識
于
千
里
外
覊
旅
之
中
則
其
楼
未
得
登
也
未
登
而
記
之
豈
不
亦
難
乎
雖
然
先
是
余
游
西
肥
逍
遙
乎
丹
邱
野
略
知
其

地
勢
丹
邱
之
為
地
左
右
皆
山
也
其
山
清
秀
而
其
地
幽
静
雖
未
知
与
潯
陽
之
山
孰
佳
然
於
幽
人
高
士
肥
遯
棲
遅
之
地
為
宜

想
楷
甫
日
之
夕
観
易
己
終
開
棲
窗
詠
先
生
之
詩
則
山
色
浮
動
落
幽
窗
間
於
是
乎
先
生
之
心
有
適
乎
楷
甫
之
心
矣
因
取
其

詩
以
名
焉
或
曰
其
詩
之
佳
有
適
乎
楷
甫
之
心
故
名
焉
或
曰
其
景
之
佳
有
適
乎
楷
甫
之
心
故
名
焉
嗚
呼
是
真
知
楷
甫
者
乎

哉
余
雖
未
登
其
楼
而
知
其
意
不
専
在
其
景
之
与
詩
也
是
以
不
辞
而
為
記
楷
甫
名
模
沈
静
好
讀
書
不
喜
喋
々
殉
世
者
其
志

蓋
在
晩
成
云



161

釈
文

せ
き
か
ろ
う
き

夕
佳
楼
記

さ
ん
き

山
氣

に
ち
せ
き

日
夕
に

よ佳
し
是
れ

ご
り
ゅ
う
せ
ん
せ
い

五
柳
先
生
「
陶
淵
明
」

の
詩
な
り
、
菊
を

と采
る

と
う
り

東
籬
の

き
わ際
ゆ
う
ぜ
ん

悠
然
と
し
て
、

せ
き
よ
う

夕
陽
を
仰
ぐ
日
は
う
す
ら

ぎ
く
れ

に
入
り
て

し
き

紫
気

い
っ
し
ゅ
う

一
株
の

き
う
ん

氤

（
気
の
和
ら
ぐ
）

南
山
の
面
こ
れ
先
生
の
心
に
適
う
作
な
り
。

何
処
に
も
山
無
く
何
れ
に
も
夕
無
く
唯
だ
静
か
に
能
く
静
中
の

お
も
む
き

趣

を
知
る
、

そ
う噪
し
ん進

（
忙
し
く
進
む
）

も
う
ど
う

盲
動
（
無
闇
な
行
動
）

三
世

易
き
と
雖
も

い
ず焉

く
ん
ぞ
得
て
言
う
之
れ
、
先
生
の

え
い
り

栄
利

き
そ競

は
ず

ふ
ん
か

紛
華
を
退
い
て
樂
し
ま
ず
、

か
ん
と

環
堵
（
小
さ
な
狭
い
家
）

の
中
に

す
ま居

い
て
淡
泊
を
知
り
言
詠
自
か
ら

た
の娯

し
む
が
如
し
、
以
て

ば
ん
せ
つ

晩
節
は

せ
ん
ざ
い

千
載
の
下

お
も想

い
見
る
、
其
の
人
の
為
す

こ
う
ふ
う

光
風

せ
い
げ
つ

霽
月
の

如
し
此
の
詩
の
出
ず
る
こ
と
、

ぐ
う
ぜ
ん

偶
然
と
雖
も

て
ん
し
ん

天
真

は
つ
ろ

発
露

あ
た
か

恰
も
其
の
人
の
為
す
を
称
す
、
予
は
故
に

こ
こ
ろ

嘗
み
に
曰
う
是
れ

先
生
の
自
か
ら
の
道
な
り
、

た
ん
き
ゅ
う

丹
邱

と
う
か
い

藤
楷
（
仙
人
の
棲
む
処
藤
で
作
っ
た
階
段
）

用
取
し
其
の
詩
以
て
名
し
其
の

ろ
う楼

に
曰
う

に
ち
せ
き

日
夕
佳

し
属
し
て
記
す
、
ま
え
も
っ
て

か
い
ほ

楷
甫
と
与
え
て

あ
い
し

相
識
る
す
。

こ
こ
に

せ
ん
り

千
里
の
外

き
り
ょ

覊
旅
（
旅
の
）

の
中
則
ち
其
の

ろ
う楼

に
未
だ
登
る
を
得
ず
、
未
だ
登
ら
ず
し
て
之
れ
を
記
す

あ
に豈

亦
た
難
し

か
ら
ず
ら
ず
や
、
然
る
と
雖
も
先
ず
是
れ
余
が

せ
い
ひ

西
肥
に

あ
そ游

び
し
ょ
う
よ
う

逍
遙
（
の
び
の
び
し
て
満
足
）
、

た
ん
き
ゅ
う

丹
邱
の
野
路

ほ
ぼ略

其
の

ち
せ
い

地
勢
を
知
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り
た
ん
き
ゅ
う

丹
邱
の
地

さ
ゆ
う

左
右
を
為
す
皆
こ
れ
山
な
り
、
其
の
山
の
清
き
に
秀
い
で
て
其
の
地
は

ゆ
う
せ
い

幽
静
（
奥
ゆ
か
し
く
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
）
、

未
だ
知
ら
ず
と
雖
も

と
も与

に
じ
ん
よ
う

潯
陽
（
五
柳
先
生
の
土
地
）

の
山
は
い
ず
れ
も
佳
く
然
る
に
人
里
離
れ
て
静
か
に
暮
ら
し
て
い
る
人

や
人
格
が
高
潔
な
人
々
が
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
俗
世
間
を
逃
れ
て
気
楽
な
生
活
を
し
ち
る
と
こ
ろ
（

ひ
と
ん

肥
遯

せ
い
ち

棲
遅
）
、

瞑
想
を
為
し

か
い
ほ

楷
甫
の
日
に
是
れ
夕
陽
観
易
く
し
て
終
わ
る
。
棲
窗
を
開
き
て

よ詠
む
先
生
の
詩
則
ち

さ
ん
し
ょ
く

山
色

ふ
ど
う

浮
動

ゆ
う
そ
う

幽
窗
の

間
に
落
つ
是
れ
、
先
生
の
心
に
適
う

か
い
ほ

楷
甫
の
心
か
な
、
因
っ
て
其
の
詩
を
取
り
て
以
て
名
し
、
或
は
其
の
詩
は
誰
が

か
な適

う
や
、

か
い
ほ

楷
甫
の
心
故
に
名
し
て
、

あ
あ

嗚
呼
、
是
れ
其
の

か
い
ほ

楷
甫
を
知
る

か
い
ほ

楷
甫
か
な
、
余
は
其
の

ろ
う楼

に
は
未
だ
登
ら
ず
と
雖
も
、

其
の

こ
こ
ろ

意
専
ら
に
せ
ず
と
も
知
る
、
其
の

け
い景

と
詩
と
是
れ
以
て

じ辞
せ
ず
こ
の
記
を
為
す
、

か
い
ほ

楷
甫
の
名
を

う
つ模

し
ち
ん
せ
い

沈
静

ど
く
し
ょ

讀
書

を
好
み
、

ち
ょ
う
ち
ょ
う

喋
々
（
口
数
多
く
喋
る
）

世
に

ほ
こ徇

る
を
喜
ば
ず
其
の

こ
こ
ろ
ざ
し

志

は
ば
ん
せ
い

晩
成
に
在
り
。

｛
考
察
｝
五
柳
先
生
こ
と
陶
淵
明
の
心
境
こ
そ
自
分
の
求
め
よ
う
と
す
る
人
生
で
は
な
い
か
と
、
ま
た
五
柳
先
生
こ
そ

現
実
の
仙
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
仙
人
の
住
む
家
は
藤
で
作
っ
た

き
ざ
は
し

楷

が
あ
る
と
云
う
伝
説
か
ら
想
い
重
ね
て
、

こ
の
人
こ
そ
現
実
の
仙
人
の
始
ま
り
と
云
う
意
で
「

か
い
ほ

楷
甫
」
と
敢
え
て
識
し
て
表
現
し
た
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。

｛
参
考
｝
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五
柳
先
生
「
飲
酒
」
二
十
首
の
中
の
五
首

結
廬
在
人
境

い
お
り

廬
を
結
ん
で

じ
ん
き
ょ
う

人
境
に
在
り

而
無
車
馬
喧

し
か而

も
車
馬
の

か
ま
び
す

喧

し
き
無
し

問
君
何
能
爾

君
に
問
う
何
ん
ぞ

よ能
く

し
か爾

る
と

心
遠
地
自
偏

こ
こ
ろ

心
と
お遠

く
地

お
の
ず

自
か
ら

へ
ん偏

な
り

採
菊
東
籬
下

菊
を

と採
る

と
う
り

東
籬
の

も
と下

悠
然
見
南
山

ゆ
う
ぜ
ん

悠
然
と
し
て

な
ん
ざ
ん

南
山
を
見
る

山
気
日
夕
佳

さ
ん
き

山
気
　

に
っ
せ
き

日
夕
に

よ佳
し

飛
鳥
相
与
還

飛
鳥
　
相
与
に
還
る

此
中
有
真
意

此
の
中
に

し
ん
い

真
意
　
有
り

欲
辧
己
忘
言

べ
ん辧

ぜ
ん
と

ほ
っ欲

し
て

す
で己

に
げ
ん言

を
わ
す忘

れ
る
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（
解
説
）

人
里
に

い
お
り

廬
を
構
え
て
い
る
が
、
役
人
ど
も
の
車
馬
の
音
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
わ
な
い
。
（
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
あ

り
得
た
の
だ
）
」
と
お
尋
ね
か
。
な
あ
に
、
心
が
世
俗
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
も
自
然
と
僻
地
の
地
に
変

わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
東
側
の
垣
根
の
も
と
に
咲
い
て
い
る
菊
の
花
を
手
折
り
つ
つ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
、

ふ
と
頭
を
も
た
げ
る
と
、
南
方
遥
か
に
廬
山
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
姿
が
目
に
入
る
。
山
の
た
た
ず
ま
い
は
夕
方
が
特
別

素
晴
ら
し
く
、
鳥
た
ち
が
連
れ
立
っ
て
山
の
ね
ぐ
ら
に
帰
っ
て
行
く
。

こ
の
自
然
の
中
に
こ
そ
、
人
間
の
あ
り
う
べ
き
真
の
姿
が
あ
る
よ
う
に
想
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
説
明
し
ょ
う
と

し
た
と
た
ん
、
言
葉
な
ど
も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

語
釈
　
　

ゆ
う
か
お
ろ
う
き

夕
佳
楼
記
＝
楼
の
記
事
。

さ
ん
き

山
氣
＝
山
の
空
気
、
山
の
気
配
。

に
ち
せ
き

日
夕
＝
日
に
夕
に
。

か
い佳

＝
か佳

、
佳
い
、
良
い
。

ご
り
ゅ
う
せ
ん
せ
い

五
柳
先
生
＝
陶
淵
明
、
家
の
門
前
に
五
本
の
柳
を
植
え

て
五
柳
先
生
と
自
称
し
た
。

け
だ
し

蓋
＝
思
う
に
、
不
確
か
な
こ
と
を
推
定
す
る
助
字
、
こ
れ
、
助
字
解
説
、
な
ん
ぞ
、
は
ん
ご
の
助
字
。

さ
い采

す
＝
採
る
、
栽
培
。

と
う
り

東
籬
＝
東
側
の
生
け

垣
、
竹
を
組
ん
で
巡
ら
し
た
垣
根
。

き
わ際

＝
脇
、
際
、
側
。

ゆ
う
ぜ
ん

悠
然
＝
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
さ
ま
、
長
閑
な
さ
ま
、
陶
潜
、
飲
酒
詩
、
采
菊

と
う
り

東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
。

せ
き
よ
う

夕
陽
＝

ゆ
う
ひ

夕
陽
、

夕
日
。

え
ん

＝
暗
い
。

し
き

紫
気
＝
暗
い
気
。

い
ち
ま
つ

一
抹
＝
筆
の
一
刷
毛
、
一
な
す
り
、
一
寸
、
僅
か
、
多
少
、
弦
楽
器
を
演
奏
す
る
と
き
、
一
度
弦
を
押
さ
え
て
抑
揚
を
つ
け
る
。

い
ん
う
ん

氤

＝
気
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の
盛
ん
な
さ
ま
、
気
の
和
ら
ぐ
さ
ま
、
声
の
調
子
が
良
い
さ
ま
。

な
ん
ざ
ん

南
山
＝
終
南
山
の
略
、
蓁
嶺
。
乎
＝
よ
、
や
、
呼
び
か
け
の
言
葉
、
か
、
な
、
か
な
感
嘆
を
表
す
。

め
ん面

＝
面
す
。

も
う
ど
う

盲
動
＝
考
え
も
な
く
行
動
す
る
。

そ
う噪

＝
早
い
、
慌
た
だ
し
い
、
急
ぐ
、
騒
ぐ
、
喧
噪
、
喋
る
。

お
も
む
き

趣

＝
さ
ま
、
風
情
、
味
わ
い
、
急
い
で
行
く
、
向
か
う
。

い
え
ど
も

雖

＝
唯
、
助
字
解
説
、

確
定
の
助
字
、
け
れ
ど
も
、
仮
定
の
助
字
、
た
と
い
、
と
し
て
も
、
こ
れ
、
発
語
の
助
字
。

え
ん焉

＝
い
ず
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
疑
問
反
語
の
意
を
表
す
、
こ
れ
、
こ
こ
に
、
こ
れ
よ
り
、

こ
れ
に
く
ま
つ
に
用
い
る
助
字
、
か
、
や
、
疑
問
反
語
の
意
を
表
す
。

え
い
り

栄
利
＝
繁
栄
と
利
益
、
栄
達
と
名
利
。

き
そ競

は
ず
＝
競
争
し
な
い
。

ふ
ん
か

紛
華
＝
派
手
で
華
や
か
、
賑
や
か
、
繁
華
。

か
ん
と

環
堵
＝
垣
根
を
廻
す
、
家
の
周
り
を
垣
根
で
塞
ぐ
、
遮
る
。

た
ん
ち
ゅ
う

淡
中
＝
淡
い
中
。

じ
ご

自
娯
＝
自
ら
楽
し
む
。

ば
ん
せ
つ

晩
節
＝
晩
年
、
晩
年
の
節
操
、
末
世
、
末
年
、
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
。

せ
ん
ざ
い

千
載

＝
千
年
。

お
も想

い
＝
思
い
、
想
い
。

こ
う
ふ
う

光
風
＝
光
景
と
風
景
。

せ
い
げ
つ

霽
月
＝
晴
れ
た
月
。

ぐ
う
ぜ
ん

偶
然
＝
偶
々
、
丁
度
。

て
ん
し
ん

天
真
＝
自
然
の
ま
ま
で
飾
り
気
の
な
い
さ
ま
。

は
つ
ろ

発
露
＝
現
れ
る
、
現
す
、
現

れ
。

あ
た
か

恰
も
＝
丁
度
、
ぴ
っ
た
り
。

か
っ嘗

て
＝
以
前
、
前
に
。

い
わ曰

く
＝
云
う
述
べ
る
。

た
ん
き
ゅ
う

丹
邱
＝
仙
人
の
棲
む
所
、
昼
夜
常
に
明
る
い
と
い
う
國
、
戦
国
時
代
の
地
名
。

と
う
か
い

藤
楷
＝

ろ
う楼

＝
楼

閣
。

ゆ
う
か
い

夕
佳
＝
夕
べ
に
佳
い
。

し
ょ
く

属
＝
委
嘱
、
頼
む
。

か
い
ほ

楷
甫
＝
一
点
一
画
を
き
ち
ん
と
書
く
法
又
そ
の
書
体
、
手
本
。

と
も
に

与
＝
共
に
。

あ
い
し

相
識
る
＝
互
い
に
知
る
。

う于
＝
こ
こ
に
、
こ
れ
発

字
の
助
字
、
文
首
文
中
に
用
い
る
助
字
、
に
、
補
語
場
所
を
示
す
、
を
、
補
語
を
示
す
、
と
、
接
続
を
示
す
、
よ
り
、
か
ら
、
比
較
場
所
を
示
す
、
お
い
て
、
か
、
か
な
、
文
末
に

あ
っ
て
ぎ
も
ん
感
嘆
を
表
す
。

せ
ん
り

千
里
＝
約
四
千
キ
ロ
。

き
り
ょ

覊
旅
＝
旅
に
繋
ぎ
止
め
る
。

あ
に豈

＝
あ
に
、
ど
う
し
て
疑
問
反
語
の
助
字
、
な
ん
と
感
嘆
の
意
を
表
す
、
そ
れ
、
そ
の
、
ほ
と

ん
ど
助
字
解
説
。

せ
い
ひ

西
肥
＝
西
肥
後
。

し
ょ
う
よ
う

逍
遙
＝
伸
び
伸
び
と
し
て
満
足
し
た
さ
ま
、
の
ん
び
り
と
気
ま
ま
に
ぶ
ら
つ
く
さ
ま
。

あ
そ游

ぶ
＝
訪
れ
る
、
旅
、
行
く
。
＝

こ乎
「
よ
、
や
、
呼

び
か
け
の
言
葉
、
か
な
、
か
、
感
嘆
を
表
す
、
あ
あ
、
か
、
や
、
疑
問
反
語
を
表
す
、
形
容
詞
に
つ
け
て
強
く
状
態
を
表
し
、
に
、
を
、
よ
り
、
場
所
、
時
間
、
目
的
、
比
較
を
表

す
助
字
解
説
。

ほ
ぼ略

＝
概
略
。

ち
せ
い

地
勢
＝
土
地
の
状
態
、
山
、
川
、
平
野
な
ど
の
形
勢
。

さ
ゆ
う

左
右
＝
左
に
右
。

せ
い
し
ゅ
う

清
秀
＝
清
ら
か
で
秀
で
る
。

ゆ
う
せ
い

幽
静
＝
幽
か
で
静
か
な
。

じ
ん
よ
う

潯
陽
＝
唐
代
の
地

名
、
い
ま
の
江
西
省
九
江
県
、
そ
の
付
近
の
揚
子
江
を

じ
ん
よ
う

潯
陽
江
と
い
う
。

じ
ゅ
く

孰
＝
い
ず
れ
、
つ
ま
び
ら
か
。

か
い
ぜ
ん

佳
然
＝
佳
い
さ
ま
。

ゆ
う
じ
ん

幽
人
＝
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
人
、
人
里
離
れ
て
静

か
に
暮
ら
す
人
。

こ
う
し

高
士
＝
人
格
が
高
潔
な
人
、
品
行
の
優
れ
た
人
。

ひ
と
ん

肥
遯
＝
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
俗
世
間
か
ら
逃
れ
る
。

せ
い
ち

棲
遅
＝
憩
う
、
気
楽
な
生
活
を
す
る
、
静
か
に
生
活
す

る
、
隠
退
す
る
。

み
や
す

観
易
い
＝
見
易
い
。

す棲
む
＝
棲
息
、
住
む
。

ま
ど窗

＝
窓
。

よ詠
む
＝
詠
む
、
詠
じ
る
。
＝

さ
ん
し
ょ
く

山
色
「
山
の
色
、
山
の
風
景
、
景
色
。

ふ
ど
う

浮
動
＝
ふ
わ
ふ
わ
と
動
く
。

ゆ
う
そ
う

幽
窗

＝
幽
か
な
窓
、
寂
し
い
窓
。

か
な適

う
＝
佳
く
適
う
。

け
い景

＝
風
景
、
光
景
、
景
色
。

あ
あ

嗚
呼
＝
感
嘆
詞
。

し
ん真

＝
真
に
、
本
当
に
。

ろ
う楼

＝
夕
佳
楼
。

と
も
に

与
＝
共
に
。

じ辞
さ
ず
＝
断
ら
な
い
、
帰
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ら
な
い
。

も模
し
＝
模
写
、
写
す
。

ち
ん
せ
い

沈
静
＝
静
か
に
修
ま
る
。

ど
く
し
ょ

讀
書
＝
書
を
読
む
。

ち
ょ
う
ち
ょ
う

喋
々

＝
口
数
多
く
喋
る
。

じ
ゅ
ん
せ
い

殉
世
＝
世
の
た
め
に
殉
じ
る
。

け
だ
し

蓋
＝
思
う
に
、
不
確
か
な
こ
と
を

推
定
す
る
助
字
、
こ
れ
、
助
字
解
説
、
な
ん
ぞ
、
反
語
の
助
字
。

ば
ん
せ
い

晩
成
＝
遅
く
成
る
。
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２
６
　

養
素
堂
記

傳
曰
。
深
山
大
澤
。
必
生
龍
蛇
。
余
之
遊
肥
後
也
。
果
得
魁
偉
之
士
數
人
焉
。
其
最
年
少
。
而
有
寄
才
者
。
熊
府
早
川
子
規
乎
。
子
規

為
人
。
敦
篤
喜
文
。
絶
遊
謝
交
。
杜
門
讀
書
。

然
自
樂
焉
。
一
日
謂
余
曰
。
昔
三
代
之
盛
也
。
厥
禮
。
冠
婚
葬
祭
。
厥
器
。

豆
。
可
謂
備
矣
。
厥
樂
。
韶
虞
象
武
。
厥
器
。
笙
簫
琴
瑟
。
可
謂
雅
矣
。
厥
書
。
三
墳
五
典
詩
書
易
。
可
謂
正
矣
。
是
故
古
之
君
子
。

所
見
非

則

豆
。
所
聞
非
簫
笙
則
琴
瑟
所
讀
非
三
墳
五
典
則
詩
書
易
。
是
以
非
辟
無
由
入
古
之
君
子
所
以
養
徳
可
謂
至
矣
。
世
衰

道
微
桑
間
濮
上
。
於
是
乎
作
。
俳
優
侏
儒
。
於
是
乎
作
。
異
端
邪
説
。
於
是
乎
作
。
然
詩
書
末
亡
。
禮
樂
猶
存
焉
。
及
秦
坑
儒
焚
書
。

先
王
之
道
。
幾
熄
矣
。
自
漢
而
降
。
世
愈
降
。
道
愈
汚
。
其
有
禮
樂
。
亦
叔
孫
之
禮
樂
耳
。
甚
則
簫
笙
雜
篳
篥
。
琴
瑟
和
羯
鼓
。
雅
樂

與
胡
聲
。
相
混
。
不
可
以
奏
于
宗
廟
矣
。
至
于
今
日
。
則
三
絃
之
調
急
聲
淫
者
。
戯
劇
之
笑
人
泣
人
者
。
及
佛
老
之
虚
無
妄
誕
。
洋
夷

之
異
説
淫
巧
。
凡
惑
人
悦
人
者
。
無
所
不
有
。
桑
間
濮
上
。
俳
優
侏
儒
。
楊
朱
墨

。
不
啻
也
。
可
勝
嘆
哉
。
夫
三
代
之
禮
。
至
矣
。

盡
矣
。
三
代
之
樂
。
善
矣
。
美
矣
。
而
不
可
復
見
焉
。
演
戯
雜
劇
。
我
不
好
也
。
急
管
繁
絃
。
我
不
喜
也
。
邪
説
淫
巧
。
我
不
取
也
。

我
有
弊
廬
。
足
以
蔽
風
雨
矣
。
我
有
蔬
食
。
足
以
免
餓
矣
。
我
有
弊
衣
。
足
以
禦
寒 

矣
。
有
此
三
足
。
又
奚
外
求
。
食
吾
食
。
衣
吾
衣
。
々
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而
暖
。
食
而
飽
。
々
而
讀
吾
書
。
峨
々
乎
聳
於
前
者
。
太
古
以
前
之
山
歟
。
泱
々
乎
流
於
前
者
。
大
古
以
前
之
水
歟
。
颯
然
而
至
者
。

非
萬
古
之
風
乎
。
皎
然
而
來
者
。
非
萬
古
之
月
乎
。
對
萬
古
之
風
月
。
面
萬
古
之
山
水
。
而
讀
萬
古
之
書
。
是
與
羲
皇
稷
契
。
且
暮
相

遇
也
。
何
樂
加
焉
。
當
此
之
時
神
融
氣
旺
覺
有
浩
然
塞
于
天
地
之
間
者
豈
非
是
大
素
之
初
一
元
氣
乎
若
使
此
氣
無
餒
乎
西
山
之
餓 

亦
甘

焉
。
而
况
其
他
乎
然
則
世
人
呼
我
。
為
首
陽
之
餓
士
亦
可
。
呼
我
。
為
陋
巷
之
寒
士
亦
可
。
呼
我
。
為
葛
天
之
民
亦
可
。
呼
為
。
為
無

懐
之
民
亦
可
。
譽
之
何
益
。
毀
之
何
損
。
我
則
登
吾
堂
。
爰
食
。
爰
飲
。
爰
寝
。
爰
読
書
。
淡
乎
。
泊
如
。
爰
養
吾
素
而
巳
矣
。
因
名

堂
曰
養
素
。
請
為
之
記
。
岩
國
南
裕
。
奇
其
言
。
謂
之
曰
。
善
哉
。
子
規
蓋
幾
乎
道
矣
。
子
之
言
足
以
為
記
矣
。
余
又
何
言
。

安
政
五
年
戌
午
春
三
月
念
二
。
于

邨
書
屋
。

以
下
五
篇
寓
木
門
之
作
時
年
二
十
八

釈
文

よ
う養
そ素
ど
う堂
き記

つ
た傳

え
て
曰
う

し
ん
ざ
ん

深
山

だ
い
た
く

大
澤
必
ず

り
ゅ
う
じ
ゃ

龍
蛇
が
生
す
。
余
は
之
れ

ひ
ご

肥
後
に
遊
ぶ
な
り
。
果
し
て

か
い
い

魁
偉
の
士
數
人
を
得
る
。
其
の
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最
年
少
に
し
て

き
さ
い

寄
才
有
り
そ
れ

ゆ
う
ふ

熊
府
の

は
や
か
わ

早
川

し
き

子
規
な
り
。

し
き

子
規
の
人
と
為
り
は

と
ん敦
と
く篤

に
し
て
、
文
を
喜
び
遊
び
を
絶
ち

交
り
を
謝
し
。
門
を

と
ざ杜

し
て
書
を
讀
み

し
ょ
う
ぜ
ん

然
と
自
か
ら
樂
し
み
、
一
日
余
に
謂
い
曰
く
。
昔
三
代
の
盛
な
り
、

そ厥
の

禮
は

か
ん
こ
ん
そ
う
さ
い

冠
婚
葬
祭
、

そ厥
の
器
は

ふ

き

へ
ん
と
う豆

を
備
う
と
謂
う
可
し
な
り
。

そ厥
の
樂
は

し
ょ
う

韶
ぐ虞
し
ょ
う
ぶ

象
武
。

そ
の厥

の
器
は

し
ょ
う

笙
し
ょ
う

簫
き
ん琴
し
つ瑟

は
み
や
び

雅
と
謂
う
可
し
な
り
。

そ厥
の
書
は

さ
ん
ぷ
ん

三
墳

ご
て
ん

五
典

し
し
ょ

詩
書

え
き易

を
正
に
謂
う
可
し
な
り
。
是
れ
故
に

い
に
し
え

古

の
君
子
は
見
る
所

ふ

き

へ
ん
と
う豆

に
非
ら
ず
則
ち
聞
く
所

し
ょ
う

簫
し
ょ
う

笙
き
ん琴
し
つ瑟

に
非
ら
ず
、
則
ち

さ
ん
ぷ
ん

三
墳

ご
て
ん

五
典
を
讀
む
所
に
非
ら
ず
則
ち

し
し
ょ

詩
書

え
き易

是
れ
以
て

へ
き辟

は
由
無
く
非
ら
ず
。

い
に
し
え

古

の
君
子
の
徳
を
養
う
こ
と
と
謂
う
可
し
に
至
る
。
世
は
衰
え
道
は
微
に

そ
う
か
ん

桑
間

ぼ
く
じ
ょ
う

濮
上
に
し

て
是
れ
を

な作
す
に
於
て

は
い
ゆ
う

俳
優

し
ゅ
じ
ゅ

侏
儒
（
身
長
の
低
い
小
人
を
昔
王
侯
貴
族
の
家
で
芸
人
俳
優
に
し
た
）
。
是
れ
を

な作
す

い
た
ん

異
端

じ
ゃ
せ
つ

邪
説
是
れ
を

な作
す
然

し
な
が
ら

し
し
ょ

詩
書
末
だ
亡
び
ず
、

れ
い
が
く

禮
樂
猶
お
存
し
て

し
ん秦

は
し
ょ書

を
た焚

き
じ
ゅ儒

に
こ
う坑

す
る
に
及
ぶ
。
先
ず
王
の
道

い
く
ば

幾
く
熄
な
り
。

漢
よ
り
而
て
降
る
。
世
は

い
よ愈

い
よ
降
る
。
道
は

い
よ愈

い
よ
汚
し
。
其
の

れ
い
が
く

禮
樂
有
る
も
亦
た

し
ゅ
く

叔
そ
ん孫

の
れ
い
が
く

禮
樂
に
甚
だ
し
く

し
ょ
う

簫

し
ょ
う

笙
ひ
つ
り
つ

篳
篥
に
雜
り

き
ん琴
し
つ瑟
け
っ
こ

羯
鼓
に
和
し
。

が
が
く

雅
樂
と

こ
せ
い

胡
聲
と
相
混
り
て
可
ら
ず

そ
う
び
ょ
う

宗
廟
に

か
な奏

で
て
今
日
に
至
る
。

則
ち

さ
ん
げ
ん

三
絃
の
調
べ
急
聲

み
だ
ら

淫
な
る
は

ぎ
げ
き

戯
劇
の
人
の
笑
い
人
の
泣
く
そ
れ
に
及
ん
で

ふ
つ
ろ
う

佛
老

こ
む

虚
無

ぼ
う
た
ん

妄
誕
洋
夷
の
異
説

い
ん
こ
う

淫
巧

お
よ凡

そ
人
を
惑
し
人
を
悦
ば
ず
は
有
る
所
無
し
。
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そ
う
か
ん

桑
間

ぼ
く
じ
ょ
う

濮
上
、

は
い
ゆ
う

俳
優

し
ゅ
じ
ゅ

侏
儒
は

よ
う楊
し
ゅ朱
ぼ
く墨
て
き

と
対
立
し
た
。「

ゆ
お
し
ゅ

楊
朱
岐
に
泣
く
」

ゆ
お
し
ゅ

楊
朱
が
岐
（
岐
路
、
分
か
れ
道
）
を
見
て
人
間
の
心
も
向
か
う
方
向
で
善
と
悪

と
に
大
き
く
別
れ
る
こ
と
を
知
り
泣
い
た
と
い
う
故
事
）
に

し啻
な
ら
ず
な
り
。
嘆
き
勝
る
可
し
な
り
。
夫
れ
三
代
の
禮
。
至
る
な
り
。
盡
る

な
り
。
三
代
の
樂
は
善
な
り
。
美
な
り
。
而
て

ま復
た
見
る
可
か
ら
ず
。

え
ん
ぎ

演
戯

ざ
つ
げ
き

雜
劇
を
我
は
好
ま
ず
な
り
。

き
ゅ
う
か
ん

急
管

は
ん
げ
ん

繁
絃

は
我
れ
喜
ば
ず
な
り
。

じ
ゃ
せ
つ

邪
説

い
ん
こ
う

淫
巧
は
我
れ
取
ら
ず
な
り
。
我
れ
に

へ
い
ろ

弊
廬
が
有
り
。
以
て
風
雨
を
蔽
い
足
す
な
り
。
我
れ

に
そ
し
ょ
く

蔬
食
が
有
り
。
以
て

が餓
を
免
れ
足
す
な
り
。
我
れ
に

へ
い
い

弊
衣
が
有
り
。
以
て

か
ん
ぎ
ょ

寒
禦
を
足
す
な
り
。
此
の
三
足
が
有
り
。

又
た

け
い
が
い

奚
外
に
求
む
。
吾
れ
食
を
食
し
。
吾
れ
衣
を
衣
る
。
衣
は
而
て
暖
に
し
て
食
は
而
て

ほ
う飽

に
し
て

ほ
う飽

は
而
て
吾
れ
書

を
讀
む
。

が
が

峨
々
と
し
て
前
に

そ
び
え

聳
る
そ
れ
。

た
い
こ

太
古
以
前
の
山
は

や歟
。
泱
々
と
し
て
前
者
は
流
れ
る
。

た
い
こ

太
古
以
前
の
水
は

や歟
。

さ
つ
ぜ
ん

颯
然
と
而
て
至
る
そ
れ

ば
ん
こ

萬
古
の
風
に
非
ら
ず
。

こ
う
ぜ
ん

皎
然
と
而
て
來
る
そ
れ

ば
ん
こ

萬
古
の
月
に
非
ら
ず
。

ば
ん
こ

萬
古
の
風
月
に
對
し
。

ば
ん
こ

萬
古
の
山
は
水
に
面
す
。
而
て

ば
ん
こ

萬
古
の
書
を
讀
む
。
是
れ

ぎ
こ
う

羲
皇

し
ょ
く

稷
け
い契
と
も與

に
。
且
つ
暮
に
相
遇
う
な
り
。
何
ん
ぞ
樂
を

加
え
る
。
此
の
時
に
當
り

し
ん
ゆ
う

神
融
の

き
お
う

氣
旺
は

こ
う
ぜ
ん

浩
然
と
し
て
天
地
の
間
を

ふ
さ塞

ぐ
そ
れ
有
る
を
覺
る
、
豈
是
れ
大
素
の
初
一
の

元
氣
に
非
ら
ず
、
若
し
此
の
氣
に
餒
無
し
、
西
山
の
餓
は
亦
た
甘
し
。
而
て
况
ん
や
其
の
他
、
然
り
則
ち
世
人
は
我
れ

を
呼
ぶ
。
首
陽
の
餓
士
は
為
す
亦
た
可
な
り
我
れ
呼
ぶ
。

ろ
う
こ
う

陋
巷
の

か
ん
し

寒
士
と
為
す
亦
た
可
な
り
我
れ
呼
ぶ
。

か
つ
て
ん

葛
天
の
民
と
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為
す
も
亦
た
可
な
り
呼
び
為
す
。

む
か
い

無
懐
の
民
も
亦
た
為
す
可
し
。
之
の
譽
は
何
ん
の
益
。
之
れ

こ
わ毀

す
何
の
損
。
我
れ
則

ち
吾
れ
堂
に
登
る
。

え
ん爰

食
。

え
ん爰

飲
。

え
ん爰

寝
。

え
ん爰

書
を
読
み
。
淡
に
。
泊
る
如
し
。

え
ん爰

吾
れ
素
を
養
い
而
て
巳
に
な
り
。

因
に

ど
う堂

の
名
を

よ
う
そ

養
素
と
曰
く
。
之
の
記
を
請
い
為
す
。
岩
國
南
裕
。
其
の
言
は
奇
な
り
之
れ
謂
い
曰
く
。
善
哉
。
子
規

は
蓋
し
幾
道
な
り
。
子
の
言
を
足
し
以
て
記
を
為
す
な
り
。
余
は
又
た
何
ん
ぞ
言
う
。
安
政
五
年

ぼ
ご

戌
午
春
三
月
念
二
。

こ
こ
に

い
そ
ん邨
し
ょ
お
く

書
屋

以
下
五
篇
木
門
に
寓
す
之
作
る
時
年
二
十
八

語
釈
　
　

よ
う養
そ
ど
う
き

素
堂
記
＝
素
を
養
う
堂
の
記
。

で
ん傳

＝
口
伝
、
伝
え
る
。

し
ん
ざ
ん

深
山
＝
深
い
奥
山
。

だ
い
た
く

大
澤
＝
大
き
な
沢
、
谷
。

り
ゅ
う
じ
ゃ

龍
蛇
＝
龍
と
蛇
。

ひ
ご

肥
後
＝
熊
本
県
。

か
い
い

魁
偉
＝
身
体
が
大

き
く
立
派
。
奇
才
＝
才
が
あ
る
。

ゆ
う
ふ

熊
府
＝
熊
本
。

は
や
か
わ

早
川

し
き

子
規
＝
人
名
。

と
く篤

＝
篤
い
、
人
情
が
厚
い
、
誠
意
が
あ
る
。

と
ん敦

＝
厚
い
、
真
心
が
厚
い
。

し
き

子
規
＝

は
や
か
わ

早
川

し
き

子
規
。

と杜
＝
門
を
閉

ざ
す
。

し
ょ
う
ぜ
ん

然
＝
物
事
に
と
ら
わ
れ
な
い
さ
ま
、
早
い
さ
ま
。

け
つ
れ
い

厥
禮
＝
厥
、
そ
の
、
そ
れ
、
そ
の
禮
。

か
ん
こ
ん
そ
う
さ
い

冠
婚
葬
祭
＝
元
服
し
て
冠
を
被
る
、
結
婚
式
、
葬
式
、
祭
礼
。

け
っ
き

厥
器
＝
そ
の

器
。

ふ

＝
祭
器
で
黍
を
盛
っ
て
供
え
る
。

き

＝
祭
器
で
穀
物
を
盛
っ
て
供
え
る
。

へ
ん

＝
竹
製
で
果
実
を
盛
っ
て
供
え
る
。

と
う豆

＝
木
犀
で
塩
等
を
盛
る
。

し
ょ
う
ぐ

韶
虞
＝
舜
帝
の
音
楽
。

け
つ
ら
く

厥
樂

＝
そ
の
樂
。

し
ょ
う
ぶ

象
武
＝
武
に
似
せ
る
。

し
ょ
う

笙
＝
笛
、
管
楽
器
の
一
つ
、
十
九
管
あ
る
、
ま
た
は
十
三
管
あ
る
。

し
ょ
う

簫
＝
笛
、
竹
管
を
横
に
並
べ
て
作
っ
た
笛
二
十
四
管
。

き
ん琴

＝
琴
。

し
つ瑟

＝

琴
の
大
型
の
も
の
。

が雅
＝

み
や
び

雅
。

け
っ
し
ょ

厥
書
＝
そ
の
書
。

さ
ん
ぷ
ん

三
墳

ご
て
ん

五
典
＝
太
古
の
書
物
の
名
、
古
い
書
物
の
意
味
し
る
。

し
し
ょ

詩
書

え
き易

＝
詩
経
、
書
経
、
易
経
。

へ
き辟

＝
除
く
、
退
け
る
、
止
め
る
。

そ
う
か
ん

桑
間

ぼ
く
じ
ょ
う

濮
上
＝

そ
う
か
ん

桑
間

ぼ
く
じ
ょ
う

濮
上

の
音
、
淫
靡
な
音
楽
、

そ
う
か
ん

桑
間
は
濮
水
の
ほ
と
り
の
地
名
、

ぼ
く
じ
ょ
う

濮
上
は
濮
水
の
ほ
と
り
、
何
れ
も
河
南
省
、
此
の
地
方
の
音
楽
は
淫
乱
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
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る
。

は
い
ゆ
う

俳
優
＝
役
者
。

し
ゅ
じ
ゅ

侏
儒
＝
短
小
、
短
い
、
小
人
。

い
た
ん

異
端
＝
正
統
で
な
い
教
え
、
聖
人
で
な
い
別
の
学
説
。

じ
ゃ
せ
つ

邪
説
＝
正
し
く
な
い
説
。

れ
い
が
く

禮
樂
＝
礼
儀
と
音
楽
、
中
国
で
は
古
く
か
ら
、

礼
は
社
会
の
秩
序
を
整
え
、
楽
は
人
の
心
を
和
ら
げ
る
物
と
し
て
、
政
治
上
特
に
重
視
さ
れ
た
、
礼
楽
記
よ
り
。

し
ん秦

＝
秦
國
。

こ
う
じ
ゅ

坑
儒
＝
儒
者
を
穴
に
。

ふ
ん焚

書
＝
書
を
燃
や
す
。

そ
く熄

＝

消
え
る
、
休
む
、
埋
も
れ
火
、
終
わ
る
。

ゆ愈
＝
い
よ
い
よ
。

し
ゅ
く
そ
ん

叔
孫
＝

し
ゅ
く
そ
ん

叔
孫
通
、
漢
代
の
博
士
で
劉
邦
高
祖
が
皇
帝
の
位
に
つ
い
た
と
き
、
漢
の
朝
廷
の
儀
式
、
制
度
を
定
め
、
漢

王
朝
の
権
威
を
高
め
た
。

ひ
つ
り
つ

篳
篥
＝
雅
楽
の
楽
器
。

け
っ
こ

羯
鼓
＝
胡
の
太
鼓
、
ば
ち
で
両
面
を
叩
く
も
の
。

が
が
く

雅
樂
＝
昔
の
正
し
い
音
楽
上
品
な
音
楽
、
平
安
時
代
以
後
宮
中
で
行
わ
れ
た
音

楽
。

こ
せ
い

胡
聲
＝
胡
の
声
。

と
も與

に
＝
共
に
。

そ
う
び
ょ
う

宗
廟
＝
祖
先
の
御
霊
屋
、
國
家
。

そ
う奏

す
＝
奏
上
、
演
奏
す
る
。

さ
ん
げ
ん

三
絃
＝
弦
が
三
本
の
楽
器
。

ふ
つ
ろ
う

佛
老
＝
釈
迦
と
老
子
、
仏
教
と
老
子
の
教
え
。

ち
ょ
う
き
ゅ
う

調
急

＝
調
子
が
急
で
高
い
。

せ
い
い
ん

聲
淫
＝
声
が
淫
ら
。

ぎ
げ
き

戯
劇
＝
芝
居
、
演
劇
。

こ
む

虚
無
＝
道
家
の
根
本
原
理
で
あ
る
道
の
こ
と
、
何
も
無
く
て
目
に
観
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。

ぼ
う
た
ん

妄
誕

＝
出
鱈
目
、
偽
り
。

い
ん
こ
う

淫
巧
＝
淫
ら
で
巧
み
に
。

よ
う
し
ゅ

楊
朱
＝
戦
国
時
代
の
思
想
家
で
個
人
主
義
を
唱
え
た
。

ぼ
く
て
き

墨

＝
戦
国
時
代
の
思
想
家
で
博
愛
主
義
を
唱
え
た
。

し啻
＝
唯
、
只
。

え
ん
ぎ

演
戯

＝
芝
居
を
演
じ
る
。

ざ
つ
げ
き

雜
劇
＝
雑
多
な
劇
。

き
ゅ
う
か
ん

急
管
＝
急
に
笛
を
吹
く
。

は
ん
げ
ん

繁
絃
＝
頻
繁
に
弦
を
引
く
。

じ
ゃ
せ
つ

邪
説
＝
正
し
く
な
い
説
。

へ
い
ろ

弊
廬
＝
あ
ば
ら
屋
、
自
分
の
家
を
謙
遜
し
て
い
う
。

そ
し
ょ
く

蔬
食

＝
蔬
菜
の
食
事
、
粗
末
な
食
事
。

が餓
＝
飢
餓
。

へ
い
い

弊
衣
＝
粗
末
な
着
物
。

か
ん
ぎ
ょ

寒
禦
＝
寒
さ
を
防
ぐ
、
防
寒
、
防
御
。

け
い
が
い

奚
外
＝
中
国
東
方
の
種
族
名
。

ほ
う飽

＝
飽
き
る
。

が
が

峨
々
＝
山
の
高
く
嶮

し
い
さ
ま
。

そ
び
え

聳
る
＝
聳
え
立
つ
。

た
い
こ

太
古
＝
大
昔
。

さ
つ
ぜ
ん

颯
然
＝
さ
っ
と
吹
く
風
の
さ
ま
、
音
。

ば
ん
こ

萬
古
＝
一
万
年
も
の
昔
、
大
変
に
古
く
よ
り
。

こ
う
ぜ
ん

皎
然
＝
真
っ
白
な
さ
ま
、
明
ら
か
な
。

ぎ
こ
う

羲
皇

＝
伏
羲
の
尊
称
、
王
羲
之
の
略
称
。

し
ょ
く
け
い

稷
契
＝
尭
舜
に
仕
え
た
二
人
の
名
臣
、

し
ょ
く

稷
は
農
業
を
司
り
、
周
の
祖
先
と
な
り
、

け
い契

は
教
育
を
司
り
、
殷
の
祖
先
と
な
っ
た
と
、
伝
え
ら
れ

る
。

し
ん
ゆ
う

神
融
＝
神
に
通
じ
る
、
神
と
一
つ
に
な
る
。

き
お
う

氣
旺
＝
旺
盛
、
氣
が
盛
ん
な
。

こ
う
ぜ
ん

浩
然
＝
広
大
な
さ
ま
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。

ふ
さ塞

ぐ
＝
穴
や
道
を
塞
ぐ
。
首
陽
＝
周
の
初
め
、

伯
夷
と
叔
齊
が
餓
死
し
た
と
い
う
山
。

ろ
う
こ
う

陋
巷
＝
狭
い
街
路
、
貧
民
街
、
路
地
裏
。

か
ん
し

寒
士
＝
身
分
の
低
い
人
、
貧
し
い
士
、
人
。

か
つ
て
ん

葛
天
＝
中
国
の
神
話
上
の
帝
王
の
名
、
教
化
を
し
な

く
て
も
世
の
中
が
治
ま
っ
た
と
い
う
。

む
か
い

無
懐
＝
中
国
の
伝
説
上
の
帝
王
の
名
。

え
ん爰

＝
ひ
く
、
た
す
け
る
、
こ
こ
に
か
え
る
。

ど
う堂

＝
公
事
を
行
う
場
所
、
建
物
、
高
殿
、
表
座
敷
。

よ
う
そ

養
素

＝
素
質
を
養
う
。

い
そ
ん邨

＝
木
下

い
そ
ん邨

、
肥
後
の
藩
士
、
五
竹
の
師
。

し
ょ
お
く

書
屋
＝
学
舎
。

ぼ
ご

戌
午
＝
安
政
五
年
一
八
五
八
。


